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レンタルマギカ


魔法使い、修行中！









三田　誠











角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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魔法使いと赤い槍










　──霧きりに包まれた、竹林の中だった。





　ぼんやりとした月明かりの下を、墨すみ染ぞめの衣ころもが躍おどっていた。


　足取りは軽く。


　踏ふみ切りは強く。


　観客と見えるは、ガラスのごとき半はん透とう明めいの幻げん獣じゆうたち。


　獣けものたちの爪そう牙がをあしらい、何度となく衣が宙に浮うかぶ。風車のごとく、旋せん風ぷうのごとく、錫しやく杖じようを鋭するどく回転させる。


　その都度、獣たちが粉ふん砕さいされるのが、まるで季節違ちがいの花火のようだった。


　けして、優美とはいえない。


　むしろ、獣以上の荒あら々あらしさを秘ひめていた。


　時に錫杖は蹴けりと変わり、拳こぶしと変じて獣を打ったが、その荒々しさだけは潜ひそまることも薄うすまることもなかった。


　生命力と、いってもよい。


　人の身体からだの、大本。


　いかなる呪じゆ力りよくにも、いかなる魔ま性しようにも劣おとらぬ、原始の鼓こ動どう。





　その力強さこそが。


　伊い庭ばいつきの目と耳に、ずっと焼きついていた──





　　　　１




　やたらと、空気が澄すんでいた。


　いよいよ冬の間近に迫せまり、ぴんと静かな緊きん張ちようが、森に張りつめている。移ろう季節にあわせて、紅葉した木々も、徐じよ々じよにその葉を枯からせつつあった。


　おびただしく落ちる葉が、とうに変色した古こ刹さつの屋根を覆おおっていく。


　古刹。


　布ふ留る部べ市は竜りゆう蓮れん寺じと呼ばれる──寺の境けい内だいである。


〈アストラル〉の事務所から、たかだか徒歩で十分ほど（ただし門前の階段は三百段を超こえる）だというのに、その空気は不思議なほど違っていた。


「にゃあにゃあにゃあ」


　どこか懐なつかしそうに、白びやつ虎こが鳴いた。その隣となりでは、不服そうに青せい龍りゆうが片目をつむっている。


　そして、もうひとり。


「社長、どのへんなんかな？」


　と、銀ぎん鈴れいのごとき声が響ひびいた。


　年は、十五、六。ハーフと思おぼしい、栗くり色いろの髪かみをセミショートにした少女である。休日のためか、しなやかな身体を白いブラウスとセーターに固め、胸むな元もとには自然石をあしらったペンダントが揺ゆれている。


　穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラーだった。


　──と。


「あああああ！」


　いきなり、奇き声せいが境内に迸ほとばしったのだ。


「……いっちゃんやなあ」


　なんとなく顔を押さえて、穂波はその声の方へ向かった。


　数分歩いただけで、見つかった。


　森のそば──本堂の軒のき先さきにあたる小さな空間で、ふたりの人ひと影かげが交こう錯さくしていたのだ。というよりも、これは実に一方的な闘とう争そうであった。


　伊庭いつきと、小こ柄がらな僧そう侶りよの。


　舞まい散る落ち葉をかいくぐり、僧侶の拳が弧こを描えがく。ほぼ理想的なフックのあとを追って、対角線上からミドルキックへとつなぐ近代的コンビネーション。


　あるいは、至近距きよ離りから肩かたへと打ち下ろす肘ひじ打ち。その間合いから一いつ瞬しゆんも離はなれずに炸さく裂れつする膝ひざ蹴げりと、猛もう烈れつな靠（ショルダータックル）。


「うわわあわわあ！」


　が──情けない声をあげる少年は生きていた。


　岩をも砕くだきそうな拳や蹴りや肘打ちは、しかし、紙一重の余よ裕ゆうをもってぴたりと止まっていたのだ。


　寸止めである。


　もっとも、単なる寸止めともいえない。


　拳の風圧たるや、一いち撃げきごとにいつきの髪を煽あおり、蹴りに至ってはワイシャツの表面を切り裂さいてさえいるのだ。


　しかも、


「若。目はつぶらずに！　一歩も動かずに！」


　と僧侶が命じているため、悲鳴をあげながらも、少年はぎりぎりまでその拳や蹴りを見させられているのだった。


「続けて、鑽さん拳けん、炮ほう拳けん」


　す──と僧侶の腰こしが落ちる。


　美しい型だった。


　流れるような演えん舞ぶ。ごくごく自然な動きで、肘を放ち、掌しようにて穿うがつ。


　すでに、僧侶の動きは烈れつ風ぷうに近い。荒あれ狂くるう嵐あらしさえ思わせて、一息さえとどまらずに致ち命めい的てきな打撃を出し続ける。


「…………」


　だから──穂波も必死で声を押しとどめた。


　文字通り、わずかでも動作が狂えば、いつきの肉が弾はじけ、骨が砕けるだろうことが容易に想像できたからだ。


　ごっ、と僧侶が跳はねた。


　空そら。


　少年の位置を見もせずに、ぐるりとその身体からだが回る。胴どう回まわし回転蹴り。全体重をかけた威い力りよくは絶大。ただし、それゆえに精せい妙みような制せい御ぎよは至難の業わざ。


「──いっ、ちゃ……！」


　今度こそこらえきれず、穂波が言葉を漏もらした次の瞬間。


　ぴたりと、いつきの額より一センチ手前の空間を爪つま先さきでこそいで、隻せき蓮れんが向き直っていた。


「あ」


「おお、穂波どの」


　と、僧侶が破顔する。


「穂波」


　へたりと尻しり餅もちをついて、振ふり返ったのはいつきである。


　恐おそるべき連撃を目の前で続けられていたせいか、その顔はすっかり青い。


　なんとなく、穂波は躊ちゆう躇ちよしてから、


「……これ、差し入れ」


　そっぽを向くようにして、風ふ呂ろ敷しきを差し出す。


「あ、ありがと。お弁当？」


「まなちゃんがつくってたから……持ってきただけ。社長、ずっとこっちに籠こもりっぱなしやろ」


「ああいや、時々は帰ってるつもりだけど」


「そんなん、言い訳にならへん。社長が来こうへんから、事務所の方も業務停てい滞たいが続いてるんやけど？　あたしの用意した魔ま術じゆつテキストも埃ほこりかぶりっぱなし」


　どこかすねたみたいな、少女の言葉。薄うす縁ぶちの眼鏡めがねの奥で、蒼氷色の瞳アイスブルー・アイが淡あわく細まる。


「ふむ。若はまだ半人前でござるか？」


　これは、僧侶が口を挟はさんだ。


　三十そこらと思しいいかめしい顔つきが、面おも白しろそうに顎あごを撫なでている。頭こそ五ご分ぶ刈がりだが、その身体に纏まとっているのは墨すみ染ぞめの僧衣である。首からは四角い餉げ箱ばこを下げ、両手には金属の手てつ甲こうをはめている。


「もともとの勉強が足りないんです。魔術についても社長業についても──半人前どころか、赤ん坊ぼうみたいなもんやもん」


「まあ、それはそうなのでござるが」


　頭を搔かき、隻蓮と呼ばれた僧そう侶りよは苦笑いする。


「ではまあ、せめて早めに帰れるようにしましょうか。若、一休みしたらすぐ続けますぞ」


「え？　あ、あ、ちょ、ちょっと待ってください。隻蓮さん」


　うろたえるいつきをよそに、


「社長は才能あるん？」


　と、思い出したように穂波は訊きいた。


　返答は、きわめて簡潔だった。


「いいや。あまりにないから、とりあえず眼めだけでも慣れさせてるでござる」


「ちょ、そんな──」


　抗こう弁べんする間もなかった。


　悠ゆう長ちように喋しやべりながらも、繰くり出される地じ獄ごくの寸止め。


「わ、わ、わ、わわわわわ！」


「ほれほれほれっ、動くと当たるでござるぞ──?!」


　どこか愉たのしんでいるような声と。


　その様子に。


「……頑がん張ばりや、いっちゃん」


　穂波は、こっそりと大切な名前を呼んで──微び苦く笑しようしたのだった。








「──隻蓮さんってどういう人なんですか？」


　そう尋たずねたのは、〈アストラル〉事務所を掃そう除じしていた黒羽であった。


　騒霊現象ポルターガイストで動かされた箒ほうきが、あっちこっちの床ゆかを掃はき清めている。ついでに雑ぞう巾きんとバケツも操あやつっているあたり、黒羽の念動力も堂に入ってきた観がある。


　ちなみに格好も、質素なエプロンドレスに跳ね上げヴェールという、典型的な十九世紀ヴィクトリア朝メイドスタイルだったりする。このあたりは気分の問題らしいが、普ふ段だんからメイドやお手伝いなどを扱あつかい慣れている、アディリシアの影えい響きようもあるのだろう。


　対して、


「んー、まあ、なんといいますか」


　向こう側のデスクで、猫ねこ屋や敷しきが目を細めた。


　その顔の前で、ほのかな白い湯気が立っている。


　黒羽の淹いれた、ハーブティーである。


　昼休み、掃除の合間に、黒羽がお茶を淹れるのは〈アストラル〉の定番となっていた。今日のように、猫屋敷とふたりでの出社となればなおさらである。


　そして、このふたりの会話となれば、自然、共通点である社長と──その社長を連れていった僧侶についてになるのであった。


「いろいろ変わり者ではありましてね。いやまあ先代の〈アストラル〉のメンバーは全員が変わり者といっても良かったんですが──中でもあの人の変わり方は、ある意味、裏の裏みたいなものでして」


「裏の、裏？」


「つまるところは、人が好よかったんですよ」


　そう言って、猫屋敷は笑う。


　どこからどう切っても、人が悪いと断じられるだろう猫ねこ又また陰おん陽みよう師じの言い分だけに──言葉通りにはとれぬとしても──妙みような説得力を持った言葉ではあった。


　──隻蓮。


　猫屋敷の先せん輩ぱい社員にあたる、〈アストラル〉の古株であった。


　先月に起きた事件に伴ともなって〈アストラル〉に戻もどってきているのだが、その隻蓮に対して、いつきがある頼たのみをしたのが、事の発ほつ端たんだったのだ。


　ゆるやかにデスクへ肘をつき、猫屋敷がボールペンを回す。


「社長が頼んだのは、体術の師事でしたよね。確かに、隻蓮さんだったら筋が通ってます。ある意味で、武術は最も実じつ践せん的な魔ま術じゆつのひとつですしね」


「…………」


　黒羽も、その情景を覚えている。


　あの僧侶が、いかに卓たく越えつした武術家であったか。


　平均よりもいくらか背の低い小こ柄がらな身体からだが、いかに強きよう靭じんなバネを秘ひめているか。凄すさまじき体術を修めているか。


　そして、心身にたくわえた、密教の秘術の数々。


　印いんと真しん言ごんとともに放たれる術は、単純な威い力りよくだけで猫屋敷や穂波を凌しのいだ。そこに体術があわさったとき、どれほどの『力』を発揮したか。


　だから。


（……いつきくんが、あこがれるのは分かるけど）


　前回の事件で、あれほど無力さをかみしめたいつきなら──まして、そのことを肯よしとしないのなら、せめてできる範はん囲いで強くなりたいというのは、とても自然な気持ちだ。


　なのに。


　どうして、こんなにもどかしくなるんだろう。


　いつきくんが──どこか遠くへ行ってしまうような気分に。


「どうかしました？」


　顔をあげると、猫屋敷が細い目でこちらを見つめていた。その膝ひざで、黒くろ猫ねこの玄げん武ぶが眠ねむそうにあくびしている。


「あ、何でもないです」


「いや……その、よかったらもう一いつ杯ぱいいただけます？」


　空になったティーカップを持ち上げ、猫屋敷が頭を下げる。


「はい。すぐに」


　それから、黒羽がうなずいた後に、淡あわく微笑ほほえんで付け足したのである。


「社長も、黒羽さんのお茶が飲めないと口くち寂さびしいんじゃないですかね？」


　その言葉に──かちいん、と黒羽まなみは固まった。


　それはもう、このまま彫ちよう像ぞう鑑かん賞しよう会かいに出しても通りそうなぐらいの、見事な固まりっぷりだった。白い跳ね上げヴェールから爪つま先さきまで、ゴルゴンの息に吹ふかれたみたいに石化していた。


「あ、あ、あ、あ、あーハーブティー、新しく淹れてきますから！」


　あわただしく、台所へと飛んでいく。


　戻ってくるのに、いつもの倍ぐらい時間がかかった。


「あ、あの……ひとつ、うかがっていいですか？」


「はい、どうぞ」


　ハーブティーをもらった猫屋敷が促うながすと、思い悩なやんだような顔をして、何度か喉のど元もとでつっかえてから、やっと黒羽はこう口にした。


「あの──あの、いつきくんが……い、いえ社長がいるお寺って……どのへんなんでしょうか？」
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　しん、と板の間は冷えていた。


　竜蓮寺の──本堂である。


「うう寒……」


　いつきは、その壁かべ際ぎわに座って、軽く肩かたを抱だいていた。


　十一月も、すでに半ばだった。裏の森から流れる風は、切りつけるような冬の冷気と化している。


　さらにいえば、問題は、板の間の奥に鎮ちん座ざする──数々のいかめしい木像の群れにあった。


　仏像である。


　大小、いくつもの仏像が、そこにはひしめきあっていたのだ。


　広こう目もく天てん、持じ国こく天てんなど、四天王。


　降ごう三ざん世ぜ明みよう王おう、軍ぐん荼だ利り明王、不動明王など、五大明王。


　いつきが魔術講義で教わった仏像もあったし、そうじゃないものもあった。ただ、共通しているのは、いずれもが苛か烈れつな軍神としての性質を秘めた仏像だった。


　表すものは、慈じ悲ひではなく憤ふん怒ぬ。


　仏敵を滅ほろぼすためにのみ存在する、破は壊かいの化け身しん。


　あるいは三さん面めん六ろつ臂ぴ、あるいは六面六臂六足という異形の身体に、おびただしい数の武具を携えている。すなわち、いかなる場所に隠かくれようとも必ず見つけ出し、いかなる防備を固めようとも必ず滅ぼすという、強烈な意志の表れ。


　その厳しい眼下にあるだけで、いつきは身み震ぶるいする。


　自分の弱さが。


　自分の愚おろかさが、見み据すえられている気がして──


「──若、毛布を取ってきたでござるよ」


「あ」


　扉とびらが開き、隻蓮が戻もどってきた。


　ごつごつした手に、毛布とランタンを握にぎっていた。本堂の裏手には、生活用の小屋がある。そこから、いつきの宿しゆく泊はく用に、隻蓮が発はつ掘くつしてきた品であった。


「すみません」


　受け取って、いつきは思い出したように訊きいた。


「そういえば……ここって、隻蓮さんのお寺なんですか？」


「そうでござるよ。一応、代わりの住職にも来てもらっていたでござるが……なにせ数年戻らなかったですからなあ。ああいや、毛布は先に洗って乾かわかしておいたから大だい丈じよう夫ぶでござる」


　と、かすかに遠い目になって、僧そう侶りよが告げた。


「昔は、ちょくちょく皆みなで集まったものですが」


「……皆って──猫屋敷さんとか──ユーダイクスさんもですか？」


　一いつ瞬しゆん目を回したのは──特に後に言った錬れん金きん術じゆつ師しが、そういう風習に縁えんがあると思わなかったからだ。いつも白いインバネスに身を包んでいた巨きよ漢かんは、まともに口を利きくところさえ想像するのが困難な相手だった。


　だけど、


「もちろん。お父上とよくウヰスキーなぞ飲んでおりましたぞ」


　と、隻蓮は古めかしい発音で肯こう定ていしたのである。


「父さんが！」


「ふたりとも、結構いける口でござったからな。まあ、錬金術師にウヰスキーとくれば、これはもう歴史的にも弱いわけにいかないですが」


　蘊うん蓄ちくを話す隻蓮の語り口は、どこか猫屋敷に似ている。


　ひょっとすると、猫屋敷の方が隻蓮に似ているのかもしれない。猫屋敷が、名前で蓮れんと呼ばれて、唯ゆい一いつ怒おこらないのが、この僧侶であった。


「ところで、拙せつ僧そうも、少し訊いてよいでござるか？」


「あ……はい」


　その物言いに、思わず居住まいを正してしまう。


　隻蓮のやや分厚い唇くちびるが、微び笑しようの形を刻んだ。


「ふむ。そうすると、父君に似ているでござるな」


「そう、ですか？」


「ええ。中身はともかく、外見の礼れい儀ぎだけはしっかりしていたでござるがね。むむ、そう考えると、あまりいい人間ではござらんが──いやまあさて」


　快活に笑って、隻蓮は改めて訊いた。


「若の頼たのみで、学校の放課後を縫ぬって二週間ほど教えてきましたが、何かしら、思うところなどありますか？」


「あ、ええと……」


　思い出す。


　この二週間で、隻蓮に教わったこと。教わりきれなかったこと。


（うーん……）


　整理していて、真しん剣けんに悩なやんでしまった。


（というか考えれば考えるほど……）


　深く、頭こうべを垂れる。


（……まともなこと教わってないなあ……）





　──たとえば。


「目をつぶらない！　身体からだを動かさない！　当たったら骨が折れるでござるぞ！」


　この昼のような、寸止め百連打とか。





　──たとえば。


「七百十五……七百十六……七百十七……七百十八……七百十九……」


「若。今のは重なっていたから七百二十ですぞ」


　もはや残り少ない枯かれ葉が落ちていくのを、ひたすら数えさせられる特訓とか。





（……あや）


　口元を押さえる。


　考えれば考えるほど、武術の特訓というよりも、坐ざ禅ぜんか苦行のようにしか思えない。


「ふむ。武術の修しゆ行ぎようというと、映画みたいにいろんな型をやらされるのを想像していたでござるか？」


「あ、いえその……」


「ふふん、それも間ま違ちがいではござらんが──一面的でもござる。若の身体で、腕うで立たて一万回とか瓦かわら割りとか言っても意味ないでござろう？」


「……それは、困りますけど」


　実際問題、いつきの肉体能力は、高校生男子の平均に届くかどうかといったところだ。それが二週間そこらで、リングにあがれるような格かく闘とう家かになるわけがない。


　うなずいて、隻蓮は言う。


「武術も、魔ま術じゆつのひとつなのでござるよ」


「魔、術？」


　今の言葉が、半日ほど前、猫屋敷の言った台詞せりふと相そう似じしていると、いつきが気がつくはずもない。


「八はつ卦け掌しようの八卦、五行拳けんの五行はもとより中国の魔術思想ですし、日本にあっても林崎夢想流など発はつ祥しように魔術のからむ武術は少なくありませんからな。──さて」


　と、隻蓮があぐらを解き、立ち上がった。


「ちと用事ができまして、数日寺を離はなれるでござる。──修行はこれまでのように続けてくだされ」


「え？　隻蓮さん？」


　いきなり言われて、いつきが目を丸くする。


「いやその、隻蓮さんに言われて、ここに泊とまる用意をしてきたんですけど──」


「うむ、拙僧も慚ざん愧きに堪たえないでござる。どうぞ、若においてはご機き嫌げん麗うるわしゅう」


　とりつくしまもなく、僧そう侶りよが頭を下げる。


「そうそう。この寺は、いろいろいわくがあるでござるからな。あまりいじくらないようにお願いしますぞ」


「は、は、はい！」


　文字通り縮み上がったいつきへ背を向けて──隻蓮は、本堂より出ていってしまったのであった。





　　　　＊





　深夜になって。


　黒羽は、竜蓮寺の上空を飛んでいた。


　どの道、霊エーテル体に眠ねむりは必要ない。〈アストラル〉の業務が終わった後、密ひそかに飛び出した黒羽は、布留部市の空を浮ふ遊ゆうしていたのであった。


　見下ろすと、すぐに尋ね人が視界に入った。


　本堂の隣となり、森のそばの開けた空間。


　そこで、いつきが、武術の型──らしいものをやっていたのだ。


　子供のごっこ遊びみたいなもので、まるで様にはなってなかった。


　足はふらついてるし、腰こしは定まらない。どうやら正せい拳けん突つきと思おぼしい拳も、迫はく力りよくに欠けることおびただしい。


　ただ、よほどの回数を重ねていたらしく、汗あせみずくだった。


　やがて、疲つかれ果てた少年が尻しり餅もちをつき──大の字に寝ねころんでから、黒羽はその隣にそっと下りたった。


「いつきくん？」


「あ、黒羽さん」


「寝てていいよ」


　頭を持ち上げかけた少年を、黒羽は微び笑しようして制した。


「今のは、隻蓮さんに教わったの？」


「いや……その、まだ型とか全然教えてもらってないんだけど……とりあえず、見よう見まねで……」


　恥はずかしそうに、いつきが頰ほおを搔かく。


　まあ、半分は噓うそではない。


　残り半分は、隻蓮がいなくなって、ひとりきりの本堂が怖こわくなってしまったという、実に情けない理由で占しめられていたりもする。それも、しばらく汗を搔いているうちに忘れていたのだが、こうして落ち着くと、またぞくりとしてしまう。


「ところで……なんでメイド服なの？」


「え？　あ──きゃっ！」


　慌あわててエプロンドレスの裾すそをつかみ、へたりこむ黒羽である。


「わ、忘れてたの！　あ、〈アストラル〉から紅茶持ってこようと思って、気分でこの格好になってて──」


「あ、いや、可愛かわいいって思うけれど──」


　いつきも両手を振ふって、寝ころんだまま、取りつくろおうとする。


「で──紅茶って？」


「う、うん。これ」


　取り出されたのは、銀色の魔ま法ほう瓶びん。


　キャップを騒霊現象ポルターガイストで外し、別に出したティーカップへとくとくと注いで、いつきの手元へと下ろす。


　一口飲んで、


「──美味おいしい」


　と、素す直なおな感想を述べたいつきへ、黒羽は言い訳みたいに続けた。


「つ、疲れてると思って、レモングラスとペパーミントでブレンドしてみたから」


「うん。身体からだがほこほこ温まる感じ。ちょっと右手が痛かったのも、楽になってきた気がするし」


　確かめるみたいに、細い腕うでを上げたり下げたりするいつき。


　そんな少年を見ながら、黒羽はもじもじと尋たずねた。


「あの……」


「何？」


「社長は……ううん、いつきくんは、なんで強くなろうとするの？」


　それは、黒羽がずっと抱いだいてきた疑問だった。


「なんでって……」


「だって……いつきくんは、十分強いと思う」


　黒羽が言う。


　半はん透とう明めいの少女の──霊エーテル体の網もう膜まくに、その姿はいまも在る。


　あの化け物を貫つらぬき、取り込まれた自分をひきずりだしてくれた少年の姿。


「あれは──この目のせいだから」


　と、いつきは黒い眼帯に触ふれた。


　その意味も、黒羽には分かった。


　この少年が、どれだけ自分の瞳ひとみを恐おそれているか。


　強大な助けとはなってもまるで制せい御ぎよできず──今となっては、いつ爆ばく発はつするかもしれない致ち命めい的てきな爆弾となって、少年を苛さいなんでいる。


　──それでも。


　それでも、少年は退ひこうとしないのだ。


　けして酔よっているわけでも、昂たかぶっているわけでもなく、至し極ごく当たり前に事態を受け止めようとしている。隻蓮に弟で子し入りまでして、対たい抗こうできる力を身につけようとしている。


「どうして……なのかな？」


　と、黒羽は訊きいた。


「え？」


「あたしはこんなんだし、〈アストラル〉ぐらいしか居場所ないよ。だけど、どうしていつきくんはそんな一生懸けん命めいになるの？」


　今度は、顔をあげて、真っ正面から訊いていた。


　いろんなことを忘れて、ただ訊いていた。


　すると──少年は少し迷った後に、答えたのだ。


「はじめて、かな。今回が多分」


「？」


　眉まゆを寄せた黒羽に、困った風にいつきは微笑ほほえむ。


「こうして、自分で何かをすること。いままでは巻き込まれたり、誰だれかにお願いされたりで、自分からこういう風に何かしようとしたことなかったから」


　夜空を、見上げる。


　すぐに視線を落とし、本堂の近くの開けた空間へと目を細める。


「父さんは、時々、ここで酒盛りしてたんだって」


「いつきくんの、お父さんが？」


「隻蓮さんの言うにはね。──僕はほとんど覚えてないから」


　いつきの父、伊い庭ば司つかさ。


　隻蓮やユーダイクスや、かつての猫屋敷を束ねていた、〈アストラル〉の先代社長。


　でも、いつきにとってみれば、物心つく前にいなくなった父親だ。行方ゆくえ不明になるずっと前から叔父おじ夫ふう婦ふの許もとに預けられていて──結局、いつきはまともに顔だって覚えていない。


　だけど、今は意識せざるを得ない。


「少しだけ、頑がん張ばりたくなったんだ」


　と、いつきは誰ともなく呟つぶやいた。


「ずっと皆みなに頼たよりっぱなしだったから──いつか、僕が皆に返せるようにって。少しでも、ひとつでもいいから」


「…………」


　黒羽の心臓が、小さく痛んだ。


　頼りなげに話すいつきの横顔を見て、


（……あ）


　おそるおそる、胸にたまっていた言葉を吐はき出す。


「それって……穂波さんのために？」


「へっ？」


　きょとんと目を丸くして、すぐ耳まで真っ赤になって、いつきは否定した。


「そ！　そんなんじゃないよ！」


「あ。そうなんだ──あたしは……」


　最後は聞こえないように、ぽつりと呟く。


「……良かった」


　小さく、本当に小さくガッツポーズ。


　格好悪いけど、まだ諦あきらめなくていいのだと、黒羽は自分に言い聞かせたのである。


　なんとも幽ゆう霊れいらしくない、当たり前の恋こい心ごころ。いじらしく、もどかしい、十五、六歳の少女らしい物思い。


　うん、とひとつうなずいて、


「あたし、応おう援えんしてるから」


　とっ、と地面を蹴ける。浮うかび上がったメイド服姿が、夜空に静止した。


　半透明の少女は、まるで夜に生まれる妖よう精せいのようだった。


　フリルの付いたスカートが、星の光にきらめいた。


「…………あ」


　その姿に、一いつ瞬しゆん、いつきも見とれた。


「じゃあ、先に帰るね。いつきくんも、あまり無理しないで」


「あ、うん──」


　そう、言いかけたときだった。





「──っ?!」





　突とつ然ぜん、少年がうずくまったのだ。


「いつきくんーっ？」


　動かない。


　少年は、動かない。


　前のめりにうずくまったまま、ぴくりとも動こうとしない。ただ、その指だけが芋いも虫むしの這はいずるようなゆっくりとした速度で、少年の眼帯へ食い込んだ。


「…………」


　声が、漏もれる。


　最初は到とう底てい聞き取れないような音声で、やがて、かろうじて押し出したようなしゃがれ声で、森の向こうへと囁ささやいたのである。


「あれ……は？」


　その言葉に、黒羽が振ふり返る。


　視界が、赤く染まった。


「火……っ」


　文字通り、燎りよう原げんの火のごとく。


　いつきたちがいる寺の裏山を赤く赤く染めて──猛もう烈れつな炎ほのおが、世界を席せつ捲けんしていたのである。





　　　　３




「──何？」


　竜蓮寺へと続く階段の手前で、穂波は足を止めていた。


　ちょっとだけ、いつきの様子を見ようと思ってやってきたところであった。


「今の……気配……」


　嫌いやな予感がした。


　魔ま法ほう使つかいとしての、勘かんだ。


　自然石のペンダントを摑つかみ、少女の指がその石を大地へ擲なげうつ。


「弱き石よ」


　円石サークルストーン。


　ケルト魔術に使われる、呪じゆ力りよくに感応する自然石である。


　その石たちが、踊おどるようにして階段を駆かけ上がっていく。


　穂波もまた、その石を追って、長い階段を二段飛ばしに跳はねていく。三百段以上の長い階段だというのに、息ひとつ切らせなかった。世界を知るのが魔法使いのつとめなれば、自らの身体からだを鍛きたえるのもその範はん疇ちゆうである。隻蓮のように武術としての昇しよう華かはしていなくても、最低限の鍛たん錬れんは穂波にもあった。


　その足が、再び、門を目前にして止まる。


　ぬるりと、影かげが現れたのである。


「あなた……」


　その人影に、穂波が目を見張った。





　　　　＊





「熱く……ない……」


　うずくまったまま、いつきは愕がく然ぜんとして呻うめいた。


　最前の猛火で火の粉を浴びたのに、いつきの肌はだは何ら熱を感じなかったのである。代わりに、右目だけが焼け火ひ箸ばしでも突つっ込んだような、強きよう烈れつな苦痛を訴うつたえていた。


「じゃあ、これって──」


　黒羽が、その後を継つぐ。


「呪波汚お染せん……?!」


　こんな場所で、こんな時に？


「隻蓮さんって、この寺で何をしてたの？」


「何って……」


　思いつかないわけではない。


　先代の〈アストラル〉において、隻蓮は特に封ふう印いんを担当していたという。一ヶ月前の事件もさることながら、かつての〈アストラル〉が今を遥はるかに超こえる規模の事件にぶつかっていたことは間ま違ちがいない。


　それはつまり、封印された事象も、ということだ。


　もしも、それらの事象が、何らかのきっかけで開封されたとしたら？


「だけど、なんで今……」


　呻きながら、携けい帯たいを出そうとして、いつきは唇くちびるを嚙かむ。


「駄だ目め。ここに籠こもるときに、隻蓮さんに渡わたしたんだった」


　ひどく、目が痛む。


　ぎしぎしと眼帯の軋きしむ音が聞こえる。先月に壊こわされた眼帯は、以前よりずっと脆もろくなっていた。次に壊れれば、修復は不可能だと、そう言い渡されてもいる。


「…………っ」


　奥歯を嚙む。


　炎を、見み据すえる。


　森の向こうから押し寄せている、巨きよ大だいな炎。


　生き物みたいにうごめき、ざわめき、森を舐なめ尽つくす。その奥の奥を──いつきは視みようとした。


　記き憶おくと、照合する。


　いままで視てきた呪波汚染の数々。それらの記憶とつなぎあわせ、つきあわせ、今のこの現象を解かい析せきする。


　すぐに、答えは出た。


「〈付ふ与よ〉……っ！」


　呪波汚染にも、いくつかの種類がある。


　大きく分ければ、〈回かい帰き〉、〈付ふ与よ〉、〈呪じゆ詛そ〉の三つ。


　呪波汚染に付与された物質や生命は、魔術的要素を与あたえられ、変質する。ごく普ふ通つうの海域が、一年に百隻せきからの船を失しつ踪そうさせるバミューダ・トライアングルともなりえるのを、いつきはその目で見た。


　この森が、そういった呪波汚染によって、変質しているのである。


「黒羽さん──先に、〈アストラル〉へ」


「でも、いつきくん……」


　ためらう黒羽を、炎ほのおの色が圧した。


　凄すさまじきは、黒々と昇のぼる大量の煙けむりか。


　その煙と炎とが、あたかも絵の具で塗ぬりつぶすような勢いで森を薙ないでいく。呪波汚染が、あっという間に世界を侵しん蝕しよくしているという、その証左である。


「黒羽さん、急いで！」


　押し出すようにして、いつきが叫さけんだ。


「じゃ、じゃあすぐに戻もどります──」


　少女が宙に浮うかび、寺の敷しき地ちの外へと飛んでいく。


　それに安心し、少年もまた追おうとしたときだった。


　瞬しゆん間かん。


　敷地の境界線を、豁かつ然ぜんと何かが断たち割った。


「…………っ?!」


　その意味を、いつきの目は知ってしまった。


（隔かく離り、された……）


　呪力によって、寺の敷地と外とが、完全に隔離されたのである。


　単なる呪波汚染の結果というには、あまりにも鮮あざやかな分断だった。みかんの禊みそぎをもってさえこれほどは、というほどの冴さえである。


「どういう、こと……」


　たじろいだいつきが、たたらを踏ふむ。


　ついで、ぞくり、と首の裏に異様な気配を感じたのだ。


「だ、れ……っ」


　喉のどがひきつる。


　振ふり返る。


　静かに──炎に溶とけ込むように密ひそかに──影かげは立っていた。





　ゆるゆると。


　ゆらゆらと。


　業ごう火かに揺ゆれて、火の粉を弾はじいて。


　それは──そこに立っていた。





「幽ゆう……霊れい……？」


　いつきにとっては、ある意味、馴な染じみ深い存在でもあった。


　今や〈アストラル〉の社員でもある、黒羽だけではない。彼女と出会う以前から、いつきの瞳ひとみは頻ひん繁ぱんに霊や魔ま物ものを知覚していた。


　だけど、こんなのは見たことがなかった。


　身体からだに纏まとうは武者鎧よろい。


　豪ごう腕わんに携たずさえるは、朱しゆ塗ぬりの槍やり。


　頭にかぶっているのは、炎に照り映はえる武者兜かぶと。さらにその兜の下には、黒い木の仮面をつけており、表情はうかがい知れない。


「な……に？」


　いつきの声よりも先に、


「伊庭……いつきだな……」


　と、それが訊きいた。


「え……！」


「汝なれが……我の……」


　同時に、強きよう烈れつな念が、いつきへと吹ふきつけたのだ。


　それだけで、体中の肌はだが粟あわ立だった。


（う、あ……）


　敵意は知っている。


　殺意だって味わったことがある。


　だけど、闘とう志しは。


　自分自身へ直接向けられる純じゆん粋すいな闘志は、伊庭いつきにとって初めての体験であった。


（これ……って……）


　切れ切れの意識で、思考する。


　硬こう直ちよくした身体を、必死で動かそうと、神経を張り巡めぐらせる。





　──遅おそかった。





　ごおっと、少年の耳元を何かがかすめた。


「熱っ！」


　叫んだ直後、ぬるりとしたものが頰ほおを過ぎた。指をやると、生温かい液体が手首まで滑すべっていった。


（…………な）


　声が、出ない。


　事態を認にん識しきするのに、コンマ数秒。


　槍の穂ほ先さきから滴したたっているものは、自分の血か。


　ぽたぽたと地面に垂れ、炎ほのおで炙あぶられていく。──いつのまに、そこまで炎が近づいていたのかも、いつきには分からなかった。


「あ……あああああああああああああああああああああああっ！」


　怖おそれが、喉をつんざいた。


　咄とつ嗟さに、踵きびすを返し、後ろ向きに走り出そうとする。


　その背中へと──朱塗りの槍が、轟ごう然ぜんと唸うなりをあげた。





　　　　＊





「いつきくんっ！　いつきくん！」


　黒羽は、何度となく門を叩たたいていた。


　竜蓮寺の──正門である。


　突とつ然ぜんの結界によって締しめ出された黒羽は、そのまま門まで戻もどっていたのだった。


　だが、開け放たれていたはずの正門は、閉とざされていた。


　ばかりか、以前の神社の事件と同じように、不ふ浄じようのものを立ち入らせぬ結界が働いていたのである。


「いつきくん─っ！」


　とりわけ強い騒霊現象ポルターガイストが、門を破ろうとした。


　その直前、


「おぬし……」


　闇やみより、声がかかったのだった。





　　　　４




「……ああああああああっ!!」


　槍の触ふれる直前、いつきは地面へ頭から転がった。


　背中に、鋭するどい熱が走る。


「がっ──！」


　必然、口から漏もれる絶ぜつ叫きよう。


　それをこらえ、熱い地面を無様に前転し、でたらめに近くの枝をつかんで立ち上がった。


　相対する──などと格好いいものではない。


　ただ、視線をかわしただけだ。


　いつきにとって、はじめてともいえる状じよう況きよう。


　ほかに、誰だれもいない。


　穂波も、アディリシアも、みかんも、黒羽も、猫屋敷もなく、使えるのはただ自分ひとりの身体からだと頭だけ。


「お前……は……」


「…………」


　武者は、何も答えなかった。


　無言で、再び槍やりが炎と唸る。


「う、わああああっ」


　叫さけびながら、いつきは木の枝を振ふった。


　タイミングと、絶ぜつ妙みような角度。


　槍の穂先を払はらい──かろうじて木の枝で受け流す。腕うでの芯しんまで響ひびいたが、むしろ、いつきは自分自身の動きに驚きよう愕がくした。


（僕が、受けられた……？）


　その事実に、息を飲む。


　何度となく、何十度となく、何百度となく、何千度となく。


　隻蓮に、延々と寸止めされ続けた、あの体験。


　それが、いつきの身体を反応させたのだ。理り屈くつじゃなく、無意識で動いたとき、身体は最も的確な挙動を選んだのだった。


（できる……？）


　瞬まばたきし、枝を握にぎる。


（だったら……）


　覚かく悟ごを、決める。


　到とう底てい、こんな相手に勝てやしない。


　でも、逃にげることぐらいはできるだろう。時間を稼かせげば、黒羽が誰かを連れて戻ってきてくれる。それぐらいなら、できるかもしれない。


「く、そ……」


　せめても、相手を睨にらみつける。


　隻蓮から習ったことが無む駄だじゃなかったなら、それを活いかせれば──


「逃げられる……と思うたか？」


「え……」


　呻うめいた瞬しゆん間かん、武者が、さらに槍を振りかぶった。


　業ごう火かを背景に、槍は赤く閃ひらめいた。





　一息に、三回刺さされた。





　致ち命めい傷しようを避さけただけで、もはや奇き跡せきといってよい。


　たちまち木の枝は砕くだけ、いつきの二の腕を血まみれに変える。皮ひ膚ふが裂さけ、筋肉が断だん裂れつし、骨の髄ずいまで激痛が響いた。煮にえた鉛なまりを流し込まれるような痛みだった。


「あ──が────あ──っ」


　最後に、槍は真一文字に振りかぶられた。


　虎とらが爪つめを振るうような、大振りの一いち撃げき。


　いつきの肋ろつ骨こつまで、食い込んだ。


「が、は……っ!!」


　衝しよう撃げきが、身体の末まつ端たんまで突つき通った。


　背中から本堂の扉とびらにぶちあたり、そのまま内部へと倒たおれ込む。


　板の間を数メートルも滑すべって、やっといつきの身体が止まった。服がちぎれ、すりむいた肌はだが痛みを叫び、いつきの脳を攪かく拌はんした。


（見え……なかった……？）


　最前までの槍が剛ごう風ふうであれば、今の槍は迅じん雷らいそのものだった。


　数段次元の違ちがう速度で、視界から消えた瞬間には、穂ほ先さきが身体を刺していたのである。修練をはじめて二週間ばかりのいつきには想像さえできない領域に、相手は達していた。


　もがいた指が、何かを摑つかんだ。


　枯かれ葉である。


　隻蓮に、何度となく数えさせられた落ち葉だった。吹ふっ飛ばされたいつきと一いつ緒しよに、本堂まで舞まい込んだらしかった。


　その落ち葉を踏ふんで、しかつめらしい具足が下ろされた。


「汝なれは……終わるか？」


　武者が、見下ろしていた。


　その槍とともに、告げる。


「ならば……汝なれは死ぬ」


　その言葉は、炎ほのおと相反して冷ややかで、絶対だった。


　死ぬ。


　ここで、死ぬ。


　この落ち葉と同じように、散って終わる。





　槍が──降り落ちる。





　その切っ先が自分の額へと迫せまるのを、いつきは諦てい念ねんとともに見た。





　　　　＊





【──視ミロ】





　　　　＊





　いつき自身は、すでに死を思っていた。


　だが、その瞳ひとみだけが違った。


　眼帯の奥の瞳だけが──その槍を追っていた。切っ先が落ちる寸前に、どうしようもなくいつきの根幹を揺ゆさぶった。


（見え、る……？）


　それが、身体からだを勝手に反応させた。


　たった一センチ。


　一センチだけ、左へ。


　その一センチが──槍やりの間合いを絶ぜつ妙みように外し、いつきのこめかみから、ほんのわずか外れた床ゆかへ、穂先を誘ゆう導どうする。


（え……？）


　見切り、という。


　指一本さえ入らぬぎりぎりの間合いで、いつきの身体は槍を回かい避ひし、その勢いで立ち上がってしまっていたのだ。


「諦あきらめぬ……か？」


　槍を引き抜ぬき、武者が訊きいた。


（そんなの……）


　とうに諦めている。


　ただ、反射的に立ち上がってしまっただけだ。


　だから、奇き跡せきは何度も起こらない。


　槍の閃ひらめくたび、いつきの身体は穴だらけになる。


　その刺し突とつは、まさに神かみ業わざ。一いつ切さいの生を許さず、立ちふさがるすべてを屠ほふる魔ま槍そう。たかが伊庭いつきごときが、対たい抗こうできるはずもない。


　なのに。


　少年は、倒れない。


　急所に至る突きだけを目が追って、ほぼ素人しろうとのはずのいつきは、その槍を避よけてしまう。


（なんで……）


　朦もう朧ろうとした頭で、自問自答する。


　自分が倒れない理由を、検証する。


　……いや。


（知ってる）


　いつきは、思う。


　この動きは、隻蓮に修しゆ行ぎようさせられる、それ以前からのものだ。


　呪じゆ力りよくを読み、先取りして、半ば予知的に動いておくという方法だ。


　それだけじゃ、ない。


　網もう膜まくに浮うかぶ。


　金きん髪ぱつの、若者。


　ただ歩くだけで、舞まうように見えた、あの取り替え児チエンジリング。


（フィン──！）


　右目が、痛む。


　その痛みをこらえながら、いつきは右目の声を聞いた。





【──我ヲ放テ】





（そう、か……）


　気づく。


　本当の意味では、見れていなかったもの。


　本当の意味では、視れていなかったこと。





【──見ロ。視ミロ。観ミロ。我ヲ放チ、脆ぜい弱じやくナ魔法ヲ破レ】





　右目が、叫さけぶ。


　いつもの声。いつもの言葉。その間も、少年の身体は壊こわれていく。無数の槍は少年の何もかもを突つき崩くずし、ただの肉にく塊かいへと変えていく。


「違ちがう……！」


　その、決定的に壊れかけた脳で。


　眼帯を押さえたまま、いつきは自分の右目を否定した。


　代わりに、知覚する。


　目だけではない。


　耳で、鼻で、舌で、肌はだで、自分と外げ界かいの状態を満まん遍べんなく知覚する。


　閃せん光こうのごとき槍。鎧よろい武者の肩かたの動き。その周囲を流れる熱風。肌をじりじりと炙あぶる炎ほのお。そのひとつひとつを照査し、検分し、自分の脳内で改めて再現する。


「お前だけじゃ……無いんだ……！」


　知覚したままに、身体を動かす。


　流れに沿い、半歩足を進め、自然に掌てのひらを出す。


「汝なれは、何を知った？」


　武者が、言った。


　その足さばきに、いつきは知る。


　今度こそ、全力が来ると。


　いつきの身体からだでは避けることなどあたわぬ、最上の一いち撃げき。たとえ鉄の兜かぶとをかぶっていても、槍は易やす々やすとその兜ごと頭ず蓋がいを断たち割るだろう。





　正面から、朱しゆ塗ぬりの槍が降り落とされて──





（ああ）


　そして、伊庭いつきは知る。


　自分が、妖精眼グラム・サイトを避さけすぎたゆえに見失っていたものを。


　この瞳ひとみに、頼たよってはならない。すがってはならない。


　だが、この瞳なしに、自分が生き残れるはずもない。


　ならば、補え。


　この瞳だけに奪うばわれぬよう、自分のすべてをもって立ち向かえ。


（…………）


[image: ]


　自然に、いつきは息を止めていた。


　すでに、少年の身体は、いつきの意思を離はなれて動いている。


　いつきは気がついてはいないが──それこそが真なる魔ま術じゆつである。


　個を離れ、全なるモノのひとつとなって、自らの身体という呪物フエテイシユを操あやつる。果たして、それが魔術でなくてなんだというのか。


　そう。


『ある意味で、武術は最も実じつ践せん的な魔術のひとつですしね』


『武術も、魔術のひとつなのでござるよ』


　ここに、ふたりの言葉は体現される。





　──降り落とされた槍の柄えが、いつきの掌から肘ひじへと滑すべっていく。





　はじめて完全に受け流した──その滑りに合わせて、いつきも右手を突き出した。


　ありったけの力をこめる。


　ぐるん、と足裏から何かが回った。


　膝ひざを巡めぐり、太ふと股ももを介かいして、腰こしが回転する。


　腰のねじれに突き上げられて、掌が勝手に螺ら旋せんを描えがいた。


「ああああああああああああああああああああっ！！！」


　とん、と鎧に触ふれた。


　その、掌の中心を。


　力が──魔術が──突き通る──！





「……あ」





　その一撃を最後に、ぶつん、といつきの意識は途と切ぎれた。


（…………）


　なぜか。


　板の間の奥で、誰だれかが微笑ほほえんだような気がした。





　　　　５




「──いつきくん！　いつきくん！」





　叫び声が、遠く聞こえた。





「──いつきくん！　いつきくんってば！」


「…………え」


　うっすらと、瞼まぶたを開く。


　揺ゆさぶっているのは、メイド服の黒羽。見慣れた本堂の天てん井じよう。澄すんだ空気の香かおり。扉とびらの間からは、朝の陽ひ差ざしが差し込んでいる。


「……社長、起きたん?!」


　その奥で──気のせいかもしれないけど──涙なみだぐんで見える穂波の顔。


「よかった……隻蓮さんは大だい丈じよう夫ぶって言ってたけど……全然起きなかったから……」


「そやから貧ひん弱じやくすぎなんや社長は。心配ばっかりかけとったら、体術の修しゆ行ぎようどころやあらへんやろ！」


「あ、ま、待って待って待ってってば」


　ふたりして話しかけてくるのに、あわてていつきは手を振ふった。


　すると、ちょっとした違い和わ感かんがあった。


「あれ……？」


　首を傾かしげ、手を目の前へやる。


　傷は、跡あと形かたも残っていなかった。あれほどに神経を苛さいなんだ激痛も、何もかも噓うそのように消えていた。


　ついで、ひょっこりと、横から隻蓮が顔を出したのだ。


「大丈夫ですか？　若」


「え──」


　瞬まばたきする。


　ほぼ同時に、それで、ぴいんときた。


「…………あ」


　と、こぼして、ため息をつく。


　なんとなく、からくりが読めてしまったのだ。


「隻蓮さん……修行にはちょっとひどいと思います」


「おや」


　と、その言葉に、隻蓮が頭を叩たたいた。


「さすが若。気がついておられましたか」


　これは困ったと言わんばかりに、眉まゆを八の字にする。


　そうすると、元がいい人な顔なだけに怒おこれなくなって、ますますいつきはため息を深くするのであった。


「全部──隻蓮さんの狂きよう言げんだったんですね？」


「まあ、そうなりますか」


　でなければ、この寺の内部で呪じゆ波は汚お染せんなど起きるはずもない。


　黒羽や穂波がいることも、それなら説明がつく。


　途中までが──おそらく黒羽を締しめ出すまでが、現実。


　後に起こったことは、隻蓮の呪術による、いつきの脳内での出来事だったのだろう。


　確か、他人の夢に介かい入にゆうするのは、密教や陰おん陽みよう道どうの十八番おはこだったはずだ。猫屋敷の先せん輩ぱいでもあるこの密教僧そうが心得てないはずがない。


「ですが、分かったでござろう？」


　と、隻蓮が訊きいた。


　いつきも、それはうなずかざるを得なかった。


　ひとつ息をつき、眼帯に触れて言う。


「この目から……逃にげちゃいけないってことですか？」


「若は、その目を使わないために、拙せつ僧そうへ修行を頼たのんだのでござろうが──どうあがいても、そううまくはいかぬでござる」


　ひどく真しん剣けんな表情で、隻蓮はうなずいた。


「短期間で、若が必要なだけの能力を身につけるなら、妖精眼グラム・サイトを避さけて通ることはできませぬ。それでなければ、生なま兵びよう法ほうになるのが関の山。そんなものは教えぬ方がよほどマシでござる」


　結局のところ、それが答えだった。


　いつきが、あの武者と戦った結果得たものと同じ──だけど、言葉だけではけして納なつ得とくしなかったろう答えである。


　肩かたを落として、別の質問をする。


「あの、呪波汚染の触しよく媒ばいにしたのは──」


「おや。それも分かるでござるか？」


「……なんとか」


　頭を搔かき、板の間の奥を見つめた。


　そこに、いくつもの仏像が並んでいるが、今いつきが見たのは明王の列であった。


　忿ふん怒ぬ相そうを宿した、仏の化け身しん。


　これらの明王は、炎ほのおを背景に彫ほり上げられる。


〈付ふ与よ〉が起きたときに、これらの炎が再現されるのは、必然であったのだろう。


　とりわけ、軍ぐん荼だ利り明王は、魔ま物ものと対する聖者へ、戦いの術を教えたことでも知られている。


「だったら、明王様が相手だったってこと──？」


　呟つぶやいて、こっそり苦く笑しようする。


　さすがに、とんでもなかったのではないか。稽けい古こ相手が仏様だなんて、洒落しやれにもなってない気がする。


「いつきくん？」


「社長、どないしたん？」


「あ……大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」


　心配そうに覗のぞき込んだふたりへ、弱々しく微笑ほほえむ。


　それから、


「──やっぱり、厳しいなあ」


　ごくごく当たり前のことを口にして。


　伊庭いつきは、再び、大の字に横たわったのであった。














〈アストラル〉業務日誌９





　し、死ぬかと思った……死ぬかと思った……昨日は本当に死ぬかと思った……


　えっと、伊い庭ばいつきです。


　隻せき蓮れんさんにお願いして、修しゆ行ぎようさせてもらってます。〈アストラル〉の社長業務までしばらく減らしてもらっていて、どうもすみません。


　というか、その間の社長代理を猫ねこ屋や敷しきさんと穂ほ波なみにお願いしてるんですけど……なんかレポート見てる限り、僕がいるときより業績とか上向いてて順調っぽいですね……。うわわわわ、重ねてごめんなさい！





　ええと、業務報告に戻もどります。


　隻蓮さんの修行は、次の段階に入るそうです。


　寸すん止どめだけから、やっと正式な型とかに入るらしくて……今日のでうっかり死んじゃってたら、どうなってたんでしょう。か、考えたくない！


　黒羽さんも、お弁当とお茶、ありがとうございました。ハーブティー美味おいしかったです。よかったら、また飲ませてくださいね。





　昨日の修行で、ちょっと思いました。


　いままで魔ま術じゆつって、全然自分と関係ない、どこか別の世界の『力』のように思ってたんですけど……そうじゃないような気がしたんです。


　大おお袈げ裟さなものじゃなくて、もっと身近な、自分の内側から摑つかみ取るもののような……


　この右目も、今修行していることも、もっとずっと昔から知っているような、そんな感じが。


　わわ、ごめんなさい。自分でもよく分からないこと書いちゃいました。……う、また穂波に怒おこられるかも。





　じゃあ、今日はゆっくり休んで……え、隻蓮さん!?


　ちょ、ちょっと待って！　まだ筋肉痛が治ってないんです！　だから急に修行再開っていわれても！　そんな、次の段階に進むから走り込みや腕うで立たて伏ふせも追加するって無理！　絶対無理ですからーっ！！！




伊庭いつき












魔法使いとクリスマス










　──少し、未来の話をしよう。





　夜の教会で、四人の生者は向かい合っていた。


　グランドピアノは埃ほこりをかぶり、聖歌隊の座すべき舞ぶ台たいはあちこちが崩くずれている。清らかな歌に満たされるべき礼拝堂は、あまたの死者にも拘かかわらず──あるいは必然として、どうしようもない静せい寂じやくに満ちていた。





「歌を教えてくれって……頼たのまれたですって」


　アディリシアが、呆あきれたように問いつめる。





「えっと、あの……つまり、歌の何倍も楽しいような魔ま法ほう……とか」


　しゅん、といつきがうなだれる。





「社長の頼みやろ。それに、サンタ・クロースももともとは異い端たん者しややったんや」


　悪戯いたずらっぽく笑って、穂ほ波なみは片目をつむった。





「じゃ、じゃああたしも……！」


　黒羽が、指揮棒のように両手を広げた。





　そして。


　そして──教会は、この世にたったひとつの歌で満たされたのである。





　　　　１




　冬の寒波が厳しくなってきた、十二月二十四日の昼だった。


　クリスマス・イブ。


　布ふ留る部べ市の商店街も、賑にぎ々にぎしく装よそおいを変えている。


　アーケードからはきらきらしたモールが吊つり下がり、赤いサンタ服を着たバイトがあちこちで走り回っている。何人もの子供たちが目を輝かがやかせ、両親をひきずりまわして、おもちゃ屋をはしごする。


　なんとなく、そこにいるだけで浮うき浮きしてくるような、お祭りみたいな空気。


　そんな商店街からやや外れた──小さな洋館である。


　曇くもり空の見える〈アストラル〉事務所一階窓まど際ぎわのデスクで、ふたりの少女が向かい合っていたのだ。


「──穂ほ波なみさん、どうかしたんですか？」


　黒くろ羽はまなみが、不思議そうに半はん透とう明めいの首を傾かしげる。名前と同じ、濡ぬれ羽色の長い髪かみがそっと襟えり元もとを流れた。


　今日の霊エーテル体の姿は、授業に合わせて欧おう州しゆうっぽい雰ふん囲い気きで統一していた。


　頭には四角い学がく生せい帽ぼう、身体からだには黒いガウン。やや埃臭くさい魔術書グリモアの上には、騒霊現象ポルターガイストで操あやつられた鉛えん筆ぴつがくるくる宙を躍おどっている。


　その前で瞬まばたきしたのは、先生役をしていた穂波・高たか瀬せ・アンブラーである。


「え。なんかあたし、変なことしてた？」


「あの……変ってことはないんですけど……」


　黒羽が、言葉を選ぶ。


〈アストラル〉に入社して以来、彼女は穂波に魔術を習っていた。


　少女の特性を鑑かんがみ、実じつ践せんではなく理論や歴史──知識面に限っての学習であったが、黒羽の真ま面じ目めさもあいまって、進度はいつきの倍以上だ。穂波にしてみれば、ある意味一番弟で子しともいえる。


「ちょっと……そわそわしてるっていうか、いつもよりぼうっとしていることが多いような気がして。何か、気になることがあるんですか？」


「…………！」


　一いつ瞬しゆん、穂波がびくうっと硬こう直ちよく。


　栗くり色いろのセミショートと一いつ緒しよに、両手に抱かかえた授業用のテキストまで飛び跳はねかける。


「ほ、穂波さん？」


「ななな、なんでもあらへん。まなみこそどうしたん？　机の上、昨日から紙包み置いてるやろ。なんか、用事でもあるん？」


　あからさまに話題をすりかえる。


　怪あやしいことこの上なかったが、黒羽の場合、これは功を奏した。


「……あ、ええと、もうすぐクリスマスですから。皆みなにクリスマスプレゼントぐらい、なんとかしたいなって」


　はにかむ風に、少女が頰ほおを染める。


　すると、ますます穂波の表情は動転し、その変化に黒羽もはっと息を飲んだのだ。


「あっ！　ひょ、ひょっとして魔法使いって、クリスマスを祝っちゃいけなかったりしますか?!」


「う、ううん。そういうんやあらへん。そういう流派もあるけれども、もともとクリスマスはセム語文明圏けん、ケルトや北ほく欧おう神話からの流れも汲くまれた行事やし……サトゥルヌス祭やミトラス祭も混じってるし……クリスマスツリーやって世界樹の象しよう徴ちようやし……」


　薀うん蓄ちくを呟つぶやきながら、穂波はテキストをぎゅっと抱だきしめ、うろうろ床ゆかを歩き回る。


「…………」


　そんな穂波を、黒羽はきょとんと見つめた。


　そして、すぐに淡あわく微笑ほほえんだ。


　最近、穂波のこうした様子を見ることが多くなっていた。


　あの、〈竜りゆう〉騒さわぎ以来だろうか。〈アストラル〉のみならず、布留部市全体──いいや、〈協会〉までも揺ゆるがした事件から、ケルトの魔ま女じよに微び妙みような変化が生じていた。


　そう。


　まるで、魔女というよりも、ごく普ふ通つうの女子高生のような。


（……うん）


　こっそりと思う。


　あるいは。


　ひょっとしたら。


　かつての──生きていた頃ころの自分も──同じような顔をしていただろうかと。


「あ、あの」


　くるりと穂波が振ふり返った。


「はい、なんですか？」


「……ま、まなちゃんは……何を社長にあげ……」


　しどろもどろに言いかけたときである。


　玄げん関かんで、澄すんだチャイムの音が鳴った。


　ふたりとも、目と目を合わせる。


　すぐに、穂波がいつもの表情──営業用スマイルに戻もどって扉とびらを開くと、そこから漆しつ黒こくの影かげが頭を下げた。


「おふたりとも、ご無ぶ沙さ汰たしていますわぁ」


　おっとりと、少し鼻にかかった声が挨あい拶さつしたのである。


　黒ずくめの女性であった。


　影を切り取ったごとき黒服に黒い手て袋ぶくろ、目元から上にかけてさえ、黒いヴェールで覆おおわれている。そんな黒さの中で、若々しく白い肌はだが映はえていた。


「ディアナさん」


　黒羽が、声をあげる。


　呪じゆ物ぶつ商〈トリスメギストス〉──取とり締しまり役やく社長ディアナである。かつて、黒羽が〈アストラル〉の派遣魔法使いレンタルマギカとして、はじめて正式に働いた事件で出会った女性だった。


「いつもの注文品を持ってきたんですけれど。今回は、扱あつかいの難しい品もありましたので、直接持ってきましたの」


　す、と転がしてきたスーツケースを前に出す。取っ手や表面に、複雑精せい緻ちな魔法円が刻まれている。危険な呪物フエテイシユを運ぶために欠かせぬ守護の呪じゆ法ほうだ。


「あ……隻せき蓮れんさんの頼たのんでいた呪物フエテイシユですか？」


「ええ。新しい独どつ鈷こ杵しよ、五ご鈷こ杵しよに不死甘露アムリタ。それと外げ護ご摩ま用の護ご摩ま木ぼくです。──あの人から依い頼らいされるのは、ずいぶんひさしぶりでしたわねぇ。なんだか懐なつかしく思いましたわ」


　ヴェールの奥で、ディアナの目が細められる。


　それから、


「そういえば、そちらの社長はどうかしたのかしら？」


「いつきくん──じゃなくて社長は、今、竜りゆう蓮れん寺じで隻蓮さんの修しゆ行ぎよう受けてます。すっごく頑がん張ばってるんですよ。この前見せてもらいましたけど、拳けん法ぽうの型とかも覚えてましたもん！」


　きらきらとした目で、黒羽はガッツポーズをとる。


「ま、まあ……頑張ってるんは……うん……認めてもええんやけど……」


　対して、穂波はぼそぼそと口くち籠ごもる。胸むな元もとで白い指がからまり、視線が彷徨さまよったりするのが、なんとも彼女らしくなく──ある意味で、とても彼女らしく映る仕草であった。


「ああ、確か、そう言ってましたわね」


　そんなふたりに、ディアナは小さくうなずいた。


「──いえ。つい一昨日、社長さんがわざわざ私のところを訪ねてきたものですから、気になって。私は嬉うれしかったのですけれど」


　くすりと、口元を押さえる。そういう笑みの似合う女性は滅めつ多たにいない。ディアナはほんのわずかな例外だった。


　誰だれもがつかのま和なごんでしまうような、穏おだやかな微び笑しよう。


「社長が？」


　と、顔をあげて穂波が訊きく。


「ええ」


　続けて、ディアナは訪問の際の出来事を口にした。





　その内容に。


　今度は、ふたりとも血相を変えたのである。


「──い、いつきくんが！」


「いっちゃんが?!」
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　一方。


　こちらは、布留部市の郊こう外がいに建てられた西洋屋や敷しきであった。


　同じ洋館とはいえ、大きさでいえば〈アストラル〉の敷地の十倍以上、内実は比ひ較かくするだに愚おろかしい。


　鉄てつ柵さくの向こうには美しい噴ふん水すいと薔ば薇ら園が、壮そう麗れいな庭には大理石の彫ちよう像ぞうが見事な列をなしている。風が吹ふき抜ぬけるたび、淡あわくはかない色がつきそうなほど、その庭園は鮮あざやかだった。


　そんな屋敷の、一番眺ながめのよい書しよ斎さいである。


「──アディリシア様、どうかなさいましたか」


　問いかけたのは、メイド長のダフネだった。


　メイドといっても、この女性の服装はきりっとしたダークスーツにネクタイだ。家事よりも経理や執しつ務むを主としていることから、本人は家令と呼ぶように強く主張している。イギリス時代から、ずっとアディリシアに付いている〈ゲーティア〉の徒と弟ていでもある。


　が、今回の場合、戸と惑まどうのはアディリシアの方だった。


「わ……私のどこがおかしいというのですか？」


　うなずき、ダフネは三本の指をあげた。


「はい。この三日で、アディリシア様のついたため息は四十七回。霊れい視しでもないのに遠くを見つめていること二十八回。意味もなく書斎を歩き回ること三十四回。いずれも平均値を数倍から数十倍上回っています。平常と定義する段階からは、いささかかけ離はなれているかと」


　あくまで冷静に、客観的な事実をつきつける。


「そ、そんなの、ただの数字で……」


「ちなみに今、せっかく輸入した魔術書グリモアを逆さに持ってらっしゃいます」


「あ」


　短く、あがる声。


「わ、分かってましたから！　分かってたったら、分かっていたのです！　え、えーと……そう、普ふ通つうに読んでも簡単すぎてつまらないので、ちょっと自分に新しい刺し激げきを与あたえてみただけなんです！」


　耳の先まで真っ赤に染めて、言い張る金きん髪ぱつの魔ま女じよである。


「……もちろんです」


　ダフネは、神しん妙みように深く頭を下げる。


　このメイド長がこうすると、誰もつっこめなくなる。謹きん厳げんとか誠心誠意とか、古代に失われた言葉の具現だ。


「ただ、冬至の祭りを迎むかえ、〈ゲーティア〉の皆みなも例年の儀ぎ式しきの準備などに打ち込んでいます。できれば、アディリシア様にもより一層の奮起を期待してかまわないでしょうか」


「当然ですわ」


　ぷい、とアディリシアが顔をそむける。


　洋の東西を問わず、冬至とは、魔術的に重要な境目であった。


　一年で、最も夜の長い一日。


　それは、つまり最も濃こい魔術の夜マギ・ナイトといってもよい。


　魔術結社にしてみれば、欠くべからざる時間だ。アディリシアだって、軽く見ていたりはしない。むしろ数ヶ月前からこれに備えて、新たな魔神の喚かん起きや徒弟たちの位階上じよう昇しようにつとめてきた。


　日本にいるからといって、〈ゲーティア〉本体をおろそかにするような少女ではない。


「ただ、ちょっとだけイツキに……」


　言いかけたときであった。


「……いつき様、ですか？　あの方でしたら、先日、私のところにも不思議な質問をしにきましたが」


「えっ?!」


　アディリシアが、がたんと椅い子すから立ち上がった。


「な、なにをですか？」


　目を細め、間をおいた後、ダフネはこう答えた。


　それは、ちょうど同じ頃ころ、ディアナの朱しゆ唇しんからこぼれた台詞せりふと同じものであった。


「なんでも……女の子というのは、どんなプレゼントを喜ぶものでしょうか、と」


　アディリシアの顔が──たちまち驚きよう愕がくに固まった。
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　長い長い、石段の前であった。


　苔こけむした石の列は三百段以上。そのまま天空まで歩いていけそうなぐらいに、傲ごう然ぜんと高く並んでいる。くわえて、歴史を経た杉すぎ林ばやしが石段の左右を緑に閉とざし、なんともいえぬ霊気と圧力を発していた。


　竜蓮寺の正門である。


　その真下で、穂波と黒羽はぼそぼそと話し合っていた。


　穂波はワンピースの上に、黒マントととんがり帽ぼう子しの完全武装。黒羽はいつものセーターとロングスカートである。


「まだ、社長は修しゆ行ぎよう中やね？」


「ええ。多分……そうだと思いますけど……」


　互たがいに、小声で耳打ちするのは、なんとなく気が引けているためだった。


　ふたりとも、思わず〈アストラル〉の事務所を飛び出してしまっただけで、どうこうしようという具体的な考えはなかったのである。


　そんな無計画な行動に出てしまったのは、つまるところ、ディアナの一言に起因する。


　──『こちらの社長さんに、女の子はどんなプレゼントを喜ぶものか、なんて訊きかれたものですから』


　その言葉は、穂波と黒羽の双そう方ほうに、とてつもない衝しよう撃げきをもたらしたのだ。


　だから、気がつかなかった。


　ふたりで話しているその道の後ろから、もうひとつ、絢けん爛らん豪ごう華かなる人ひと影かげが現れたのである。


「あ、あなたたち……」


「──アディ！」


「アディリシアさん！」


　ふたりして、目を丸くする。


　ついで、啞あ然ぜんとした穂波が口火を切った。


「なんで、アディがここに？」


「……わ、私がここに来ていけない理由でもありますの？　ホナミこそ、どうしてこんなお寺まで？」


「…………！」


　ぐっと言葉に詰つまり、すぐに切り返す。


「あたしは社長を……！」


「私だってイツキを……！」


　ふたりとも、同じ台詞を言いかけて固まった。ほとんど鏡合わせである。もとより、よく似たふたりではあるが、こうして同じ問答をするとますます似通ってくる。


　互いに、次の言葉を探しかけたところで、


「あ、いつきくんが下りてきます！」


　黒羽が、指を指して、叫さけんだのだ。


「?!　いつもより早いですわよ！」


「いつもって……アディ、なんで社長の修行時間を知ってるんっ？」


「そ、それは……」


　急所を衝つかれて、アディリシアの顔が狼ろう狽ばいに揺ゆれる。


「それより早く！」


　黒羽の声が、まごまごしているふたりを引っ張った。


　全員、杉林の陰かげへと隠かくれる。


　普ふ通つうなら、霊エーテル体の黒羽まで隠れる必要はないのだが、相手はいつきの瞳ひとみである。下手すれば、壁かべの後ろにいても発見されかねない。


　そんな皆みなの視界へと、眼帯の少年がゆっくり下りてきた。


「し、死ぬかと思った～……」


　とぼとぼと、文字どおり、困こん憊ぱいしきった表情である。


　がくがくと膝ひざが震ふるえ、石段を歩く足取りもかなり怪あやしい。左目もげっそり落ちくぼみ、小こ柄がらな身体からだに纏まとうスーツさえよれよれと萎しぼんでいるように見えた。


　もっとも、そんな言葉を吐はけるのも、最近になってのことだ。


　つい先日、本格的な修行がはじまった当時といえば、あまりに疲つかれ果て、真夜中にならねば階段を下りることもできないありさまだったのだ。結局、動けなくなったいつきを穂波が箒ほうきで運んで帰ったことも、記き憶おくに新しい。


　そんな伊庭いつきが──やっと石段を下りきって、ふうと息をついた。


「社長……」


　呼びかけた穂波が、口を閉ざす。


　うーん、と背筋を伸のばして、いつきが胸むな元もとから携けい帯たい電話を取り出したのである。


「時間ないな。急がないと……」


　頰ほおを叩たたいて、少年は続けた。


「でないと、プレゼントに間に合わないし」


「「「！」」」


　その言葉に、皆が息を飲んだ。


　本人は知らず、見事全員自失させた隙すきを縫ぬって、いつきは山門から駆かけ出していく。みるみる内に、その背中が遠ざかっていく。


「──お、追いかけましょう！」


「う、うん！」


「もちろんですわ！」


　誰だれからともなくうなずき──ここに、魔ま女じよふたりと幽ゆう霊れいの、密ひそやかな追つい跡せき団が結成されたのである。








　最初にいつきが立ち寄ったのは、竜蓮寺から少し離はなれたある神社だった。


「ここって……」


　と、その鳥居を前に、黒羽が立ち止まる。


　幽霊である彼女は、神社の内には入れないのだ。


〈禊みそぎ〉を基本概がい念ねんとする神しん道とうの施し設せつは、黒羽のごとき霊エーテル体の進入を拒きよ絶ぜつする。ある意味で、世界でも希まれなほどに苛か烈れつな魔術体系。


　だが、この場合、黒羽が止まった理由は別であった。


　そそくさといつきが神社へ入り、見失ってしまった鳥居の側そばで──ひとりの女の子が手まりをついていたのである。


「みかんちゃん！」


「はれ、黒羽お姉ちゃん？」


　手まり片手に、ランドセルを背負っていた女の子が、くるりと振ふり返った。ツーテールがくるりと揺れて、アレンジされた巫女みこ服の袖そでが優美に舞まう。


「あれれれ、アディリシアお姉ちゃんに、穂波お姉ちゃんも！　皆、どうしたの？」


「どうしたも何も……みかんちゃんこそ、どうしてこの神社で……」


　困こん惑わくした黒羽が問いかけたときだった。


「へえ、こいつは珍めずらしい取り合わせだな」


　鳥居の向こうから、もうひとり、長い髪かみを伸ばした女神かん主ぬしがやってきたのである。


　こちらは、輪りん郭かくの綺き麗れいな顎あごに手をあてて、にまにまと唇くちびるを歪ゆがめていた。せっかくの整った容よう貌ぼうが、その笑え顔がおでかなり台無し気味ではあった。


　御み凪なぎ鎬しのぎ。


　半年ほど前、〈アストラル〉に審神者さにわを求めて、貸し出し魔法使いレンタルマギカを借り受けた女神主。


「鎬さん」


「よう。元気そうで何より」


　片手をあげて、鎬が不器用にウィンクする。


「あ、あの……」


「いっちゃん──やなくて社長が、さっきこの神社に来うへんかった？」


　穂波が、単刀直入に切り込んだ。


「ん？　ああ。最近まで、ちょっとずつうちでバイトをやっていてね。いま、今月分の給金を払はらったところだけど」


「うん！　それで、あたしも時々手伝ってるの！」


「──バイト?!」


　鎬とみかんの説明に、黒羽が瞬まばたきする。


　社長がバイトという時点で、いろいろ破は綻たんしている気はするが、問題はその目的であった。


　何のために、バイトを？


　修しゆ行ぎようと社長業と学業の、その間まで縫って？


　三人の顔に一様の疑問が走り、代表として黒羽が問うた。


「それって……あの……どういう理由か、訊ききました？」


「ん？　ああ、確かクリスマスプレゼントが買いたいとか言ってたな」


「そ、それです！　いつきくん、ほかにも何か言ってませんでした？」


「あああ、黒羽お姉ちゃん危ないってば！」


　思わず鳥居すれすれまで身を乗り出す黒羽を、みかんが押しとどめる。結界に触ふれたら、黒羽の霊エーテル体ぐらいは蒸発しかねない。


　その様子を前に、鎬は顎を撫なでる。


「いいやあ、クリスマスなんてうちじゃ祝わないしな。──うん、まあ、女の子へのプレゼントかって訊いたら、そんなもんですとか返してたっけ」


　愕がく然ぜんと、三人が立ちすくんだ。


　ここにきて、漠ばく然ぜんと考えていた疑念が、確信へと変わったのである。


「と、とりあえず、社長を確保して──」


　おろおろと言いながら、穂波はもう一度、鳥居の方を振り向いた。


「おや、〈アストラル〉の皆みな様さまでしたか」


　本ほん殿でんからさらにやってきたのは、どこか鎬に似た、もうひとりの神主だった。


　白い狩かり衣ぎぬに黒い烏え帽ぼ子し。腰こしには櫟くぬぎの笏しやくを差しこんでいる。十四、五歳ばかりのうら若い姿ながら、その立ち居振るまいは一幕の舞ぶ台たいを見るように凛り々りしかった。


　名前を、御み凪なぎ諸もろ刃はという。


　鎬の兄にしてこの神社の後こう継けい者しやたる若者だ。


　その姿に、黒羽が目を見張る。


「もう、動いて大だい丈じよう夫ぶなんですか？」


「ええ。おかげさまで。まだ本調子ではないですけど、歩くぐらいなら不自由はありません」


　諸刃が、穏おだやかに微び笑しようした。


　この若者は、長い間、魔術による昏こん睡すい状態にあった。


　兄だというわりに、鎬より若く見えるのはそのためである。つい半年前までの十年間、眠ねむっていた彼は、一いつ切さいの年をとらなかったのだ。事件以来、リハビリに励はげんでいたと聞くが、ようやく回復してきたらしい。


「ところで、いつきくんでしたら、今、裏門から出て行きましたけれど？　ずいぶん急いでるみたいでしたよ」


「えええっ！」


　仰ぎよう天てんするアディリシアである。


「早く、お、追いましょう！」


「は、はい！」


「うん！」


　黒羽、穂波ともにうなずく。


　そんな三人の魔ま女じよと幽ゆう霊れいを見つめ、


「どうぞ、彼に会ったら、よろしく言っておいてください。御凪の血は、〈アストラル〉と伊庭いつきへの恩義を忘れません」


　諸刃が、低く頭を下げた。


　腰から頭頂までぴいんと一本の針金でつながっているような──気持ちいいぐらい、真っ直すぐな礼だった。
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　裏門を出ても、少年の背中はすぐには見つからなかった。


　神社の塀へいを回り込んだ黒羽が、無念そうにかぶりを振ふる。


「駄だ目めです。見つかりません」


「クロハさんでしたら、上空から捜さがせませんの？」


　アディリシアが、浮ふ遊ゆうする黒羽を見上げて訊く。


「で、でも、社長の目だと、ちょっと視界に入っただけですぐ見つかっちゃいますよ」


「あたしがダウジングしても、呪じゆ力りよくから逆探知される怖おそれがあるし……」


　穂波は、悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。


　こうして追う立場になってみると、なんと厄やつ介かいなことだろう。あれだけのほほんとしてるくせに、魔法使いにとっては天敵みたいな相手である。


「とりあえず……」


　言いかけて、黒羽は猛もう然ぜんと振り向いた。


「あ、あそこ！」


　よく見なければ分からない。


　ちょうど、神社の裏門からは死角となりがちな、バス停だった。


　そこで、いつきは、碁ご盤ばんみたいな顔をした男子学生と話していたのである。


「クラスメートの山やま田だや……」


　穂波も目を細めて、その顔を確かく認にんした。小学校時代からのいつきの悪友の名前である。


　ふたりは、なにやら鞄かばんからノートを出して、秘密事みたいに耳打ちしている。


「冬休みの宿題、交こう換かんしてるっぽいですわね……」


「学業は学業でちゃんとやるように言うてんのに、後で、問いつめへんとあかんね……」


　ごごごご、と穂波の背後に怒ど気きがたちのぼる。


「じゃ、じゃあ、いつきくんをつかまえちゃいますか？」


　黒羽が腕うでまくりして尋たずねた。


　だけど、


「……しいっ」


　と、穂波は人差し指を唇に当てたのである。


「しばらく、黙だまってつけてみよ」


「え……」


「だ、だって、このまま社長をつかまえても、何も分からへんやろ。……それに」


　これは、ぼそぼそと付け加えた。


「普ふ段だんの社長の姿って……見てみたいと思わへん？」


「あ……」


　黒羽が口を開けて。


　黙ったまま、こくこくとうなずく。


「わ、悪くないですわね」


　無論、アディリシアにも否いなやはなかった。


　ノートを交換し終わった後、山田と別れたいつきの後ろを、三人はこっそりつけていった。


　十数メートルほどの距きよ離りを開け、壁かべや柱の陰かげから少年を覗のぞく。


　黒羽は見えないにしろ、金きん髪ぱつ縦ロールの白人少女と、ハーフの女学生の尾び行こうである。目立つことこの上ないが、幸いいつきに気がつく様子はなかった。


　こういうあたり、魔法には鋭するどいものの、物理的にはまったく凡ぼん人じんな少年だ。


　ほんのついさっきは見つからないと文句が出たのに──こう容易すぎると──今度は、本当に修しゆ行ぎようが進んでるんだろうかと危あやぶんでしまう。


（……でも……それって、やっぱり勝手やなあ）


　と、穂波は胸中で反省する。


　少年の背中を、じっと見る。


　普通の──どちらかというと小こ柄がらな背中。


　それを、魔法こちらの世界にひきずりこんでしまったのは自分なのだ。それも二回。幼かった頃ころと、つい七ヶ月ほど前。


（……いっちゃんは、どう思うてるんやろ）


　幼おさな馴な染じみとしての穂波自分。


　ケルトの魔ま女じよとしての穂波自分。


〈アストラル〉社員兼けん教育係としての穂波自分。


　いつも自分は、いつきを振りまわすばっかりな気がする。実際、そうなのだろう。かつての過あやまちを償つぐなおうとしてることなんて、何の免めん罪ざい符ふにもならない。


（……あたしは、いっちゃんに……）


　考える穂波の視界で、急に少年の背中が大きくなった。


「うわあっ?!」


　悲鳴をあげて、いつきが立ち止まったのだ。


「あ」


　小さく、穂波も声をあげてしまった。


　見つかったのかと思ったが、違ちがうようだった。


　いつきの前に、ぼんやりとした影かげが盛り上がっていたのだ。


　幼い男の子であった。


　おそらく、十歳かそこらだろうか。


　ただし、その姿は半はん透とう明めいに透すけている。泣きべそをかくところも、いつきと自分たちを除いては、誰だれにも見えてないようだった。行き交かうカップルや老ろう夫ふう婦ふも、いきなり悲鳴をあげたいつきを見るばかりだ。


　幽ゆう霊れいである。


　手の甲こうで目め元もとを押さえて、その幽霊がわんわん泣いていたのである。


　しばらく、いつきもおろおろとしていたが、やがて人目につきにくいところまで男の子を呼んだあげく、


「ど、どうしたの？」


　と、恐おそる恐る子供の幽霊に訊きいた。


「あ。……またはじまった」


　その様子に、穂波は眉み間けんを押さえる。


　分かっているのだ。こういう事態に陥おちいると、いつきはさんざっぱら怯おびえたあげく、結局はお人ひと好よしな方向に傾かたむく。普通ならともかく、魔法使いとしては明白な欠けつ陥かんだ。


　今回も、そうだった。


　男の子をなだめすかし、どうにか事情を聴きいたような様子の後、


「……そっか」


　とこぼして、携けい帯たいを取り出したのである。


「……うん、よし。行こう！」


　少年の手に自分の手を──触ふれられないけれど──重ねて、さきほどとはまったく違う道へ走り出す。


　困ったことに。


　その背中は、さっきよりもよほど堂々としていた。








「……イツキらしいですわね」


　と、隠かくれたまま、アディリシアが呟つぶやいた。


　会話のおおよそは、彼女にも推測できたのだ。


　男の子の幽霊が、なにかしらの理由で窮きゆうしていたこと。


　それを解決するため、なにやら時間のなさそうないつきが、それでも走り出してしまったこと。


「……ほんまに。仕事でもあらへんのに」


　と、穂波もうなずく。


「でも、社長のそういうとこって、なんか嬉うれしいですよね」


　軽く指をからめて、黒羽が微び笑しようした。


　そんな黒羽へ、振ふり向く穂波とアディリシア。


「……ま、まあ」


「それは、賛同しますけれど……」


　同時に、穂波は古い思い出を回想した。


（……変わらなかったんや、なあ）


　ほう、と息をつく。


　多分、〈アストラル〉へ来る前から、少年の日常はこんな感じだったのだろう。霊エーテル体を見通す妖精眼グラム・サイトゆえに、伊庭いつきは、好こう悪おを問わず、霊障と深く関かかわらざるを得なかった。


　普ふ通つうなら、どんな人間になるだろう。


　恐きよう怖ふのあまりに、廃はい人じんとなってしまうだろうか。


　精神こころを凍こおらせて、誰も寄せつけないモノになっただろうか。


　だけど。


　少年は、きっと、ずっと、変わらなかったのだ。


　あの頃から──穂波の知っている、ずっと幼い頃から、何ひとつ変わらなかった。


（……なんて）


　穂波は、胸を押さえる。


　それは、なんて。


　なんて平へい凡ぼんで──とても非凡なこと。


　ひどく当たり前のようで、きっと伊庭いつき以外の誰にもできないこと。


　だから。


　穂波・高瀬・アンブラーも、アディリシア・レン・メイザースも──細さい胞ぼうひとつずつにまで魔ま術じゆつを染しみこませたふたりは、奇き跡せきを見るように少年を見つめてしまう。


　どんな魔法よりも、ずっとずっと不思議で、ずっとずっと大切な何かを見るように。


　そして、もちろん三人とも、その背中を追ったのである。
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「教会……？」


　いつきを追いかけた三人は、十分ほど歩いた裏路地で足を止めた。


　布留部市の裏路地は、新旧の街が入り混じってできた関係で、ひどく分かりにくい構造になっている。地元のものでさえ、ちょっと知らない道へ踏ふみ込めば、そのまま迷ってしまうほどだ。


　いつきたちが進んでいくと、その裏路地が急に開けた。


　その空間へ、小さな教会がひっそりと建っていたのである。


　おおよそ、築五十年ほどにはなろうか。ひび割れた礼拝堂の壁かべには幾いく重えにも蔦つたが絡からまり、十じゆう字じ架かもずいぶんと傾かたむいている。敷しき地ちは雑草が伸のび放題で、なるほど幽ゆう霊れいの案内しそうな教会と思われた。


　いつきと男の子が扉とびらを押し開ける。


　その扉がゆっくりと閉じるのを見て、


「いつきくん……」


　と、心配そうに黒羽が漏もらした。


「ここって、何ですの？」


　アディリシアが、柳りゆう眉びをひそめる。


「いくら幽霊がすんでるにしても、呪じゆ力りよくが濃こすぎますわ。これだと、もう少ししたら低位の呪波汚お染せんに匹ひつ敵てきしますわよ。──ホナミ、自分の結社の土地なんだから、いわれぐらいは把は握あくしてるでしょう？」


　言って、穂波の方へ視線を向けた。


　土地の把握は、魔術師にとっての重要課題である。深しん奥おうまでは見通せぬまでも、宗教的・魔術的建造物のいわれぐらいは、当然押さえているはずだった。


　だが、


「違ちやう」


　と、穂波は否定したのだ。


　しかも、その声は、明らかにそれまでと異なる緊きん張ちようを含ふくんでいた。


「こんなところに……教会なんかあらへん……」


「え？」


「あたし……前の〈竜りゆう〉の事件の後、この街を歩きなおしたもん。ここはずっと空き地やったはずや。教会なんかあらへん」


　無いはずの教会が、在る。


　けして冗じよう談だんごとではなかった。


　とりわけ、彼ら三人の住む世界ではそうだった。


「じゃあ、これって……」


　ぞくっと背筋を強こわ張ばらせて、黒羽が呟つぶやいた。


　風が巻いたのである。


「え…………」


　振ふり向いた。


　そのまま、黒羽は凍こおりついた。


　後ろから、子供たちが列を成して現れていたのである。


　それも、ひとりやふたりではなかった。小ぶりな頭が次々と持ち上がり、一列に教会へと歩いていく。


　三人……五人……十人……十五人……


　男の子も女の子もいる。


　一番幼いものは生まれてまもなく、一番年長のものでも八歳ばかりであろうか。


　最終的には三十人近くの子供たちが、教会の門前に集つどったのである。


　そのすべてが、半はん透とう明めいの死し霊りようであった。


「こ、これって……」


　さすがに、黒羽はこれほどの数の死霊を見たことはなかった。


　穂波やアディリシアさえ、言葉を無くしている。


　急速に、三人の周囲で呪力が高まっていく。


　明らかに、度を超こえた呪力の集中だった。低位の呪波汚染を超えて──四級、いいや三級以上の階かい梯ていへと上り詰つめていく。


「ホナミ！　この教会と死者たちは……」


　青ざめたアディリシアが、指し摘てきする。


　それだけで、穂波も悟さとった。


「……聖夜を特定条件にする……呪波汚染……そのものっ?!」
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「兄さん？　どうかしたのか？」


　日課の素す振ぶりの途と中ちゆうで、御凪鎬は視線だけを隣となりへ移した。


　兄──御凪諸刃は、神社の縁えん側がわに座っていた。


　そうしながら、妹の素振りに、細かい指示を加えているのだ。


　十年もの時間があったというのに、鎬は、諸刃の剣けん腕わんに欠片かけらも追いついた気がしていなかった。むしろ上達すればするほど、かつての兄の凄すさまじさが骨身に沁しみた。自分はただ兄の足元をうろちょろしているだけだという、確固とした──情けないばかりの自覚がある。


「──いや」


　と、諸刃がかぶりを振った。


　その顔が、夕焼けに赤く染まっていた。


　炎ほのおより艶つややかで、流血より鮮あざやかな色。


「今いま頃ごろ、いつきくんはどんなクリスマスを迎むかえているだろうと思ってね」


「兄さんは、ずいぶんあいつがお気に入りだよね」


　どこか拗すねたように、鎬が口にした。


　その間も、木刀は一時たりともとどまらない。美しい楕だ円えんを描えがき、何度も何度も往復する。意固地に、愚ぐ直ちよくに、それしか知らないというように往復し続ける。


　そんな妹に目を細め、


「そうだね」


　と、諸刃は認めた。


　そして、こう付け足したのである。


「彼は──僕がなれなかった、本当の審神者さにわだから」
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　世界には、特定の条件を満たしたときにだけ発生する呪じゆ波は汚お染せんが存在する。


　──たとえば、七人ミサキ。


　七人の人間が死んだときだけに起こる祟たたり。全国の各地に伝承は分散し、海に沈しずんだ漁師七人の恨うらみとも、七人の凶きよう暴ぼうな山やま伏ぶしの怒いかりとも呼ばれるが、共通することは同一の場所で七人が死んだときに祟るという現象。


　同様に、一定の時間だけに反応する、特別な呪波汚染もある。


　──たとえば、不知火しらぬい。


　旧きゆう暦れきの八月一日・朔さく日じつにのみ海上に現れるという幻まぼろしの火。その炎に惑まどわされた船は、あるいは遭そう難なんし、あるいは暗夜を導かれたという。


　この教会も、そうだったのだろう。


　だから、これまで発見者も出ず被ひ害がいも広がらず、同じ市内にある〈アストラル〉も存在に気がつかなかったものか。


　聖夜イブだけに、生まれる教会。


　聖夜イブだけに、あふれる死者たち。


　いつのまにか、太陽は地平線へと半ば姿を隠かくしている。


　夕暮。


　最も長い夜の始まり。


　その始まりに合わせてか、周囲からはいまだずぶずぶと死霊が生まれ続けている。


「これじゃ……いつきくんは……！」


　黒羽の声がかすれる。


　思い出す。


　かつて、いつきは同じようにして霊れいにとらわれたことがあるのだ。他ほかでもない、黒羽をあの病院から助け出したとき。そして、この前の〈竜りゆう〉事件。


　いずれの場合も、ただではすまなかった。呪波汚染に呑のみ込まれたものは、相応の代だい償しようを払はらうことになる。


「アディ──」


　振ふり返った穂波が、親友へ呼びかける。


　しかし、金きん髪ぱつの妖よう魔まはそれを一言で超ちよう越えつした。


「……いいえ」


　と、こらえきれないように、殷いん々いんと声があがったのだ。


「……もう、我が慢まんできません！　たかだか呪波汚染が、この私を阻はばむつもりですか！」


　アディリシアが、傲ごう然ぜん華か麗れいに腕うでを振る。


　紅あかい唇くちびるがとがり、美しい呪句スペルをこぼしたのだ。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii,Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　簡易喚かん起きの呪句スペルとともに、ドレスの内側から取り出した真しん鍮ちゆうの壺つぼの蓋ふたを弾はじく。


「あ、アディ！」


「──来たれフォルネウス！　二十九の軍団を支配する侯こう爵しやく！」


　翻ひるがえるは魔なるギンザメ。少女が最も信をおく魔神。


　たちまち実体化マテリアライズした魔神ギンザメが宙を泳ぎ、三人をくわえた。


「きゃーっ！」


　悲鳴をあげた黒羽が、宙づりになった。


　そのまま、ギンザメは教会へと突とつ進しんしたのである。


　トラックの激突にも匹ひつ敵てきする体当たりは、悠ゆう々ゆうと教会のステンドグラスを破は壊かいし、その内側へと三人を送り込んだ。


　穂波は地面に転がりながら──アディリシアはギンザメの頭上から──黒羽は天てん井じようを浮ふ遊ゆうしながら、叫さけんだ。


「イツキ！」


「いっちゃん！」


「いつきくん！」


　三者三様の声が、教会に響ひびき渡わたる。


　すると、





「──ふえっ？」





　素すっ頓とん狂きような声が、それに応こたえたのである。


　密集した子供たちの幽ゆう霊れいの、その真ん中であった。


「あああ、あれれれ？　み、みんな、来てたの?!」


　やたらと驚おどろいた顔で、幽霊に埋うずまった伊庭いつきが、皆みなを振り向いていた。
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　──舞ぶ台たいは、最初へとつながる。





　夜の教会で、四人の生者は向かい合っていた。


　グランドピアノは埃ほこりをかぶり、聖歌隊の座すべき舞台はあちこちが崩くずれている。清らかな歌に満たされるべき礼拝堂は、あまたの死者にも拘かかわらず──あるいは必然として、どうしようもない静せい寂じやくに満ちていた。


　その内側で、


「歌を教えてくれって……頼たのまれたですって?!」


　アディリシアが、呆あきれたようにいつきを問いつめる。


　幽霊の子供たちの頭を撫なでながら、申し訳なさそうにいつきは答えた。


「あ……あ……うん。ここにいる皆、歌を教えてもらうはずが……その前に死んじゃったって……それで」


　話は、ごく単純だった。


　かつて、この土地には教会があったのだ。


　派は遣けんされた敬けい虔けんな神父が、その教会で孤こ児じたちを養っていた。神父と孤児たちは助け合い、貧しいながらも懸けん命めいに生きていた。


　よくある話だ。


　そして……最初の聖夜、すべてが燃えつきた。


　すべての子供たちが死んだのに、神父だけが生き残った。


　偶ぐう然ぜんか、何らかの作さく為いかは分からない。


　だが、子供たちは明日に教えられる聖歌を楽しみにしていたそうだ。


　神父がいないから、歌を教えるものはいない。歌えば救われると思っている子供たちだけが──その哀かなしみだけが、この場に残っている。


　それも、よくある話。


　唯ゆい一いつ違ちがったのは、布留部市が類たぐい希まれな霊脈を保持しており、教会が建てられた土地も、小規模ながら竜りゆう穴けつだったこと。


　残存した思念は、最も魔ま術じゆつが濃こく、子供たちの死した聖夜に限って、竜穴の呪じゆ力りよくを歪ゆがませ教会を形作るのであった。


「……はあ」


　長く、穂波はため息をつく。


　みかんだったら、審神者さにわの仕事というだろう。


　神を見み極きわめ、神を慰なぐさめ、神と対話することを許された者。


　そして、神しん道とうにおいては、行ゆきつ戻もどりつする過去の霊もまた神である。


　いつきの場合、本人は知らず──その役目を押しつけられたことになる。


　それは、つまり。


　正しく供く養ようするということだ。


　この国が半ば本能的に行っている、巨きよ大だいな呪術体系。偶然、男の子の幽霊を見てしまったいつきがその呪術に組み込まれてしまったのである。まあ、説話をひもとくでもなく、この手の呪術はお節せつ介かいやお人ひと好よしが巻き込まれるようにできている。


「──要するに、この子らが満足するぐらいに祝い返せっていうことやろ。みかんがいたら、簡単なんやけどね」


　残念ながら、自分もアディリシアも専門が違う。


　まして、黒羽やいつきは論外だ。黒羽は同じ幽霊だし、いつきみたいな霊れい媒ばい体質が手を出せば、逆に身体からだを乗っ取られかねない。


「そうだ！　何か、いい魔法ないかな」


　いつきがぽんと手を打った。


「何かって……何ですの？」


「えっと、あの……つまり、歌の何倍も楽しいような魔法……とか」


　途と端たん、アディリシアは声を張り上げた。


「イツキ！　人を手品師か何かと思ってません?!」


　その言葉に、しゅんといつきがうなだれる。


「う……だ、駄だ目めかな」


「駄目かって……」


　アディリシアが言葉に窮きゆうする。いつきのスーツの袖そでを、半はん透とう明めいの子供がきゅっと握にぎったのである。


　ほかの人の言うことなら、きっと激げき怒どしたことだろう。


　魔法は、アディリシアの誇ほこりであり、礎いしずえである。それをないがしろにすることなど、誰だれであっても許しはしない。


　だけど、そうじゃない。


　むしろ、いつきの言葉は、魔法を尊ぶがゆえだ。純じゆん粋すいに、穂波やアディリシアの使う魔法に期待してくれているという、それだけのことなのだ。


（だったら……私は……）


「……ええよ」


　と、隣となりから声があがった。


「ホナミ」


「社長の頼みやろ。それに、サンタ・クロースももともとは異い端たん者しややったんや。あたしらがやって、悪いってこともないし。──ただし、給料には反映してもらうからね」


「え、えええっ」


「ちゃんと覚かく悟ごしとき」


　悪戯いたずらっぽく笑って、穂波は片目をつむった。





　黒羽は、そんな少女を見つめて思う。


（やっぱり……穂波さん、変わった……？）


　以前の穂波なら、反対とまでは言わずとも、これほど柔じゆう軟なんに受け止めることはなかったはずだ。そんな少女が、少しずつ──だけど確実に変わりつつある。


　ひょっとしたら、自分も。





「…………」


　そして、アディリシアも観念した。


　そう。


　一度ぐらいなら、いいだろうか。


　──この少年のように、奇き跡せきみたいなやり方で、魔法を使っても。


「……はあ」


　と、わざとらしくアディリシアはため息をついた。


「分かりましたわ。……これだと、なんだか私ひとり悪者になったみたいですもの」


「アディは、めっちゃ悪者に見えるけど」


「な、なんですって！」


　軽口を叩たたく蒼氷色の瞳アイスブルー・アイの魔女を、金きん髪ぱつの妖よう魔まが鋭するどく睨にらむ。


「ああもう。いいですわ。代わりに、私もちゃんとイツキから報ほう酬しゆうをもらいますもの」


「えええええええええっ！」


「あら当然ですわ。──安心なさい。払はらえないようなものは要求しません」


　ある意味において、だからこそ恐おそろしいともいえるアディリシアの言である。


　小さく鼻を鳴らし、


「──さあ、始めるなら、気が乗った今すぐがいいでしょう。芸術の女神ミユーズは誰より気まぐれですもの」


　言って、深呼吸。


　ソロモンの姫ひめが、瞼まぶたを閉じる。


　それだけで、いつきは息を止めた。


　穂波も黒羽も、はっと表情を変えた。


　あまたいる子供たちも、変化を感じてか、水のごとく静まりかえった。


　そこに突つき刺ささるように、呪文スペルが流れた。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis,──」





　アディリシアは、高く呼びかける。


「──来たれフェネクス！　二十の軍団を愛する侯こう爵しやく！」


　真しん鍮ちゆうの壺つぼが教会に跳はねる。


　いままで、ほとんど使ったことのない魔神。


　詩芸や文芸を司つかさどり、七十二の魔神の内でも最も甘い声で啼なくもの。


　その姿は、炎ほのおの鳥。


　羽ばたきひとつで──礼拝堂に、神こう々ごうしい光と鳴き声が満ちた。


「じゃ、じゃああたしも……！」


　黒羽が、指揮棒のように両手を広げた。


　古びたグランドピアノが、置き去りにされたカスタネットが命を吹ふき込まれる。ちぎれた弦げんはひとりでに直り、壊こわれたハンマーがリズムを取り出す。本当に魔法をかけられたように、楽器たちは奏かなではじめる。


　炎の鳥フエネクスとともに、音は踊おどり出す。


　誰もが耳慣れた、この季節の定番スタンダード・ナンバー。





「Dashing through the snow,（雪をかけよ）


　In a one horse Open sleigh,（かろやかに）」





　ひどく陽気で、軽かろやかな曲に歌が乗る。


　下手くそだけど、どこか味わいのある、少年の声。


　いつきの歌だった。





「O'er the fields we go,（ぼくらは行く雪を）


　Laughing all the way; Bell's on the bobtail ring,（抜ける笑い声と共に）」





　ジングルベル。


　誰だれもが知るクリスマスソング。


「あたしも──！」


　穂波の指が、マントから何かを放った。


「力の円えん錐すいのもと我は乞こう！　すなわちヤドリギと樫かしの木の加護もて、我らとともに冬至の祭りを彩いろどれ！」


　ヤドリギの矢が天てん井じようへと走り、頂点近くで花火のごとくに、きらびやかな色に弾はじける。


　魔女術ウイツチ・クラフトとケルト魔術を合わせて、即そく席せきの花火を作り上げたのである。力の円錐とんがり帽子に蓄ちく積せきした月光は、滅ほろびた教会をも、つかのま王宮のように照らしあげた。


（…………）


　──正直に言えば。


　穂波・高瀬・アンブラーは、楽しいと思って魔法を使ったことなど一度もない。


　少女にとって、魔術はあくまで手段であり、一番の魔法使いになりたいという願いもそのための通過点に過ぎない。


　その点で、魔術を誇ほこりとする親友アデイと、穂波とは決定的に違ちがう。


（……だけど）


　だけど、この一夜だけは──きっと例外だった。


　散っていくヤドリギを見つめ、穂波もまた歌い始める。





「──Making spirits bright; What fun it to ride and sing a sleighing song tonight（今宵は楽しいソリに乗って）」





　さらに、いくつもの幼い声が重なる。


　最初はおどおどと、すぐに堂々と。


　子供たちの声だった。


　アディリシアに従う炎の鳥とともに。


　黒羽の操あやつるグランドピアノやカスタネットに寄せて。


　いつきの下手くそな歌と、穂波の咲さき散らす花火と一いつ緒しよに──





「Jingle, bells! Jingle, bells! Jingle all the way!


　Oh, what fun it is to ride, In a One horse open sleigh!」





　皆みなが歌う。


　魔ま法ほうというよりも、まるでミュージカル。


　どこまでも愉ゆ快かいな、楽しい音楽が死せる教会を満たす。





「Jingle, bells! Jingle, bells! Jingle all the way!


　Oh, what fun it is to ride, In a one horse open sleigh──」





　そして──教会は、この世にたったひとつの歌で満たされたのである。





　　　　６




「お？」


「これは」


　十字路の真ん中で、鎬と諸刃は足を止めた。


　出会ったのは、喪も服ふくのようなヴェールとドレスに身を包んだ女性。


　ディアナだった。


「あらあら。おひさしぶりですわぁ」


　すう、とディアナが頭をさげる。


　この三者にも、一応の面識はあった。以前、諸刃が魔術的なリハビリを行った際、彼女から必要な呪物フエテイシユを買い上げたためである。


　諸刃も、軽く会え釈しやくして訊きいた。


「ディアナさんは、お仕事の途と中ちゆうですか？」


「ええ。〈アストラル〉からの帰りなのですけどね」


　ディアナが片手に持ったスーツケースを示した。


「そうですか。こちらは、クリスマスの買い物で」


「神社でも、クリスマスを祝うんですの？」


「さすがにそこまではいきません。ただ、わりと信者の方が来られるので、晦日みそかを祝う一いつ環かんという名目で、ちょっとだけ飾かざり付けとかさせてもらってます」


「……兄さんらしいよな」


　鎬の言葉に、少し恥はずかしそうに諸刃が頰ほおを搔かく。


　この若者は、なかなか商売上手な神かん主ぬしらしかった。


　ディアナもくすりと笑って、こう言い添そえた。


「いえ。クリスマスの原義からすれば、そんなに外れてもいませんわぁ」


　クリスマスには多くの言い伝えがある。


　直接の母体は、四世紀初頭に実在した司教・聖ニコラウスの伝説。子供の守護聖人でもある彼が、貧しい家へ金貨を投げ入れたというお話が、「サンタがプレゼントを贈おくる」という風習のはじまりとなっている。


　しかし。


　魔術的に辿たどるなら、クリスマスはローマ神話の神サトゥルヌスが復活する時期であり、ペルシアの神ミトラスの復活時期でもある。


　つまり、クリスマスとは多くの呪じゆ術じゆつ儀ぎ式しきの複合体なのだ。このため、中世のキリスト教では禁止されていたことがあるほどだ。


　そして。


　それらのクリスマスに、ひとつだけ共通することがあるのだ。


「だって、晦日の一環ということは、一年の死と新生の祭りということでしょう。死んでいく一年を惜おしみ、皆で祈いのる祭りですわねぇ。だったら、クリスマスとも一いつ致ちします」


　白い息をこぼして、ディアナは微笑ほほえんだ。


　離はなれた場所で、死せる子供たちのために歌ういつきたちを見み透すかすように。





「クリスマスのもともとは──帰ってきた死者に贈り物をする、そういう祭りですもの」





　　　　７




　歌い終わったとき、いつきたちは何の変へん哲てつもない空き地に立っていた。


　とっぷりと日は暮れ、完全に夜となっている。かろうじて反射光が届いてはいるが、足元も怪あやしい暗さには違ちがいない。


　そんな中で、いつきはあるものを拾い上げた。


　人形である。


　ごくごく質素な、布とボタンだけでできた手作りの人形。サンタ・クロースを模したものか、赤い帽ぼう子しをかぶり、福々しい顔をしていた。


「クリスマスプレゼント、かな……」


　と、いつきは呟つぶやいた。


　それが、いまさっきの呪じゆ波は汚お染せんの『核かく』であったろうか。神父が用意していたプレゼント──多分、歌を教えるときに渡わたすはずだったろう品。


「あっ」


　すぐに異変が生じた。


　その人形が、さらさらといつきの手の内で崩くずれていったのだ。


「……おつかれさま、やね」


　と、穂波が囁ささやいた。


「うん……もう、聖夜ごとに呪波汚染になったりしないかな？」


「なったら怒おこりますわよ！　これだけ魔ま法ほう使つかいに恥はじさらしさせたんですからね！」


　これは、アディリシアが、ぷんすかと頰を膨ふくらませた。


　よほどさきほどの余興が気に召めさなかったのか、すでにフェネクスもフォルネウスも非実体化エーテライズさせたらしい。


　ただ──暗がりでよく分からなかったけれど、その耳は、薔ば薇らみたいに真っ赤に染まっていた。


「あの……いつきくん……」


　ついで、遠えん慮りよ深げに黒羽が訊きく。


「ん？　何？」


「あの……ところで……プレゼントって……」


「え？　どうして──」


　言いかけて、いつきは、あ、と声をあげた。


「そういえば、さっき皆みな、どうして急にやってきたの？」


　ぎくっと、三人組が強こわ張ばった。


　視線を交かわしながら、互たがいに譲ゆずり合うように説明を押しつけていく。とりわけ穂波とアディリシアの間に激しい火花が散って、


「……ご……ごめんなさい。あの……」


　結局、こういう場合の代表は黒羽となる。


「へ？」


「いつきくんが、ディアナさんとかダフネさんに、女の子用のプレゼントの話を聞いて回ったっていうから……」


「あ。うん、聞いたよ。勇ゆう花かのプレゼント案」


　ニューヨークに住む、いつきの義妹いもうとの名前である。


　その名前に、全員がひっくりかえった。


「い、妹さん?!」「妹ですって?!」「勇花ちゃん?!」


　ほぼ同時に、三つの声が唱和する。


　さきほどの歌を遥はるかに超こえる、息の合い方だった。


「うん。しばらく会ってないし、アメリカで欲しいものってよく分からないから、ダフネさんとかディアナさんならアドバイスもらえるかなって」


　照れくさそうに、いつきが頭を搔かく。


「それと……こっちにも、どうにかして贈れるかなって」


　スーツの内側から、そっといつきが取り出したのは、薄うすっぺらい写真だった。エジプトのピラミッドを背景に、屈くつ託たくなく笑う赤毛の少女と、二メートル近い巨きよ漢かん。


「ラピスさんとユーダイクスさん……ですか」


　以前の事件で〈アストラル〉に関かかわった、錬れん金きん術じゆつ師したちだった。


（……いつきくんだなあ）


　黒羽は、複雑な気分にとらわれる。この少年は、誰だれひとり忘れていないのだ。自分が関わった、大事な人たちを。そのことが嬉うれしくて、少しだけもどかしかった。


　が、


「イツキ！」


　と、そんな思いを吹ふき飛ばすように、アディリシアが呼ばわったのである。


「さっきの私への報ほう酬しゆうは、クリスマスプレゼントです！」


「ええっ？」


「クリスマスプレゼントは、クリスマス当日でもいいのでしょう?!　でしたら、明日は一日私に付き合ってもらいます！」


　一いつ気き呵か成せいの──まるで、一いつ瞬しゆんでもためらったら、もう言えなくなるというような、上気したアディリシアの台詞せりふだった。


「あ、アディ！　それあたし！」


　慌あわてて、穂波が抗こう議ぎする。


「ホナミはよいでしょう！　私、年末は〈ゲーティア〉の調整にイギリスに戻もどらなくちゃいけないんですもの！　この機会は逃のがせません！」


「そんな勝手な理り屈くつあらへん！　社長とあたしやって年末はずっと〈アストラル〉の調整があるんやから！」


　絶え間なく、口くち喧げん嘩かが続いていく。


　ついに呪じゆ力りよくさえ巻きあがり、いつきの右目に激痛を走らせる。


「あ痛痛痛痛痛、ふたりとも……」


　わけがわからないといった感じで、なだめようとするいつき。


「穂波さん！　アディリシアさん！」


　いつきと一いつ緒しよに、仲ちゆう裁さいしようとする黒羽。


　そんな四人の上に、天空から白い贈おくり物が降り落ちる。


　誰も、すぐには気がつかないけれども、やがてその贈り物は口論も止めるほどの、美しい景色へと変わるのである。


　つまり、ホワイト・クリスマスとなって。








　──さて。


　もう少しだけ、今回の物語は続く。


　いつきを含ふくめた四人組が、雪道を〈アストラル〉事務所まで戻ると、ひとつの人ひと影かげが門前で待っていた。


「お？　ようやく帰ってきましたか。待ちましたよー、社長」


　今回ばかりは温かさ重視なのか、羽織ならぬ綿入り半はん纏てんの袖そでに両手を突つっ込んで、猫ねこ屋や敷しきが顔をあげたのだ。


　ついで、


「おかえりなさーい!!」


　ばあん、と元気よく玄げん関かんが内側から開かれる。


　さらに、


「……にあ」


「にゃあにゃあにゃあ！」


「にぃ～～～～～～～～～あ！」


「うにゃにゃにゃにゃにゃにゃにゃあ!!」


　玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、朱雀すざく、青せい龍りゆう。


　四匹ひきの猫ねこまでも、突とつ撃げきしてきたのである。


「ど、どうしたの、皆みな」


　さしものいつきと──穂波たちも目を丸くする。


「いいからいいから！　さあ入って入って！　猫大好き、猫まっしぐら、毛皮と肉球の神秘にも匹敵する──いやそれは結構大分絶対的宇宙的次元的に言い過ぎた気もしますが──とにかく時は金なりですよ！」


　猫屋敷の珍ちん妙みような説明はともかく。


　事務所に入った四人は、確かに息を飲んだ。


　あちこちの天てん井じようから垂れ下がったツリーモール。


　ガラス玉や鈴すずや綿雪など大量に飾かざられた、クリスマスツリー。


　ぴかぴかとそこら中で光り、壁かべ中じゆうに張はり巡めぐらされてるんじゃないかっていう派手な電でん飾しよく。


　あげく、いろいろ載のっかったテーブルの真ん中で、これでもかとばかりに湯気をたてている七面鳥の丸焼きと、多分みかんの手で蠟ろう燭そくだらけにされた──クリスマスケーキ。


「い……つのまに……！」


　茫ぼう然ぜんと呟つぶやき、いつきがぱくぱくと口を開く。


「うっふふふ。このために用意してきましたからねー！」


「飾り付けすっごく大変だったんだからねーっ！　猫屋敷さんサボってばっかりだし」


「……こほん。一応、拙せつ僧そうも協力したでござるぞ。というか、料理は基本的に拙僧でござる。猫屋敷もみかんも、そっちはまるで駄だ目めでしたからな。うん、ケーキをつくったのは十年ぶりでござるが」


　最後に注ちゆう釈しやくをくわえたのは、中で待っていた隻蓮である。


　啞あ然ぜんとした四人が、正気に戻るまで数秒。


「まあ、なにはともあれ……」


　ちょうどそのタイミングで、こほん、と猫屋敷が咳せき払ばらいした。


「そ、そうですわね……」


「クリスマスやもんね」


「はいっ」


　アディリシア、穂波、黒羽がうなずき、


（……そっか）


　と、いつきも納なつ得とくした。


　当然ではある。


　あの子供たちの聖夜は終わっても、いつきたちの聖夜は終わっていない。


　いいや、これから始まるのだから。


「……ありがとう、皆」


　心の底から、〈アストラル〉取とり締しまり役やく社長・伊庭いつきは言った。





　そして、もう数秒後。


　とても高らかに、七人の声とクラッカーが事務所中に響ひびいたのである。





「「「「「「「メリー・クリスマス！」」」」」」」
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　黒羽まなみです。


　今、パーティの終わった〈アストラル〉事務所でこれを書いてます。


　すっごく──すっごくすっごく楽しかったです！


　隻せき蓮れんさんの料理はとても美味おいしかったみたいですし（あたしが食べられないのが残念！）、みかんちゃんと猫ねこ屋や敷しきさんのつくってくれた飾かざり付つけも豪ごう華かでした！　穂ほ波なみさんが歌ってくれたケルトの歌と、アディリシアさんがしぶしぶ披ひ露ろうしてくださったピアノなんかプロ顔負け！


　そうそう、後から来てくれた鎬しのぎさんと諸もろ刃はさんの神楽かぐら舞まいも素す敵てきでした。


　あのおふたりが舞うと、どっちがどっちか時々分からなくなりますね。男が女に見え、女が男に見えるのが神楽舞の骨頂だっていいますけど、なんだか本当に神様の踊おどりを見ているような気分でした。


　ええ。


　本当に……夢のような一晩でした。





　──業務報告します。


　あれから確かく認にんしましたけれど、教会の跡あと地ちからは完全に呪じゆ波は汚お染せんが消しよう滅めつしてました。


　贈おくり物ものを捧ささげられて、死者たちが元の国に帰っていく。クリスマスの言い伝え通りですね。あの子たちは……笑ってどこにいったんでしょう？


　なんだか、あたしだけ残っちゃったような気もしますね。


　留年生みたいで、ちょっぴり恥はずかしい気分になっちゃいます。


　あ、あ、あ──でも、当分、〈アストラル〉でお仕事したいので──これからもお願いします！　うっかりものですけど、どうぞよろしく！





　最後に、ひとつだけ。


　あたしもあの子たちと同じように、何故なぜか、現世ここに残っちゃったものです。


　だけど、あたしは、ユーダイクスさんやラピスさん、鎬さんと諸刃さん、ディアナさんやダフネさん──この会社でいろんな人に会えて、嬉うれしく思ってます。


　死んでいるはずの続き──今の生活を、誰だれよりも楽しんでいます。




黒羽まなみ




ＰＳ、隻蓮さん、よかったら、あの七面鳥の焼き方教えてください。










魔法使いとソロモンの血




　　　　１




　石で覆おおわれた、地下の一室であった。


　ひどく暗い。


　ねっとりと、身体からだにまとわりつくような暗さだった。


　そんな陰いん鬱うつな闇やみの中に、数本の蠟ろう燭そくだけが灯ともっている。あまりにも淡あわく弱々しい光は、かえって闇の深さを強調するようにも思えた。


　……いや、実際にそうなのである。


　この部屋を、魔ま法ほう使つかいたちは工こう房ぼうと呼ぶ。


　闇に滲にじんでいるのは、永き年月に亘わたって醸じよう成せいされた呪じゆ力りよくそのものだ。


　一度の狂くるいもなく東西南北を向いた石いし壁かべには、精せい緻ちな魔法円がいくつも刻まれている。そのすべてが数秘法ノタリコンや高度な魔術様式に基づき、最大の効果をもたらすよう計算しぬかれた図形であった。


　これほどの工房を構築しうるものは、現代ではほんの一ひと握にぎりしかいまい。


　しかし。


　今、工房の内で起きていることは、その高度さに反して酸さん鼻びですらあった。


「アディリシア様……」


　声を押し殺し、黒いローブをまとった男が呼ぶ。


　床ゆかの魔法円にその少女は立っていた。


　唯ゆい一いつローブではなく、漆しつ黒こくのドレスに身を包んだ少女。暗闇の中でも輝かがやくような金きん髪ぱつをなびかせ、細い首からは蒼そう古こたるソロモンの五ご芒ぼう星せいをかけている。そのまま欧おう州しゆう貴族たちのパーティに出ても、間ま違ちがいなく一番の注目と称しよう賛さんを集めることだろう。


　だが、その少女は今、沈ちん鬱うつたる面おも持もちで首こうべを垂れていたのだ。


「ええ。儀ぎ式しきは失敗ね」


　少女が唇くちびるを嚙かむ。


　足元で、何人もの徒と弟ていが魔法円の上に倒たおれていた。


　一様にソロモンの五芒星をかけ、魔法円の刻まれたローブを纏まとう人々。まるで命を吸われたかのように、彼らの顔からは生気が抜ぬけていた。


　死んではいない。


　だが、死んだのと同じことだ。


　彼らのことごとくが、その精気オドを奪うばわれ、仮死状態に陥おちいっていたのである。現代医学で診しん断だんしたなら、原因不明の衰すい弱じやく状態ということになるだろうか。


　このまま放置すれば、数日内には真の死に至る。


「…………」


　少女は沈ちん黙もくした。


　彼らに謝罪する言葉など、アディリシアは持たない。


　持てるはずもない。


　アディリシア・レン・メイザースは──そういう人間だ。いいや、人間である以前に魔法使いなのだ。魔法に生き、魔法に死するのを本ほん望もうとする生物である。ならば、その本望通り、魔法に倒れた徒弟を嘆なげく言葉など持つはずがない。


　だから、少女はただ唇を嚙み、拳こぶしを握にぎる。


　たおやかな拳が色を失うほどに握りしめる。


「アディリシア様」


　もう一度、男が呼んだ。くぐもった声なのは、立体型のマスクをしているためである。


　男もまた、〈ゲーティア〉の徒弟だ。


　つまり、男にとっても、倒れたものたちは同どう僚りようといえる存在だった。それでいて、倒れた仲間を振ふり向きもしない。


（…………）


　──それでいいのだ。


　そちらの方が、魔法使いとして正しい態度だ。ましてここで悔くやんでいたところで、事態が好転するわけじゃない。


　そんなのは、優やさしさでも何でもなくて。


（……ただの弱さね）


　だから、かぶりを振って、アディリシアは顔をあげた。


「分かってます。呪じゆ波は汚お染せんの起きぬよう、すぐに工房を洗せん浄じよう。しかる後、あらゆる手段を用いて探します」


　一いつ拍ぱくおいて、アディリシアは息を止める。


　胸へ手を添そえ、ソロモンの五芒星へと誓ちかう。


　誰だれよりも何よりも、倒れた徒弟たちに誓って、言葉を吐はき出す。





「〈ゲーティア〉の名において──を取り戻もどします」





　　　　２




　一月半ば。


　日本・布留部市。





　古びた山門をさらに数百段もあがった、竜りゆう蓮れん寺じの境けい内だいだった。


　冬の季節ということもあり、木々からはほとんどの葉が落ちていた。寒空の下、裸はだかの枝を伸のばした樹木は、どこか卒そ塔とう婆ばのようにも見えて不ふ吉きつ。時折、腐くさりかかった枯かれ葉が、北風に吹ふかれて地面を這はいずっていく。


「…………」


　そんな境内の開けた空間に、伊庭いつきは黙だまって立っていた。


　服装は薄うす手でのワイシャツと黒いズボン。左手を目前へ突つき出し、右手を腰こしに据すえ、幾いく分ぶん腰を落としている。


　拳けん法ぽうの構えだった。


　見ると、顔や手のあちこちに生傷と絆ばん創そう膏こうが増え、ところによっては包帯やガーゼまで緊きん急きゆう動員されている。まだ足元はおぼつかないものの……なんとか、いっぱしの少年拳士に見えなくもない。


　なのに、どこか危なっかしげというか、おどおどした小動物的な感じが抜けないのは、もはやこの少年の生まれ持った天性だろう。


　少し離はなれた軒のき先さきには、隻せき蓮れんがあぐらをかいていた。


　こちらは、いつも通りの墨すみ染ぞめの衣ころもに錫しやく杖じようを抱かかえた格好だ。肩かたからは四角い餉げ箱ばこを下げ、ごつい顎あごの無ぶ精しよう鬚ひげを愉たのしそうにいじくっている。細められた目は、悪さをする寸前のいたずらっ子にも似ていた。


「では──まず」


　その隻蓮が、呟つぶやく。


「劈へき拳けん」


「は、はい！」


　僧そう侶りよの声とともに、いつきの身体からだが動いた。


「劈」とは、手刀で割るという意味だ。


　最初の姿勢──三体式と呼ばれる構えから半歩進む。


　同時、両手をねじりあわせながら、重心をスムーズに移動。持ち上げた右の手刀を、槍やりのごとくにぶんと振り落とす！


「続いて、鑽さん拳けん」


　再び、隻蓮の声。


　遅おくれず、いつきも反応する。


「鑽」の意味は、錐きり。


　貫つらぬくもの。


　さらに半歩進み、両手を空へと向けた。腰と両足とをしぼりつつ、アッパーカットを思わせる形で、斜ななめに虚こ空くうを打つ。


　どん、と境内の地面が鳴った。


　震しん脚きやく。


　そのまま半回転し、もう一度、空を穿うがつ拳こぶし！


「…………痛っ！」


　鋭するどい痛みが、肘ひじから肩に伝わった。


　無む駄だな力みが、疲ひ労ろうした筋肉を傷つけているのだ。つまるところは、いつきの未熟さが自分自身を苛さいなんでいるわけだ。


（……ホントに、下手だもんね）


　苦く笑しようとともに、思い出す。


　最近は、以前のような寸止め百連発地じ獄ごくは、修しゆ行ぎようの半分以下に抑おさえられていた。その分、隻蓮の前で型を繰くり返し、どこが悪い、あそこが悪いとぴしぴし指し摘てきを加えられるスタイルへ変じていたのだ。


　それだけ切り取れば、カンフー映画ののんびりした修行にも思えよう。


　が、実態は遥はるか上を行くスパルタであった。


　疲労のあまり、嘔おう吐とや気絶するのは序の口。ひどいときは気絶したまま、操あやつり人形みたいに特訓させられる始末だったのである。冬の寒さもあいまって、帰った後のいつきが高熱を出して寝ね込こんでしまったことも一度や二度ではない。


（だけど……）


　だけど……いつきは、少し嬉うれしかった。


　この型には、よどみも歪ゆがみもある。


　逆立ちしたって、上手うまいとは思えない。


　それでも、いつきにとっては精せい一いつ杯ぱいの拳だったのだ。


　二ヶ月前の事件で隻蓮に頼たのみ込み、やっとここまでになった自分。


「──崩ほう拳けん」


　三体式の構えから、今度は少年の両手が前へ揃そろう。


「崩」の意は、その字と同じ。


　ハンマーのごとく敵を打ち崩くずす、打だ撃げきそのものの表現。


　するりと足が動いた。


　半歩。


　震脚。


　地面からの反動と体重が右拳にこもる。発はつ勁けいと呼ばれる技法。神秘でも魔ま法ほうでもなく、正真正しよう銘めい、伊庭いつきの到とう達たつした『力』だ。


　ぞんっ、と空気が裂さけた。


「────！」


　いままでで一番うまくいったという、その確信があった。熱いものが、拳から肘にかけてこみあげていた。


　さらに半歩進み、左拳を打ったときも、その感覚は続いていた。


　三つの技わざを終えて、おそるおそるいつきは振ふり返った。


「……あ、あの……どうでした？」


「んー……まあ、いろいろ文句はあるでござるが、ようやく最低限の形だけは覚えてきたでござるかな」


　顎あごを撫なでて、あぐらをかいたままの隻蓮が論評する。


「そ、そうですか！」


「もっとも、点数にすれば赤点ですが。──若、ひとつ前が良かった分、最後は気が抜ぬけまくりでござったろ」


「…………あう」


　鋭い指摘に、がっくりといつきの肩かたが落ちた。


（ふむ……）


　その様子へ片目をつむり、隻蓮は密ひそかに微び笑しようする。少年にばれないようにするのが、少しばかり大変だった。


　正直なところ、もうひとつ、付け加える言葉はあったのだ。


　──思ったよりは、ずっと早く形になった。


　才能とかきらめきとか、そういったものは金輪際感じられないのだが、なんというか不思議な素質があった。


　臆おく病びようなくせに、根気だけはあるのだ。


　さすがの隻蓮も、この修行はまだ無理だったかと顔をしかめたあたりから、妙みように粘ねばる。死ぬーとか、吐はくーとか、さんざん弱気を撒まき散らしながら、気がついてみると、予定の倍以上の訓練をこなしていたりする（そのくせ出来上がりはいまいちだったりするが）。


　ある意味、凡ぼん人じんの鑑かがみといってもいい。


　間ま違ちがいなく平凡以下の素材ながら、だからこそ繰り返しの先に何かをつかめる──そういう兆きざしが伊庭いつきには垣かい間ま見えた。


　もっとも、それは武術の腕うでというより、もっと別のものでもあった。


（それも、伝えておく時機でござるかな）


　つい、と隻蓮は視線をあげた。


「若」


「は、はい先生」


　ぴしっと背筋を正して、いつきがこちらを向く。


「ひとつ、言っておくことがござるが──む？」


　言いかけた途と中ちゆうで、しかし、隻蓮は別の方向を振り向いた。


　境けい内だいに、もうひとり、新たな人ひと影かげが現れていたのだ。


「こんにちは」


　スーツ姿の女性だった。


　漂ひよう白はくしたような白はく髪はつをワンレンに揃え、切れ長の目でこちらを見つめている。同じ冬でも、遥はるか北ほく欧おうの厳冬を思わせる灰色グレーの目。髪かみの色とあまりに対照的なダークスーツ。まるで、世界でたったひとり、モノクロでできあがっているような女性ひと。


　あ、といつきが口を開く。


「──ダフネ、さん？」


　少年も知る、アディリシアの日本宅管理を請うけ負ったメイド長であった。ただし、本人は家令と呼ぶように強く主張している。


　くわえて、〈ゲーティア〉の徒と弟ていでもあるらしく、あのアディリシアが信を置く数少ない相手だと、いつきは認にん識しきしていた。


「申し訳ありません。いつき様の修しゆ行ぎようの邪じや魔まをしたくはなかったのですが」


　折り目正しく、ダフネが頭を下げる。


　それも英国仕込みなのか、非の打ち所とてない完かん璧ぺきな所作であった。ぴたり六十度、分度器で測ったような礼の後、ダフネは単刀直入に本題を切り出した。


「いつき様、アディリシア様をお見かけにならなかったでしょうか」


「へ？　アディリシアさん？　今はイギリスでしょ？」


　きょとん、といつきが首を傾かしげた。


　この二週間ばかりは会っていない。というか、今言った通り、イギリスに戻もどっているはずだったのだ。年末から年始にかけては〈ゲーティア〉本部での仕事が目白押しだからと、クリスマスに延々付き合わされた覚えだってある。


　だが、それを話すと、


「やはり……こちらにも来ていませんか」


　露ろ骨こつに、ダフネの表情が曇くもった。


　珍めずらしい。表情らしい表情──特に困ったところなど、これまで想像もしなかった相手だったからだ。


「アディリシアさんが、どうかしたんですか？」


「いえ、余計なことを申しました。どうぞお忘れ下さい。──重ねて申し訳ありませんが、急ぎますので、このまま退出させていただきます」


　わずか一分足らずで、ダフネは身を翻ひるがえす。


　迷いがなさすぎて、話していたいつきが取り残されてしまうぐらいの鮮あざやかさだった。


「あ、ちょ、ちょっと待ってください」


　いつきの呼びかけにも反応しない。瞬まばたきする間に階段を下りていく。もとより必要最小限の干かん渉しようしかしない女性だったが、これはやりすぎだ。


　だから。


　胸の底で、嫌いやな予感がいつきを叩たたいた。


「すいません隻蓮さん。ちょっと僕、追いかけてきます。残りの練習の分、明日まとめてやりますから！」


　軒のき先さきに置いていたスーツを取って、あわてて少年も駆かけ出していった。


「………………うむ」


　残された隻蓮は、ごりごりと頰ほおをこすった。


　こちらはかすかに目を細め、ひとつため息をついた後、しゃらんと錫しやく杖じようを鳴らした。


「どうも、雲の色が怪あやしくなってきたでござるな」


　遠く、山の端はしを見つめて、囁ささやいたのだった。








　結局、ダフネには追いつけなかった。


　追いかけるまで、たった数十秒ぐらいしかなかったはずなのだが、階段を下りかけたときにはもうダフネの姿は消えていたのである。それこそ、魔法のような消失ぶりだった。


「大だい丈じよう夫ぶ、かな」


　眉まゆをひそめて、いつきは呟つぶやいた。


　どの道、自分に出来ることなんて大したことはないのだが、それでも気になってしまったのだから仕方がない。


　無む駄だ骨ぼねでも、もう少し歩いてから帰ろうかと思った。


（…………）


　すでに、太陽は傾かたむいていた。


　この季節、あっという間に世界は暗くなる。


　夕焼けなど、ほんの瞬きの間に夜へと変わり、道行く人を家へ閉じこめようとする。代わりに街を占せん拠きよするのは、冷たく冴さえ冴ざえとした月の光だ。とりわけ、冬の月光は、世界を何か別のものへと変えてしまうような、そんな錯さつ覚かくを覚えさせた。


　魔法の濃こい季節。


　そう言ってもいいだろう。


　山門から布留部市の繁はん華か街がいあたりまでを、しばらく歩く。


　ちょうど月光が太陽に取って代わった頃ころ、突とつ然ぜん、軽快なゲーム音楽が鳴った。


　携けい帯たいの着信音だった。


『あ、いつきくん？』


「黒羽」


　ボタンを押すと、少女の優やさしい声が聞こえた。


〈アストラル〉事務所からだ。


　住み込んでいることもあって、〈アストラル〉の電話番はたいてい黒羽の役目となっている。ちなみに、電話機での音声は、騒霊現象ポルターガイストやラップ音の応用による一種の魔ま術じゆつ的合成音である。


『あの……さっきアディリシアさんから連れん絡らくがあって』


「アディリシアさんから?!」


　あわてて、いつきは携帯を取り直した。


『ど、どうしたの』


「いや、その、何でもないんだけど……アディリシアさん、何か言ってた?!」


『えっと……なんでも、帰るのが遅おくれそうだから、そう伝えておいてって』


「え？　帰るって……イギリスから？」


『違ちがうの？　てっきり、そう思ったけれど』


　不思議そうに、黒羽が聞き返した。


　いつきは──啞あ然ぜんと口を開いたままだった。


　まだ、アディリシアは、イギリスから戻ってないのだろうか。


　単に、ダフネさんにもその連絡が伝わってないだけで、自分たちが空回りしていただけだとしたら？


　拍ひよう子し抜ぬけした風に、いつきは軽く笑った。


『──いつきくん？』


「あ、ごめん。ありがと。じゃあ、また明日」


　携帯を切ってから、ぶるりと両りよう肩かたを抱だいた。


（……そろそろ帰ろうかな）


　これ以上の散策に、意味があるとも思えなかった。まあ、無事ならそれに越こしたこともない。焦あせって飛び出した自分が馬ば鹿からしくなるけれども、どうせいつものことではある。


　微び苦く笑しようして、いつきは恥はずかしそうに鼻の頭を搔かいた。


「さ。──後で、アディリシアさんのこと、ダフネさんにも教えておかないと」


　声に出して、踵きびすを返そうとする。





　そのときだった。





「…………っ！」


　突然、右目に激痛が走ったのだ。


　眼帯を押さえる。同時にがくりと膝ひざが落ちて、アスファルトをにじった。


「何、が……」


　痛みをこらえ、見み極きわめようとする。


　修しゆ行ぎようにおいて、最初に隻蓮から教わった言葉。


　この右目と、共存すること。痛みに流されるのではなく、むしろその痛みの本質へと迫せまっていくこと。


　必死に、視みる。


　痛みに逆らい、右目へと神経を集中する。


　すると、ひとつの流れが、夜に浮うき上がった。


　繁華街のビルの向こうから、一枚の布のような、呪じゆ力りよくの流れが漂ただよっていたのである。


（誰だれかが、魔法を……？）


　だが、いつきが視たことのない呪力でもあった。


　魔術の形式にもよるが、一度視た魔法の呪力はある程度判別がつく。そこからすれば、この呪力はいつきのまったく知らない誰かのものであった。


　この布留部市で、なおいつきの知らぬ魔法使いの呪力。


「……知らない、魔法？」


　予感が、戦せん慄りつとなって背筋を凍こおらせた。


　ダフネがアディリシアを捜さがす理由。


　イギリスにいるはずのアディリシア。


　わざわざ「帰るのが遅れる」と、〈アストラル〉づてに連絡してきたこと。


（だったら……！）


　関連する疑ぎ問もん符ふが、少年を衝つき動かした。


　引っ張られるように、走り出す。


　最初はおどおどと、しかし、すぐに力強い足取りで。





　　　　３




　修行の成果か、息はあがらなかった。


　眼帯を押さえたまま、ビルの間を駆かけ抜ぬける。眼帯も手の平も透すかして、いつきの右目ははっきりと呪力を捉とらえていた。これだけ強い呪力ならば、たとえ分厚いコンクリート越ごしでも見落としたりはすまい。


　すぐに、水の音が聞こえた。


　小川のせせらぎ。


　橋である。


　布留部市の北側を流れる、黒くろ淵ぶち川。その各所に設けられた石橋のひとつだった。周囲には柳やなぎの木が多く植えられ、サワサワと葉は擦ずれの音をせせらぎに混じらせている。


　その橋の上に、別のモノが浮ふ遊ゆうしているのを、いつきは見つけたのだ。


「フォルネウス?!」


　おおよそ、全長三メートルはあろうかという、巨きよ大だいなギンザメであった。


　アディリシアの扱あつかう、七十二の魔ま神じんのひとつ。なかでも、最もアディリシアが頻ひん繁ぱんに喚かん起きするのがこのフォルネウスだった。


（じゃあ、近くにアディリシアさんが……？）


　フォルネウスは、ただその身体からだをくねらせ、空を漂うばかりだ。


　周囲を見回したが、ほかの人ひと影かげは見あたらなかった。冬の夜とはいえ、不自然なほどの人気の無さである。


　いくら目を凝こらしても、さきほどの呪力の流れが続いているだけだった。


（この、橋の向こう……？）


　アディリシアも、そこに？


　怖おぞ気けが走った。


　流れている呪力の鮮せん烈れつさに、身体が萎い縮しゆくする。おそらくは、たった今行使されているだろう魔術に、久し振ぶりの怯おびえが顔を覗のぞかせていた。


「……お前、ご主人様がどこにいるか分かるか？」


　無む駄だとは思いつつ、そう訊きこうとして、振り返った。


　目の前に、赤黒い、巨大な空くう洞どうが開いていた。白い牙きばにねっとりと唾だ液えきが垂れて、いつきの肩かた口ぐちにも滴したたった。


「っ?!」


　咄とつ嗟さに飛び退のけたのは、僥ぎよう倖こうというしかない。


　身体の動きからコンマ数秒遅おくれて、ガキリと牙の嚙かみ合う音が鳴る。


　スーツの裾すそがちぎれ、無む惨ざんに夜へ散った。


　フォルネウスの顎あごが自分を嚙み砕くだこうとしたのだと、その破は片へんでやっといつきは悟さとった。


「──ふぉ、フォルネウスっ?!」


　叫さけんだ少年へ、ギンザメは猛もう然ぜんと襲おそいかかった。


　巨体からは考えがたい、異常なほどの速度。巨人のタックルを想起させて、でこぼこした頭が、少年の脇わき腹ばらへと突き刺ささる。


「ごがっ！」


　体当たりされた身体は、石ころみたいに宙を舞まった。


　視界が空転し、三百六十度ぐるりと回る。


　噓うそみたいな浮遊感覚の直後、落下。石橋へと激げき突とつ。二度、三度と橋の上をバウンドし、欄らん干かんにぶち当たって、やっとその勢いが止まった。


「──っが、は！」


　破は裂れつしかけた肺が、勝手に空気を吐はき出す。


　血の臭においが混じっていた。内臓のどこかが傷ついたのかもしれない。それでも顔をあげ、必死に状じよう況きようを把は握あくしようとする。


　フォルネウスは、それ以上の攻こう撃げきをしかけずにとどまっていた。


　代わりに、


「……誰だれだ？　お前は」


　と、声があった。


　壊こわれたぜんまい仕じ掛かけみたいに、ひどくぎこちない動作で、首をそちらへ向ける。


　柳の木の下、淡あわい月光が朧おぼろな人影をくりぬいていた。


　黒いコートを纏まとう、白人の男だった。


　鷲わし鼻ばなに、のみで削そいだごときこけた頰ほお。あまり手入れされてない口くち髭ひげは、猛もう禽きん類るいに似た男の印象を強くしている。


　だとすれば、隻せき翼よくの鷲わしということになるだろうか。


　男は、片かた腕うでを失っていたのだ。灰色のスーツの左ひだ袖りそでだけが中身を無くし、虚むなしく冬風と戯たわむれているのだった。


「〈ゲーティア〉の魔法使いにしては、ずいぶんと不用心だな」


　隻せき腕わんの男が、唇くちびるの端はしをつり上げる。


「…………」


　いつきは、答えられない。


　そんな余力が残ってないのもあるが、少年は、別のことに目を奪うばわれていた。


　橋の向こう側にできた、小さな空き地。


　もとは小さな祠ほこらと古ふる井い戸どがあったらしく、地面から突つき出た木き枠わくの上には、落下防止の鉄てつ蓋ぶたが置かれていた。祠だったと思おぼしい祭さい壇だんは無惨に砕かれ、雑草は荒あれ放題に伸のび盛さかっている。


　多分、普ふ通つうの人間ならば、見えるものはそれだけだ。


　だが。


　いつきの右目には、まったく別のものが視みえていた。





　そこだけが──現実から切り取られた異界のように視えた。





　いくつかの図形が、空き地の地面に描えがかれている。


　ＥＨＹＥＨに始まり、ＬＥＶＡＮＡＨに終わる神聖な名前の書かれた魔法円。


　周囲に六つのヘブライ語が書かれた、三角の図形。その中央には、小さな真しん鍮ちゆうの壺つぼが置かれていた。


　しかも、そのすべてが、凄すさまじい呪じゆ力りよくを溢あふれさせていた。


　人が近づかないのは当然だ。


　これだけの呪力が撒まき散らされれば、常人でも自然と避さけてしまう。何か、悪いモノがいると、無意識に足を遠ざけてしまう。人間というよりも──もっと原始的な、生物としての防衛本能がなせる業わざである。


（あの図形とかって、穂波の魔ま術じゆつ書しよで見た……）


　いつきは、記き憶おくを引きずり出す。


　聖別された魔法円に、ソロモンの三角と呼ばれる図形。そして、確か真鍮の壺は……


（確か……七十二の魔神を……封ふうじる壺……？）


「お前……」


　もつれる舌を、必死で操あやつる。


　視線だけを、隻腕の男へと戻もどして問う。


「ここで……何を……してた……」


「自分が死にかけているのに、また悠ゆう長ちような質問だな。それとも、最近の〈ゲーティア〉はそんな教育もしてないか？」


　男の唇が下げ卑びた形に歪ゆがんだ。


　そうすると、男は禿はげ鷲わしのようにも見えた。喜き悦えつして死肉をついばむ、荒こう野やの餓が獣じゆう。


「橋は、彼岸あの世と此岸この世をつなげる場所だ。この国にも、いくつもの伝承が残っているだろう。そして井戸は噴ふき上がる竜穴パワースポツトの証あかし。初めて来る街だが、なんとも魔法使いには理想的な土地だよ。──フォルネウス」


　最後は、魔神への呼びかけだった。


「あ──っ！」


　ギンザメの顎あごが開き、いつきの首元をくわえた。


　びりびりとスーツを引き破りながら、少年の身体からだが空中へ持ち上げられる。服だけでなく、肌はだも引き裂さかれて、フォルネウスの白い牙きばを血に染めた。


（あ……うあ……）


　何よりも、その臭しゆう気きに、いつきの意識が遠ざかる。


　理り不ふ尽じんな恐きよう怖ふに、心の方が挫くじけかける。


　男は、満足そうに目を細める。


「さて、あのお嬢じよう様さまの下僕か使い魔アガシオンか知らんが、生きながら喰くわれてみるか？　ソロモンの魔神に喰われるとなれば、魔法使いとしては本ほん望もうだろう」


「……お嬢、様？」


　その言葉が、つかのま、いつきに力を与あたえた。


「お前……今……誰のことを……」


　そう問いかけた刹せつ那な、





「──イツキ！」





　もうひとつ、新たな声が闇やみを破ったのだ。


　いつきのやってきた──橋のこちら側から、冬の夜を断たち割るようにして、ひとりの少女が姿を現していた。


　月光などなくとも、その金きん髪ぱつは自ら輝かがやくようであった。


　漆しつ黒こくのドレスは、夜そのものを纏まとうようであった。


「ほう……」


　男が、呟つぶやいた。


「……さん……」


　いつきは、かすれた声でその名を呼んだ。


　そして、


「クライヴ・ローランド！　すぐに、イツキを放はなしなさい！」


　凛りんと、少女は命令した。


　金色きんの睫毛まつげに縁ふち取どられた翠すい瞳どうが、今ばかりは激しい怒いかりに燃えていた。


　アディリシア・レン・メイザースの怒りだった。





　　　　＊





　石橋の、向こうとこちら。


　十メートルほどの距きよ離りをおいて、隻せき腕わんの男とアディリシアは対たい峙じしていた。


（どうなってる……わけ……）


　その中間で宙ちゆう吊づりのまま、いつきは自問する。


　まるで、状じよう況きようが分からない。


　フォルネウスが、クライヴと呼ばれた男に操られている理由。


　そのクライヴとアディリシアの間に横たわっている背景。


　ただ、ふたりが敵対しているらしいことは、さすがに見ていれば分かる。文字通り、視ているだけで、右目が焼けつきそうだったのだ。


　アディリシアの身体から渦うず巻まく、膨ぼう大だいな呪力。


　クライヴが隠かくそうともしない、殺気混じりの呪力。


（……う、わ）


　まだ、魔法を使ってもいないのに、世界が呪波汚お染せんに蝕むしばまれそうな錯さつ覚かくをいつきは感じた。


「……ちょうど四年、この左手を無くして以来ですな。アディリシアお嬢様」


　先に、沈ちん黙もくを破ったのは、クライヴの側だった。


　中身のない袖そでを右手で押さえ、ゆらりと笑う。


　だが、そんな台詞せりふに、アディリシアは反応もしない。


　仕方なく、男も肩かたをすくめ、


「どうして、ここを？」


　と、尋たずねた。


「それこそ愚ぐ問もんでしょう。アスモダイは東方を統すべる魔ま神じん。竜脈と星せい辰しんの位置からして、喚かん起きするならば、場所は限られます」


「ああ、なるほど」


　手を打とうとして、自分が隻腕なことに改めて気がついたように、クライヴはパンと胸を叩たたいた。


「では、返事の礼に、その使い魔アガシオンは返しましょう」


「……うわっ！」


　ギンザメの顎から解き放たれ、いつきが石橋へと落下する。背中を強打して、数秒呼吸が止まった。


　起きあがると、前に、アディリシアの背中があった。


　いつきを守るように、少女は静かに立ちはだかっていた。


「私も、訊きかせてもらいます」


　その体勢のまま、アディリシアは厳おごそかに問う。


「どうぞ」


「あなたが、どうしてアスモダイを？」


　その問いに、クライヴは片かた眉まゆをあげた。


「別段、お嬢じよう様さまが〈ゲーティア〉を受け継つぐことに異存はございません」


　かぶりを振ふって、大おお袈げ裟さに右手だけを広げる。


「ですが、オズワルド・レン・メイザース師の弟で子しとして、その遺産の一部を受け継ぐぐらいは当然じゃありませんか」


（──オズワルド？）


　いつきも聞き覚えがある名前だった。


　すぐに、脳の一点が答えを返す。


　その答えに、少年は硬こう直ちよくした。


（アディリシアの、お父さん──！）


　いつきが、〈アストラル〉ではじめて遭そう遇ぐうした本格的な事件。〈ゲーティア〉と、アディリシアと出会うことになった魔術の夜マギ・ナイト。


　そのとき、いつきはオズワルドと戦うことになったのだ。


　七十二の魔神を、すべて支配下に置いたという魔法使い。


　そして、その天才のゆえにさらに先を目指して──ついに禁きん忌きへ触ふれてしまい、破は滅めつした老人。


　アディリシアの横顔に、淡あわい何かがよぎった。


　すでに葬ほうむり去ったはずの思い出が、急に揺ゆり返したためだった。


「…………」


　軽く唇くちびるを嚙かみ、かぶりを振る。


　それだけで、美び貌ぼうから憂うれいが消えた。


「お父様は、あなたのそういうところを嫌きらってました。だから破門にしたのです」


「ええ。だから生き残れた」


　クライヴの返答に、アディリシアが表情を険しくした。


「オズワルドの結末は、俺もよく知っておりますよ」


　もはや、隻腕の男はオズワルドに敬けい称しようをつけなかった。


　にやにやと下げ卑びた笑えみを浮うかべたまま、言った。


「魔法使いとしては本ほん望もうと言うべきでしょうが──いやはや、いささか無様な結末でもあったようですな。俺の同どう輩はいもずいぶん道連れにされたようで」


「な──っ！」


　そして、今度こそ。


　アディリシアも、熱情のままに猛たけった。


　ドレスから、アセイミーナイフを抜ぬく。


　魔術の儀ぎ式しきに用いられる、特とく殊しゆなナイフだ。


　だが、今のアディリシアは武器として、その切っ先を男へ向けていた。


「これはこれは」


　くつくつと、男が笑う。


「まさか、ソロモンの姫ひめが、魔術武器をこんな無ぶ粋すいな用よう途とで手にされるとは。父上が見ればさぞ嘆なげかれることでしょうな」


「黙だまりなさい──っ！」


　ナイフが弧こを描えがいた。


　単純な斬ざん撃げきではなかった。


　月光を反射し、眩まばゆいほどに煌きらめいた刀身が、闇やみに鮮あざやかな残像を走らせる。おそらくは、魔術的にも何らかの意味を持った一撃だったのだろう。


　だが、いつきがその『力』を目まの当たりにすることはなかった。


　アセイミーナイフの切っ先がクライヴへと走った瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん、白い壁かべが落ちた。ギンザメの巨きよ大だいな背中であった。


　フォルネウスが、アディリシアの一撃を遮さえぎったのである。


　ばかりか、ぶんとその尻尾しつぽが振られた。


　腹部を打撃された少女が、地面と水平に吹ふっ飛ぶ。


「アディリシアさん！」


　咄とつ嗟さにその身体からだを受け止めたいつきが、余勢を殺しきれず、再び欄らん干かんに背中を打った。爆弾じみた衝しよう撃げきに、やっと機能を取り戻もどしたいつきの肺がつんざかれる。


「が、は……っ！」


（まさか……）


　だが、同時に、ある予感にいつきは震ふるえた。


　痛みも現実も忘れ、どうしようもなく打ち震えた。


「アディリシアお嬢様。自分の魔ま神じんに牙きばを剝むかれる気分はどうだ？」


　クライヴが、笑う。


「ソロモンの姫が、ただの人間になった気分は？」


　笑い、嗤わらい、嘲わらう。


　愉ゆ快かいでたまらないとでもいうように、隻せき腕わんの男は哄こう笑しようを撒まき散らす。踵きびすを返し、魔法円に置かれた真しん鍮ちゆうの壺つぼを仕し舞まった。


　手を、上空へあげる。


　その隻腕がギンザメの尻尾を力強く握にぎり、悠ゆう々ゆうと浮ふ遊ゆうする。傲ごう慢まんな王のように、地べたを這はいずるものたちを睥へい睨げいする。


「魔術の夜マギ・ナイトは終わりませぬが、ここの呪じゆ力りよくはもう十分。ひとまずの閉幕といたしましょうか」


　道どう化けじみた笑い声が、風にかき消える。


「では、これで」


　そのまま、冬の夜の向こうへと溶とけ込んでいった。


　茫ぼう然ぜんと見送ったいつきは、やがて、腕うでの中で声があがったのに気がついた。


「私、は……」


　意識を取り戻したアディリシアが、夜を睨にらんでいたのであった。


　ひどく切なく、悔くやしげな、翠みどりの瞳ひとみ。


「アディリシア……さん」


　いつきの声も届かないように、少女はずっと唇を嚙んでいた。


　腕の中にあるアディリシアの身体は、思ったよりもずっとかぼそく、はかなげであった。





　　　　４




「──どうして、イツキがここにいるんですの？」


　少年の傷口にガーゼを当てながら、アディリシアはこほんと咳せき払ばらいした。


　さきほどの、空き地である。


　治ち療りようのため、いつきのワイシャツをずらし、背中の上半分を露ろ出しゆつさせている。


　夜目にも明らかなほど、少女の両耳は真っ赤になっていたが、これはいつきも同じことで、表情は硬かたく強こわ張ばったままであった。それ以前に、少女を抱だき留めた際の感かん触しよくだって、まだ腕から離はなれていない。


　咄嗟にやったことではあるが──それだけに思い出すと、何とも言えない気き恥はずかしさにとらわれてしまうのだった。


「イツキ、聞いてますの？」


　アディリシアが、むっとした声で問いかけてくる。


「あ、え、えと……」


　少年も言葉に詰つまった。


　背中に当てられたガーゼが、やたらと面おも映はゆい。塗ぬられた軟なん膏こうは、どうも穂波のつくったものらしかった。このふたりは、反目のわりにいろいろ技術提供し合っているらしく、以前穂波がアディリシアからもらった護符タリスマンを使っていることもあった。


「ダフネさんが捜さがしていたから……ちょっと気になって」


「気になったから、わざわざこんなところまで首を突つっ込んだんですの?!　だから私、ちゃんと〈アストラル〉にも連れん絡らくをいれたでしょう！　なのに、本当にどうして、あなたという人は──」


　アディリシアの声が怒いかりに高くなり──途と中ちゆうで立ち消えた。


「あ……」


　いつきが、吐と息いきを漏もらす。


　こつん、と背中に何かがあたったのだ。


　アディリシアの額だと、すぐに分かった。さらさらと、長い金きん髪ぱつが素す肌はだに触ふれるのがこそばゆかった。


「──あなたという人がこうするのは、私が予想しておくべきでしたわね」


　ぽそりと、少女がそう呟つぶやいたのだった。


　少しの間、ふたりは動かなかった。


　背中と額でつながったまま、互たがいの体温を確かめ合うように、じっとしていた。冬の最中さなかに背中をさらしていることも、まるで気にならなかった。


「──あの男、クライヴ・ローランドは、お父様の破門した弟で子しですわ」


　と、アディリシアが、諦あきらめたように呟いた。


「え？」


「巻き込んだ以上、最低限の説明はします。あなたのことを〈ゲーティア〉の徒と弟ていか何かだと思ったみたいですし」


　ゆっくりと、少女が語り出す。


　背中越ごしの声に、いつきはごくりと唾つばを飲み込んだ。


「もともとは、私がある魔ま神じんを喚かん起きしようとしたのが始まりです」


「ある、魔神？」


　聞き返した少年に、アディリシアはうなずき、名を告げた。





「──七十二の魔神が一柱、アスモダイ」





　そう、静かに答えたのだ。


「特別な四柱。七十二の魔神にあってなお頭角に至る、至上の魔神のひとつですわ」


　アディリシアは、淡たん々たんと語る。


　だが、十分以上に、いつきには伝わった。


　普ふ段だん、アディリシアの使し役えきする魔神たち。


　フォルネウスを筆頭に、金きん獅じ子しマルバス、翼つばさ持つ狼おおかみグラーシャ・ボラス、大だい蛇じやボーティス──そして鋼はがねの騎き士しエリゴール。


　いずれも、強大極きわまりない悪あく霊りようたちだった。よほどの魔法使いでも、一柱を従えるだけで廃はい人じんになりかねない。かつ一柱を従えられれば、それだけで一流の魔法使いとして、名をはせることができるだろう。


　だから、その上にあたる魔神というだけで、いつきの喉のどはからからに干ひ上あがったのである。


「どうして、そんな……」


　その質問に、アディリシアは一言で返した。


「私も、フィンに勝てませんでしたから」


「…………！」


　いつきは、言葉を無くす。


　二ヶ月前の事件。


　いつきが隻蓮に体術の訓練を頼たのみ込むことになった、そのきっかけである。


　もうひとりの妖精眼グラム・サイトを持った青年フィンに、〈アストラル〉は敗北した。猫屋敷も隻蓮もアディリシアも、その全力を尽つくしてなお敵かなわなかった。それでも生き残れたのは、単なる幸運でしかない。


（だから……）


　少年は、思い知る。


　誇ほこり高いこの少女が、そんな敗北を肯よしとするはずがなかったのだ。


　おそらく、あれからずっと考えていたのだろう。


　そして、この結論に至った。


　敬愛した──そして自らの手で滅ほろぼした──父親の遺産を受け継つぐことを。


「入念に準備を整えていたつもりでしたけれど、やはり浅はかでした。儀ぎ式しき場に妨ぼう害がいが入るなんて、思ってもみなかったのですもの」


　アディリシアの声が、翳かげりを帯びた。


　クライヴ・ローランド。


　あの男が、喚起儀式の最中に、アスモダイの封ふうじられた壺つぼを奪うばったというのだった。


「結果は惨さん憺たんたるものでしたわ。喚起のために集めた呪じゆ力りよくは、その受け皿を無くして暴走。〈協会〉の基準なら三級の呪じゆ波は汚お染せんを巻き起こして、私の高弟の半分以上を仮死状態に追いやりました。アスモダイが戻もどるまで、彼らが回復することはないでしょう」


「アディリシアさん……」


　振ふり向いたいつきが、息を止めた。


　目の前の少女は、まるで知らない誰だれかのようだった。


　異様に研とぎ澄すまされた鋼の剣けんを、いつきは思った。研がれすぎた剣は、いつか主人をも傷つけ、脆もろくも砕くだけてしまうのであった。


「もうひとつの結果は、分かってるでしょう？」


　冷たく、少女は囁ささやいた。


「まさか、アディリシアさん……」


　さきほどの、フォルネウスの蛮ばん行こう。


　アスモダイが奪われたことによる、凄せい惨さんな結果。


　つなげて考えれば、その答えはひとつしかない。


「私と魔神との契けい約やくは……一時的に解消されてます」


　そっと、アディリシアは自分の手の中を見つめて言ったのだ。


「アスモダイは、魔神の中でなお頂点とされる四柱のひとつです。その契約が解消されては、その下にある魔神も従うわけがありません。もともと、七十二の魔神との契約は、最上位の王と、それに連なる四柱との契約から成り立っているのですもの」


　それは、ソロモン王の魔術──魔術特性〈王命の喚起〉の根幹でもあった。


　七十二の魔神すべてと個々に契約を結んでは、いかに優すぐれた魔法使いといえど、代だい償しようだけで自じ滅めつしてしまう。


　ゆえに、彼らは至上の四柱とのみ、正式な契約を交かわすのだ。


　その四柱との契約をもって、残りの魔ま神じんを従える。


　だが、逆に四柱との契約がひとつでも失われれば、残りの魔神もアディリシアに従わなくなる道理であった。


「本当に、愚おろかしいですわね」


　ほう、とアディリシアの唇くちびるから吐と息いきが漏もれた。


「ここにいるのは、魔法使いでさえない、ただの女の子ですわ」


　胸むな元もとを押さえ、アディリシアは寂さびしげに微び笑しようした。


　いつきは、驚きよう愕がくとともに訊きく。


「じゃ、じゃあ、何で、あんな魔法使いにひとりで！　〈ゲーティア〉のお弟で子しさんでも、〈アストラル〉の皆みなでも声をかければ──」


「──どうして、そんなことができますの？」


　逆に、アディリシアが訊き返す。


「これは〈ゲーティア〉の──そして〈ゲーティア〉の首領であるアディリシア・レン・メイザース個人の問題です」


　そう、口にした。


「高こう弟ていが倒たおれた以上、未熟な残りのものには任せられません。また、これだけの屈くつ辱じよくを受けた以上、ほかの結社や魔法使いの手を借りるわけにもまいりません。たとえ、それが〈アストラル〉であろうと同様です。魔法を失った魔法使いの、せめてそれが最低限のけじめでしょう」


　自分の失態は、自分で償つぐなう。


　自分の受けた屈辱は、自分で晴らす。


　愚かしかろうと、くだらなかろうと、それが少女の誇ほこり。


　だからこそ、彼女はアディリシア・レン・メイザースなのだった。


「…………」


　沈ちん黙もくした少年に、少女は優やさしく告げる。


「〈アストラル〉に戻りなさい、イツキ。星せい辰しんの位置とこの布留部市の竜りゆう脈みやくからして、今夜中にはすべてが終わるはずです」


　その瞳ひとみに迷いはない。


　誰に止められるものでもない。


　しかし。





「……嫌いやだ」





　少年もまた──退ひかなかった。


「イツキ！」


　今度こそ、怒いかりを込めて名を呼ばう少女を、いつきは手をあげて制した。


「うん……分かってる。アディリシアさんは、絶対自分の言ったことを曲げないよね」


「当たり前です。それが分かってるなら、どうして──」


「なら、魔法使いじゃなかったら？」


「え？」


　きょとんと、アディリシアの矛ほこ先さきが鈍にぶる。


「前にも、こんなことがあったよね」


　かすかに遠い目をして、頰ほおを搔かきながら、少年は喋しやべる。


「ほら、はじめてアディリシアさんと会ったとき、呪じゆ波は汚お染せんに巻きこまれて、ふたりだけになっちゃったでしょ。アディリシアさんの魔神もほとんど使えなくなっちゃって。それでもアディリシアさん、正式な契約ゲツシユも立てずにほかの魔法使いなんて信用できないって、なかなか手伝ってくれなかったもの」


　もちろん、アディリシアも覚えていた。


　忘れるはずがない。


　この少年を、それこそ殺しても仕方ないつもりで、アディリシアは魔術戦せん闘とうを仕し掛かけたのだ。その結果、ふたりとも呪波汚染に巻き込まれて、協力せざるを得ないはめに陥おちいった。


　あの時間があったからこそ、アディリシアは人を想おもうようになった。


　この少年のことを──焦こがれるようになった。


「だから、もう一度、同じことを言うよ」


　と、伊庭いつきは口にする。


「ほかの魔法使いの手は借りないって言ったよね。──だったら、魔法使いじゃない、ただの伊庭いつきなら、アディリシアさんのそばにいてもいいってことでしょう？」


　真っ直すぐに、少年の黒こく瞳どうが少女を射い貫ぬいた。


「あなたは……」


　アディリシアは、口くち籠ごもる。


　何か言おうとして、しかし、何ひとつ言葉にならなかった。


（あなたは……）


　胸の中で、その続きを問いかける。


　それが、どういう意味か分かって言っているのですか？


　そばにいるなんてそんな台詞せりふで、どれだけ私が喜んでしまうか、少しでも分かってくれているのですか？


（きっと、まるで分かっていないのでしょうね……）


　だから、苦笑するしかない。


　飛び跳はねたいほど嬉うれしくても、勘かん違ちがいしないように、アディリシアは自制する。


　本当に、この少年は、無自覚にズルイ。


　──と。


「──ふぁくしゅっ！」


　いきなり、いつきが大きなくしゃみをした。


　そのことで、この寒風の中、剝むき出しになったままの上半身に、やっとふたりとも気がついた。


「「あ……」」


　顔を見合わせ、コンマ一秒でどちらもが背中を向ける。


「そ、その、ごめん！　つい忘れてて！」


「分かってます！　分かってますから──」


　火ほ照てった頰を押さえ、アディリシアも叫さけび返す。


　そして。


　観念したように、これはとても小さな声で呟つぶやいた。


「──わ、私を手伝ってくださるなら……早く服を着てくださいませ」





　　　　５




　そこは、山の中腹だった。


　お化け工場と、かつては呼ばれた場所だ。


　その名の通り、怪あやしげな煙えん突とつが廃はい棄きされた工場から突つき立っている。周囲には赤あか錆さびた有ゆう刺し鉄線が張られ、外がい壁へきのコンクリートも、ところどころが大きくひびわれていた。そのひびわれた箇か所しよが、悪あく魔まの爪つめ痕あとのように不気味に変色し、泣きたくなるような時の流れだけを無む惨ざんに露ろ呈ていしてしまっているのであった。


　クライヴ・ローランドは……その中にいた。


　コートに身を埋うずめ、細く細く息をつなげている。ただでさえ不健康な顔色がさらに青白く変じているのは、フォルネウスを使し役えきしたさきほどの戦闘と、この工場の各所に仕組んだ儀ぎ式しきの準備のためであった。


　……すでに、準備は終わっていた。


　足元のコンクリートへ描えがかれたのは、複雑精せい緻ちな魔法円の数々。


　近くの机には羊皮紙と獅し子し皮の巻物スクロールが束ねられ、その脇わきには聖油や水を満たした瓶びんがいくつも置かれていた。


　そして、明みよう礬ばんやナツメヤシ、沈じん香こうの一体となった匂におい。


　すべてが、喚かん起きのために用意された呪物フエテイシユだった。


「…………」


　今は、時を待っている。


　星せい辰しん、とアディリシアは言った。


　それは、単に日にちや星座だけの問題ではない。


　今、この瞬しゆん間かんも、地球は分速三十キロという単位で公転している。魔神に大きな影えい響きようを与あたえる七つの惑わく星せいもまた、互たがいを重力でからめとりあい、複雑な自転と公転を繰くり返している。


　ゆえに、魔神を新しく喚起する場合、膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくに加えて、精せい妙みような時間と天文学の専門知識も要求される。惑星と地球の位置関係アスペクトにあわせて、それこそ分単位、秒単位での魔術制せい御ぎよを要求されるのである。


　呪力については──〈ゲーティア〉の儀式と、この街の竜りゆう穴けつで補っていた。


　アスモダイほどの魔神を喚起するとなれば、必然、並の魔法使いの百人分もの呪力が要求される。


　おそらく、アディリシアはこの準備に一年近くはかけていただろう。あの儀式で溜ため込まれた呪力は、今も真しん鍮ちゆうの壺つぼに渦うず巻まいていた。


「アスモダイ……か」


　と、クライヴがこぼす。


　うなだれたコートの左ひだり袖そでを、男はじっと見る。


　かつて、喚起に失敗したときに失われた腕うでだった。魔術に身を染める以上、その能力に応じて、代だい償しようは必然的に要求される。能力より高位に過ぎれば、代償だけを奪うばわれ喚起には成功しない、そういった悲劇もいとも簡単に勃ぼつ発ぱつしうる。


　クライヴが片手を無くし、破門されたのも、そういう経けい緯いからだった。


　師をたばかり、勝手に喚起儀ぎ式しきを行った罪。


　そのときに喚起しようとした魔神が──やはり、アスモダイだったのだ。


　──バール。


　──アスタロス。


　──パイモン。


　ほかの三柱と並ぶ、魔神の中の魔神。悪あく霊りようの中の悪霊。いくつもの伝説や魔術書に、名前を変え、姿を変え、何度となくあらわれる文字通りの神の化身アヴアター。


　その神を支配してこそ、あらゆる現実を塗ぬりかえられる。


「俺が……今度こそ」


　クライヴは、その妄もう想そうに耽たん溺できする。


　しかし、だからといって、この男が間ま違ちがっていることにはならぬ。


　魔法使いにとって、それは必然の論理。


　魔法のために、ほかのすべてを捧ささげて悔くやまない精神こころ。


　そうでなければ、誰だれだって魔法使いになどなりはしまい。


　科学から目をそむけ。


　社会から隔かく絶ぜつし。


　自らの論理のみに生きるとは……そういうことだ。


　たかだかこの百年ばかりに成立した人道主義ヒユーマニズムなど、魔法使いを縛しばるに足りるはずがない。


「……ですな、オズワルド師」


　クライヴは、嗤わらう。


　ある意味で、師が偉い大だいすぎたともいえる。


　オズワルド・レン・メイザース。


　メイザースの血族とはいえ、ソロモンの魔神すべてを喚起しえたものは、彼のほか史上ソロモン王その人しかいない。


　天才の呼び名も高いアディリシアにしたところで、実際に喚起した魔神は二十柱がいいところだろう。当然、最上位の四柱については、契けい約やくはしていても喚起には成功していない。


　だからこそ、その師に続こうと、クライヴはした。


　たとえ破門されても、魔術の研けん鑽さんは一秒たりとも怠おこたらなかった。


　ソロモン王の魔術を補強すべく、世界の各地を巡めぐり、何度となく生と死の境をさまよいながら秘儀・秘術を盗ぬすんできた。正統とは遥はるか隔へだたりながら、今ならばかつての師にも伍ごするというその自信が、クライヴ・ローランドにはあった。


　ある意味で、最も正しい魔ま法ほう使つかいの後こう継けいとして、最も歪ゆがんだ人間の奇き形けいとして、クライヴは完成されてそこに佇たたずんでいた。





　そして。


　結局のところ、それは。


　ほかの生き方を──何ひとつとして知らなかったという、それだけのことだった。





　　　　＊





　数時間ほどして、いつきたちもまた、山の中腹へと分け入っていた。


「お化け、工場……」


　廃はい墟きよを見上げて、茫ぼう然ぜんと少年が口にする。


　もう七ヶ月も前、オズワルド──アディリシアの父と、最初に邂かい逅こうした舞ぶ台たいがここだった。


　あのとき、オズワルドが現れたのと同様の理由で、この工場は喚かん起き魔術に向いているのだと、アディリシアはいつきに話していた。竜脈の位置や、山という魔術概がい念ねん、隔かく離り空間としての閉へい鎖さ性せいが魔術に力を与えるのである。


「…………うあっ」


　敷しき地ちに入っただけで、狭さ霧ぎりのごとき呪力が世界を覆おおった。


　過去にも勝まさる、ねっとりと肌はだに纏まとわりつくような、粘ねん質しつ的な呪じゆ力りよくだった。あまりに濃のう密みつな呪力のため、いつきには地面が霞かすんでいるみたいに視えた。


　ここまでくると、もはやお化け工場というよりも、地じ獄ごくそのものに近い。


　ひびわれた柱や階段、壁かべと天てん井じようのあちこちにいくつも刻まれた魔法円が、廃墟をつくりかえているのだった。


「無理やりな構成ですわね……」


　その魔法円を指先で触ふれながら、アディリシアは囁ささやいた。


「そ、そ、そうなの？」


「ええ。もう、これではソロモン王の魔術とは言えません。どちらかといえば、守護天使テレズマを降ろす神しん殿でんの形式に近いですわね。──本当なら、アスモダイはクライヴなんかの手の届く魔神じゃありませんもの」


　最後をどこか誇ほこらしげに、アディリシアは説明する。


　少女にとっても、その魔神は目指すべき道みち標しるべであったのだ。


　そのまま工場へと進入し、注意深くふたりは進んでいく。


「あまり、呪力の濃こい場には近寄らないでくださいまし。その護符タリスマンも肌から離はなさないように」


「あ、う、うん」


　こくこくとうなずき、ワイシャツの内側のペンダントを握にぎる。


　アディリシアが貸してくれた、サファイアを加工した護符タリスマンだった。呪波汚お染せんから身を守るためのものらしいが、実際に効き目はあるようだ。でなければ、今いま頃ごろ右目の苦痛でうずくまっていたところだろう。


　ふと、思いついて訊きく。


「クライヴさんってどんな人だったの？」


「そうですわね……」


　アディリシアは、かすかに遠い目になった。


「自信家でしたわ。それに応じた腕うでもありました。お父様の一番弟で子しで、私がいなければ〈ゲーティア〉を継ついでいたかもしれません」


「アディリシアさんが、いなければ？」


「魔法使いは、何よりも血にこだわるものですから。そして、血にこそ『力』が宿るものですから」


　少女は言う。


　努力も才能も、何百年と横たわる『血』には敵かなわない。知識も経験も関係なく、魔法使いとして生まれる優性種エリートの世界。


「……だから、彼は証明したいのでしょう。オズワルド・レン・メイザース亡なき今、アスモダイを喚かん起きし、支配できたなら、彼の血統は〈協会〉も認めざるを得なくなります」


「〈協会〉が……」


「ええ、希少な血統は少々の犯罪も無視して保護されますもの。そうなれば、新たな魔術すらも開かい陳ちんされるでしょう。分かりますか、イツキ？　命も道徳も、神秘の前には何ほどのこともないのです。少なくとも、私たちはそういう世界に生きているのです」


「…………」


　アディリシアの言葉に、いつきは何とも言えぬ息苦しさにかられた。


　これまでにも、見てきて、聞いてきた現実ではあった。


　なら、魔法使いとはなんなのだろう。


　自分は──伊庭いつきは──その世界に、どう踏ふみ込めばいいのだろう。


　思考の最中さなか、その瞳ひとみが、急に上を向く。


　同時、天井近くを、ひらべったい影かげが躍おどった。


「──フォルネウス！」


　巨きよ大だいなギンザメの身体からだが舞まい、獰どう猛もうな牙きばが降り落ちる。ひよわな人間など、その前には紙し片へんにも等しい。いかに魔女といえど、アディリシアの身体は単なる常人でしかなく、伊庭いつきなど言うにも及およばない。


　だが、今度は──


「アディリシアさん！」


「ええ！」


　いち早く、その瞳でフォルネウスを発見した少年の叫さけびに、アディリシアが応こたえた。


　そう。


　手は、あったのだ。


　胸から下げたソロモンの五ご芒ぼう星せいを掲かかげ、少女は高く呼ばう。





「退去せよ！」





　今回が、前の事件の裏返しだというなら──方法も、今一度同じ。


　喚起が出来るのならば、当然、その退去も叶かなう理り屈くつである。後は、単にクライヴ・ローランドとアディリシア・レン・メイザースの呪力の比べ合い。橋の戦いで使えなかったのは、単に少女が冷静さを欠いていたために過ぎない。


　そして、いつきの瞳があれば、そうそう不意打ちにかかることもない。この場面にあって、ふたりの能力は互たがいを補い合っていた。





「退去せよ！」





　もう一度、満まん腔こうの自信をもって、アディリシアの呪文スペルが叩たたきつけられる。


　たちまち工場を泳ぐギンザメが姿を薄うすれさせ、ふたりが会心の笑えみを浮うかべた。


　しかし。


　搔かき消えたフォルネウスの呪じゆ力りよくは、工場の奥へと煙けむりのように吸いこまれていった。


「──なっ？」


「ど、どういうことですの！」


　動どう揺ようし、ふたりが目を剝むく。


　顔を見合わせ、吸い込まれた呪力を追ってすぐに、ある臭しゆう気きが鼻び孔こうをついた。


　きつい、香インセンスの匂におい。


　その向こうで、ある人影が声を放った。





「──我、訴え、喚起せん（I do invocate and conjure thee）」





　クライヴ・ローランド。


　朗々と、隻せき腕わんの魔ま法ほう使つかいは儀ぎ式しき場で歌い上げている。


　工場中の魔法円が、ソロモンの三角が、真しん鍮ちゆうの容器が、すべて反応し合い、絶ぜつ妙みように干かん渉しようし合い──火をいれられた燃焼機関エンジンのようにぐるぐると回り続け、呪力を循じゆん環かんさせていく。


「クライヴ、あなた──」


「フォルネウスが、お前に対たい抗こうできるとは思っていなかったよ、ソロモンの姫ひめ」


　魔法使いは言う。


　そうしながら、詠えい唱しようを続けていく。


「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii,Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the Chief Prince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」


　呪文スペルとともに、クライヴは語る。


　ふたつの声帯をばらばらに震ふるわせ、詠唱と会話とを可能にする技術は、放ほう浪ろう時代に盗ぬすんだ秘術であったろうか。


「だけど、分解された呪力は、この儀式に使える。仮にも、七十二の魔神が一柱となれば、儀式の呪力と代だい償しようを同時に満たせると思わないか？」


　対策を織り込み済みだったのは、向こうも同じ。


　フォルネウスの犠ぎ牲せいをもって、さらなる魔術の土ど壌じようにするという──蠱こ毒どくのごとき発想。


「そんな……！」


　アディリシアには、想像もできなかったろう。純じゆん粋すいにソロモン王の魔術を極きわめた少女だからこそ、そんな外れた思考をできるはずもない。


　魔神のために、魔神を犠牲にするなど──！


「O THOU wicked and disobedient Asmody, because thou hast rebelled, and hast not obeyed nor regarded; they being all glorious and incomprehensible……」


　びりびりと、空気が震える。


　いや、空気ではない。


　震えているのは、呪力だった。


　震えているというよりも、怯おびえているような感覚だった。世界そのものが、今ここに生まれつつあるものに、怯えているような……


「まさか……」


　いつきが、戦おののきの声をあげた。


「──我が手にあるソロモンの五芒星を見よ（Behold the Pentacle of Solomon which I have brought here）！　されば、汝なんじ、王の御み名なにおいて我が命に従うべし！」


「やめなさい──！」


　そして、アディリシアの悲鳴よりも、


「俺は、あなたを超こえるぞ。ソロモンの姫」


　クライヴの唇くちびるが、笑みのカタチに引き裂さける方が早かった。





「──来たれアスモダイ！　七十二の軍団と、十八の悪あく霊りようが仕える、至高の女王よ！」





　呪力が集つどう。極度に圧縮された『力』がアッシャー界現実を汚お染せんし、ありえぬモノを顕けん現げんさせる。


　喚かん起きは、一いつ瞬しゆんで終しゆう了りようした。


「…………」


　いつきの胸むな元もとで、護符タリスマンが音をたてて砕くだけた。





　　　　６




　それは──美しかった。


　女という姿の、概がい念ねんの理想型。


　洋の東西や歴史の変へん遷せんなど、そんな些さ細さいな審しん美び眼がんの変化など、それには関係ない。どこにあろうが、誰だれであろうが、それこそが美の究極であると認めざるを得まい。


　たとえ、それが魔神であっても。


　美び貌ぼうの右と左に、雄お牛うしと雄羊の頭が生えていても。口元から赤い炎ほのおを蠢うごめかせていても。腰こしのあたりからは長い蛇へびの尾おを伸のばしていても。


（怖こわさも……麻ま痺ひしちゃうのかな）


　いつきは、その魔ま神じんを前に、放心していた。


　極限の痛みが神経をブロックしてしまうように、恐きよう怖ふも感じられなくなるのだろうか。


　護符タリスマンが砕けたというのに、右目も痛まなかった。凄すさまじい呪じゆ力りよくだけははっきり視みえるのだが、逃にげようとかどうとか、まるで考えられなかった。


　身体からだが石のように固まり、指一本も動かず、視線だけが魔神から離はなれない。


　魅み入いられたとは、こういうことなのだろうか。


　クライヴが、片手を広げてよろよろと歩み寄る。


「アスモ……ダイ……」


　歓かん喜きと陶とう酔すいとがぐちゃぐちゃに混じった顔だった。感情が限度を超えすぎて、人間の表情では表せなくなったようにも見えた。


　足元の魔法円を、踏ふみ越こえた瞬間だった。


　美女アスモダイの手が、薙なぎ払はらわれる。


「──クライヴ！」


　アディリシアの声が、届いたかどうか。


　しばらく、男は信じられない風な顔をしていた。ゆらゆらと酔よったみたいに足元が揺ゆれ、コンマ数秒遅おくれて、何かを喉のど元もとから迸ほとばしらせた。


　鮮せん血けつ。


　無む惨ざんとも言えた。


　人生最高の成功から、最悪の失敗までの転落。ぱっくりと割れた喉を押さえ、声にもならぬ絶ぜつ叫きようをあげて、クライヴは床ゆかへと倒たおれ込んだ。


「……当然……ですわ」


　乾かわいた声が、少女の口からこぼれる。


「喚起に……あれだけ独自の魔術思想を持ち込んだのですもの。支配にも、新しいやりかたが要求されます。──でも、クライヴのあれは喚起だけが新しくて……支配はソロモン王の魔術そのままでしたわ」


　つまり、それも必然の結果。


　世界中を放ほう浪ろうし、独学でソロモン王の魔術に迫せまろうとしたものの末路。新しい血統を樹立しようとした魔法使いの野心は、ここでピリオドを打たれた。


　だが、アスモダイは止まらない。


　哀あわれな魔法使いの末路など、魔神の知ったことではない。


　魔法使いを踏みにじり、本能のまま、目についたものを殺さつ戮りくする。ソロモン王の魔術を志すものが常に覚かく悟ごする死。クライヴもアディリシアも何度だって教えられ、魂たましいの奥底にまで刻んできた最さい期ご。


　そのことが、逆にアディリシアの意識を覚かく醒せいさせた。


　ソロモンの五ご芒ぼう星せいを手に取り、叫さけぶ。





「退去せよ！」





　だが。


　アスモダイの身体は、一瞬かすかに薄うすれたきりで、すぐ元に戻もどった。





「退去せよ！　退去せよ！　退去せよ！　退去せよ！」





　続けて叩たたきつけた退去の命令コマンドも、ことごとくが弾はじかれた。


　アスモダイの強固過ぎる霊エーテル体が、アディリシアの呪力をも拒きよ絶ぜつしているのである。もとより、アディリシア自身が看破したように、独特の方法によって喚起された魔神である。正統の退去が通じるわけもない。


　アスモダイは、ゆっくりと歩いてくる。


「…………」


　口は開かない。


　人間以上の思考能力を持ちながら、くくられた霊エーテル体は自じ我がという概がい念ねんを持たない。どこまでも自動的に、どこまでも無感情に、嵐あらしか地じ震しんといった自然災害のごとく人の命も心も摘つみ取る。


　そういうモノを、人間ひとは古代より、神とも悪魔とも呼んだ。


　す、と腕うでがあがった。


　いとも容た易やすくクライヴの喉を裂さいた、魔神の爪つめ。その一いち撃げきに対応できる魔術など、ソロモン王の魔法にはない。まして、あらゆる魔神との契けい約やくを解消されたアディリシアなら、なおさらだ。絶望というよりも、それは確信。


　だから、せめて、見届けようと思った。


　自分に降り落ちる死を、最期の一いつ瞬しゆんまで見み極きわめようと。


　しかし、アスモダイの手刀が降り落ちる寸前、自分とさして変わらない、誰かの背中が割り込んだのだ。


「イツキ！」


　カラン、と。


　そこらで拾ったらしい鉄パイプが、あっさり斜ななめに断たたれる。


　その軌き跡せきの延長上で、ずっぱりと、いつきの腕も裂けた。スーツの生き地じなど紙よりも簡単に斬きり飛ばされ、その内側の肉さえも露ろ出しゆつしていた。


　一瞬遅おくれ、ぶしゅっと周囲を染める鮮血。


「イツキ──っ!!」


　まるで、自分自身が裂かれたような悲痛な声で、アディリシアは叫んだ。





　　　　＊





「イツキ──っ!!」


　叫びを背中で聞きながら、いつきは横に跳とんだ。


　魔神アスモダイの注意を、自分へと向ける。それだけでよかった。アディリシアさえ無事なら時間は稼かせげる。いや、そんな思考も関係なく、ただ身体からだだけが動いてしまっていた。落ちていた鉄パイプを拾って、ふたりの間に割り込んでいた。


　無論、そんなものは、何の役にもたたない。


　いとも容易く斬り飛ばされ、二の腕に熱いものが走る。痛みよりも、熱の方がずっと強かった。


　しかも、熱は少年の内側からもこみあげていた。





【──見ろ。視みろ。観みろ】





　右目が、訴うつたえる。


　激しい熱を渦うず巻まかせながら、眼帯を退しりぞけんと叫び続ける。


　それを、必死で抑おさえる。


「……ち、がう」


『その目と、ともにあれ』


　隻蓮の言葉が、思考を明めい滅めつする。


　右目に支配されるのではなく、右目とともに闘たたかう。


　そうでなければ、たかが二ヶ月の修しゆ行ぎようしかしてない自分が、魔ま物ものに抗あらがえる道理もない。


　だから。


　眼帯を押さえつけながら、伊庭いつきは呪じゆ力りよくの流れを読む。


「…………かっ、は！」


　脳のう細さい胞ぼうが、泡あわ立だった。


　右目から頭にかけてが、沸ふつ騰とうした。


　まるで、眼球だけを電子レンジにでもかけられているようだった。


　右目の意思を抑えこみ、その能力だけを得ている代だい償しよう。


　だが、それだけの苦痛を味わいながら──それでも、眼帯を取ったときとは、呪力の解読精度が比べものにならない。


　あのときの自分なら、敵の細胞のひとつずつだって視極めるだろう。


　今は、ひどくあいまいな蜃しん気き楼ろうを視ているようなものだ。


　かろうじて、大おお雑ざつ把ぱな軌き道どうだけは読み取れる。隻蓮に教わった足さばきで、その軌道から身をかわすことはできる。


　……だが、それだけだ。


　あまりに大雑把過ぎる回かい避ひでは、後が続かない。


　一撃はかわせても、二撃、三撃と続けられれば体勢は崩くずれ、足取りは無様によじれていく。


　そして、一度でもまともに食くらえば、少年の命などいとも簡単に消し飛ぶのだ。


（それ、でも……）


　それでも──！


　知覚する／計算する／測定する／検証する／照査する／検分する。右目だけに奪うばわれぬよう、ありとあらゆる感覚神経を動員して、いつきは立ち向かう。


　魔神アスモダイの三つ首の内、雄お牛うしの口が大きく顎あごを開いた。


　炎ほのおの吐息ブレス。


　コンクリートが溶とける。熱量が高すぎて、溶けるというより抉えぐるという方が近い。硝子ガラス状のつるつるのクレーターになった床ゆかを避さけ、いつきは跳はねた。


（────！）


　いつかの鎧よろい武者のときの、再現。


　無心。


　鋭するどい魔ま爪そうの外側から、勝手に左手がさばいた。螺ら旋せん運動をもって、軌道をほんの一度だけずらし、その間かん隙げきに足を踏ふみ込ませる。


　震しん脚きやく。


　──鑽さん拳けん！


　アスモダイの頭部を、右手が穿うがつ！


　完かん璧ぺきな手て応ごたえをいつきは感じた。相手の身体の裏側までも突つき抜ぬける感かん触しよくだった。


　なのに。


　魔神は小こ揺ゆるぎさえしなかった。


　蠅はえでも追うみたいな、つまらなげな視線で、少年を睥へい睨げいする。





　ドン！　と。


　大たい砲ほうでも撃つような音を轟とどろかせて、伊庭いつきの身体からだが吹ふっ飛んだ。





　　　　７




　……少年が意識を失っていたのは、ほんの数秒だった。


「──イツキ、死ぬつもりですの！」


「……あでぃりしあ、さん？」


　瞼まぶたを開き、片言で呟つぶやいた少年の胸むな元もとを、アディリシアは懸けん命めいに握にぎりしめた。壁かべまで吹っ飛ばされた少年の身体は、かろうじて原形をとどめている。肋ろつ骨こつの一、二本は折れたかもしれないが、それで済んだなら、最高レベルの幸運というものだろう。


　いや。


　いつきが生きていることは、奇き跡せきにも等しい。


　呪力を見切る少年の瞳ひとみと、隻蓮の修しゆ行ぎようで受けた寸止め特訓の成果。


　そして、もうひとつ。


　まだ、アスモダイが本気でないからだ。


　喚かん起き儀ぎ式しき自体が外げ法ほうだったためだろう。アスモダイの状態は完全ではない。自分の能力を分かっていない節もある。だから、あれだけ無む駄だが多く、人間ひとりを殺すには巨きよ大だいすぎる能力を持て余している。今だって、襲おそいかかれば瞬しゆん時じにひねりつぶせるだろうに、そうしない。


　しかし、いつかは我を取り戻もどす。


　そして、魔神は喚起の代償を求めるだろう。すなわち関かかわったもの全員の──いつきやアディリシアも含ふくめた死だ。


　つまり。


　いつかは、皆みなが死ぬということ。


　──伊庭いつきが、アディリシア・レン・メイザースのせいで。


「────っ！」


　そう思うとアディリシアの視界が真っ赤に染まった。絶望よりもずっと嫌いやなものが、胸にのたうちまわった。


　そんな葛かつ藤とうの中、


「糸が……」


　いつきが拳こぶしを持ち上げ、不思議そうに言ったのだ。


「糸？」


「う、うん。今拳を当てたところと、あの化け物とが。なんかつながってるから」


　つう、と見えない線をたどるように、人差し指を持ち上げる。衝しよう撃げきで脳がやられたような発言ではあったが、アディリシアの瞳は別の光を宿らせた。


「……本当ですの？」


「え……あ、うん」


（だったら……）


　アディリシアの脳のう裏りを、ある想像が巡めぐった。


　少し考えた後、まるで茹ゆだるように、少女の胸元から額までが真っ赤に染まった。


「アディリシアさん？」


　訊きいたいつきの前で、少女は硬こう直ちよくしていた。


　数秒して、これはひどく真しん剣けんな表情で、頭を下げる。


「失礼、させていただきますわ、イツキ」


「へ？」


　強く、唇くちびるを嚙かむ。


　しとどに血を溢あふれさせ、なんとアディリシアはいつきに口づけたのだ。柔やわらかな唇とともに血の塊かたまりを押し込み、ごくんといつきが飲み込むまで、離はなさなかった。


「な、ななななななななんなななナナナナナななな、にを──！」


　やっと解放されたいつきが、首どころか、身体全体をぐらぐらと揺ゆらしながら、酩めい酊ていしたみたいに壁をずり落ちる。


「ご、誤解しないでください！　あたしとイツキとで糸パスを通しただけです！」


「ぱ、ぱぱ、糸パス？」
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　確かに、視みえた。


　自分とアディリシアの間に、アスモダイの間と同じような、半はん透とう明めいの糸がつながっていた。


「これ、って──」


「魔ま術じゆつのラインです。私の血をいつきに流し込んだことで、一時的に感かん染せん魔術として成立させてますの。接せつ吻ぷんは、ぎ、儀式のひとつですもの」


　赤くなって、唇を拭ぬぐいながら、少女が言い訳する。こちらもいつきと同じだが、どうにか狼ろう狽ばいを抑おさえ込んでいる感じだ。もっとも、針でつんとつつけば、爆ばく発はつしてしまいそうなぐらいの紙かみ一ひと重えではある。


　そして、うってかわって真ま面じ目めな顔になった。


「これから、ひとつ、ひどいことをお願いします」


　と、アディリシアは告げた。


　その内容も聞かず、


「いいよ」


　と、いつきは淡あわく笑ったのだ。





　　　　＊





　アスモダイは──人間の言葉で言うなら──放心していた。


　もとより自じ我がは持たないモノだが、より原初的な魔神の本能もどこか欠けている。だから、自分の『力』も存在もよく分かっていない。こんな工場ぐらい、その気になれば片手で消し飛ばせる気もするのだが、その方法となるとはたと忘れてしまっていた。


　今は、思い出しかけている。


　少しずつ、少しずつ、甕かめに水がたまるようにして、自分への認にん識しきが深まっていく。


「…………」


　急に、振ふり返った。


　そこに、さきほどの少年が立っていた。膝ひざが震ふるえている。顔は真っ青でガチガチと奥歯は嚙み合ってない。


　自分を怖こわがっていることはなんとなく分かった。


　だけど、怖がっているのに向かってくる、この生物は何なのだろう？


　また、分からなくなる。


「あああああああああああっ!!」


　分からないアスモダイへ、少年が迫せまる。


　反射的に繰くり出した爪つめを、ぎりぎりでねじり落とす。


　瞬しゆん間かんに踏ふみ込み、交叉法で拳こぶしを打ち込む。


　当たった感かん触しよくはあった。


　しかし、赤ん坊ぼうのパンチを受け止めたように、魔神は何の痛つう痒ようも感じない。それなりの拳ではあったが、もとより達人の一いち撃げきだったところで、この魔神を傷つけられるはずがないのだ。


　分かっているだろうに、少年は今度はかまわなかった。


　ひたすらに、繰り返す。


　魔神の爪をさばき、炎ほのおを避さけ、ピエロの綱渡りタイトロープのように戦い続ける。





　　　　＊





「ひとつだけ……あなたを見習わせていただきますわ」


　倒れ伏ふしたクライヴを見て、アディリシアは近くに置いてあった聖油と水を取った。


　聖油を撒まき、水の線を引く。


　そうして、工場中の魔法陣じんと、改めて糸パスを通す。


　刹せつ那なで魔法円の意味が書き換かえられ、新たなカタチに上うわ塗ぬりされる。聖油と水を撒かれた内側が結界となり、たちまちアディリシアへ従属する。


　この場は、アディリシア・レン・メイザースの工こう房ぼうと変わる。


「……こちらは、完かん了りようですわね」


　小さく息をついた。


　そして、なんとかアスモダイを凌しのいでいるいつきを見て、思う。


（あの破は戒かい僧そう、なんてことをイツキに教えたの……っ！）


　いつきの覚えた型を、五行拳という。


　五行とは、中国の思想による、世界の構成要素だ。


　すなわち、木行、火行、土行、金行、水行。世界はこの五つによってできあがっている。いつきがやって見せた拳は、自分がその五行のいずれかであるという、そんな思想が込められた型だったのだ。


　武術であれば、そこまでの象しよう徴ちようにすぎない。


　だが、魔術においては、まったく別の意味が発生しうる。


（……呪じゆ力りよくが、イツキの身体からだを巡めぐってる）


　ひとりの人間が、無心となって五行の拳を使い分けたその果てに──少年の身体は、ごく自然に呪力を巡らせるようになっていたのだ。


　言うなれば、生ける魔法円。


　もっとも、普ふ通つうなら、これほど素す直なおに呪力が通らない。


　余計な魔術を知らず、逆に魔術からの影えい響きようは受けやすいいつきの体質だからこそ、こうもはまったと言える。魔神の呪力を受け、糸パスをつなげてしまったのも、その結果であった。


　だから──





『ここで……アスモダイの再さい契けい約やくを行います』


　そう、アディリシアはいつきに告げたのだ。


『──今、アスモダイとあなた、私とあなたとの間には糸パスがつながっています。あなたを仲ちゆう介かいし、私とアスモダイの間で直接糸パスを結べたなら、少しぐらい無理な構成でも契約は成立します！』


　だから、アディリシアは、もう一度アスモダイと戦えと口にした。


　それは、自殺しろと言うにも等しい。そのことが分かっていて、いつきは受けてくれたのだ。





（…………）


　思考を閉とざす。


　魔法円の内側で、アディリシアは呼吸を整える。


　魔術の基本にして、奥おう義ぎ。


　いつきに通した糸パスを意識しながら、少女は無意識のさらに底へと自分を沈しずめていく。


「…………ひゅううぅ……」


　重なっていく。


　いつきと、アディリシアの呼吸。


　アスモダイと戦ういつきを、少女は自分の身体のように理解できる。


　今、アスモダイと戦っているのは、どちらでもあり、どちらでもなかった。


　アスモダイといつきが戦うことは、アスモダイとアディリシアが戦うことでもあり、互たがいの呪力と魂たましいを交かわす儀ぎ式しきでもあった。


　いつきが戦うように、アディリシアは呪文スペルを唱える。


　アディリシアが詠えい唱しようするように、いつきは拳を固める。


　どちらも、同じこと。


　同調を深めていけばいくほど、互いの状態は両方に反映される。今、いつきが致ち命めい傷しようを負えば、遅おそからずアディリシアも死ぬだろう。


　むしろ、そのことにアディリシアは深く安あん堵どした。少年が死んで、自分だけが生き残るなど、どうあっても耐たえられない事こと柄がらだった。





　アスモダイが、襲おそう。


　いつきが、懸けん命めいにさばく。





（──今！）


　その儀式をもって、アディリシアは叫さけんだ。


「Behold thy confusion if thou refusest to be obedient!　Behold the Pentacle of Solomon which I have brought here before thy presence!　Behold the person of the exorcist in the midst of the exorcism; himi who is armed by God and──」


　美しい呪文スペルが流れる。


　神の権けん威いを借り、七十二の魔ま神じんを従わせんとする古代の契約。


　それを今、アディリシアは自分なりのカタチに置おき換え、いつきとの糸パスを通して同調させていく。





（──今！）


　その『声』を、確かにいつきは聞いた。


　思念。


　踏ふみ出す。


　死も生も忘れて、生来の臆おく病びようも弱気も塗ぬり替かえて、三体式の構えから突つっ込む。


　半歩だけ。


　ねじりあわせた両手が、アスモダイの視界を塞ふさぐ。同時、持ち上げた右の手刀を全身全ぜん霊れいをもって降り落とす──！


　劈へき拳けん。


　一いつ瞬しゆん、衝しよう撃げきと呪じゆ力りよくが突き通るのを感じた。


　だが、同時に、体勢が崩くずれた。


　反転、少年の心臓へと突き立てられるアスモダイの爪つめ──！





「従え！」





　絶ぜつ叫きようが、工場に迸ほとばしった。


　すでに、詠唱ではなかった。


　アディリシアが、自分の全存在をもって、工こう房ぼうから奪うばい取った呪力そのものだった。


　その呪力は一気に糸パスを逆流し、伊庭いつきの身体からだを通過し、三つ首の魔神をも叩たたき伏ふせた。


「…………っ！」


　届いたか、どうか。


　極度の呪力によって、一時的に目の神経もやられた。それでも、アディリシアは身じろぎひとつせずに、ただ待った。


　やがて、視界が復活していった。


「……アスモダイ」


　確信をもって、アディリシアは呼びかけた。


　その少女の前で、アスモダイが膝ひざを屈くつしていた。


「私の、言うことが分かる？」


　ひとつ、魔神がうなずく。美女と雄お牛うしと雄羊と、三つの首が残らず肯こう定ていした。


　その従順さは、疑うべくもない。


　ソロモンの五ご芒ぼう星せいを掲かかげ、もう一度、アディリシアは唱えた。


「O thou Asmody, because thou hast diligently answered unto my demands, and hast been very ready and willing to come at my call, I do here licence thee to depart──」


　退出の許可。


　ソロモン王の名をもって、魔神に与あたえるアッシャー界現実からの帰き還かん許可。これもまた、アディリシアがこの場でアレンジした構成だった。





「退去せよ！　アスモダイ！」





　言葉よりも、呪力が魔神へ意思を伝えた。


　その一瞬後には、幻まぼろしのように、アスモダイの姿は消えていた──





　　　　８




「終わった……の？」


　大の字に横たわったいつきが、ぼんやりと薄うす目めを開けた。


　最後の劈拳の後、体勢を整えきれず、工場の床ゆかに倒たおれてしまったのである。ついでに後頭部をぶつけてしまい、ぷっくりとたんこぶができつつあるのが実感できる。なんとも締しまらない結末ではあった。


「一応は」


　アディリシアが微び笑しようし、答えた。


「ただ、もうひとつやることは残ってますわね」


　すっ、と視線を横に流した。


　すると、うずくまっていたクライヴが、身をもたげたのだ。


「あ……」


　喉のど元もとからの出血は、かろうじて止まっていた。頸けい動どう脈みやくを裂さかれるほどではなかったのである。魔神が攻こう撃げきを止めたのは、魔法使いが意識を失ったからに過ぎなかった。


「俺、は……」


　かすれた声で、クライヴが後ずさりする。


　魔ま法ほう使つかいにとって、裏切りは死だ。


　まして、アスモダイを統すべたアディリシアに逆らって、どれほどの意味があるだろう。


　だが。


「どこへなりと行きなさい」


　と、アディリシアは手を振ふった。


「でも、二度とソロモン王の魔術を使うことは許しません。お父様についての暴言も許しません。それが破られたなら、その夜の内には魔神が現れると思いなさい」


「あ……ア……」


　隻せき腕わんの魔法使いは、後ろも見なかった。喉元を押さえ、這はいずるようにして、工場から駆かけ出していった。


　気配が無くなったのを確かく認にんしてから、


「これで……いいのですわね」


　ぐら、と少女の身体が揺ゆれた。


　その背中を、あわてて立ち上がったいつきが支える。


「──ありがとう、イツキ」


　背中に少年の温かみを感じながら、アディリシアは礼を言った。


「何も、してないよ」


　はにかむ風に、いつきが小首を傾かしげる。


　それから、


「訊きいて……、いいかな？　いや、あの！　悪い質問だったら、答えなくても全然かまわないんだけど！」


「何？」


　促うながされて、少しの間をおいてから、いつきは訊いた。


「アディリシアさんは……何を捧ささげたの？」


　一いつ瞬しゆんだけ、見てしまったのだ。


　アディリシアと同調した結果だろう。魔神についての知識が、今のいつきにはいくらか残っていた。


　すなわち──魔神と契けい約やくしたものは、必ず代だい償しようを捧げる必要があるということ。あのクライヴが片かた腕うでを捧げてしまったように、アディリシアもまた何かを捧げたはずであった。


　答えは、一言だった。


「未来ですわ」


　と、少女は躊ちゆう躇ちよなく告げたのだ。


「私の未来の一瞬までも魔法のために使うことを、私は彼らに誓ちかっています」


　魔法使いであること。


　魔法使いであろうとすること。


　最初から、その決意を少女は済ませていた。その決意ゆえに、誰だれよりも誇ほこらしく、誰よりも強くあったのだった。


「──ああ」


　いつきの口から、呟つぶやきがこぼれる。


　そこにいるのは、魔法使いだった。


　たとえ魔法が使えなかろうが、そんなことは一筋も関係無く、アディリシア・レン・メイザースは本当の魔法使いだったのだ。


　だから、信じられる。


　魔法使いは、ただ歪ゆがんだだけのものではない。


　少なくとも、伊庭いつきはそう信じる。そう信じている。そう信じていられる。


「…………うん」


　徐じよ々じよに、少年の表情を温かなものが満たしていった。





　それは──振り返ったアディリシアが思わず見とれてしまうほどに、優やさしい微笑だった。
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　アディリシアの〈ゲーティア〉出張日誌２





　……また、ここに書くことになるとは思いませんでしたわね。


　アディリシア・レン・メイザースです。


〈アストラル〉の業務──ではありませんけれど、首領のイツキをお借りしましたから、この日記にも書いておきますわ。


　このたび、〈ゲーティア〉で起きていた不ふ祥しよう事じは、すべて解決いたしました。


　仮死状態に陥おちいった徒と弟ていの回復。新しい人材配置。再度、不祥事を起こさぬための対策。いくつかについては〈アストラル〉の方にも書面を差し上げます。また、ご迷めい惑わくをおかけした他の方々にも、深くお詫わび申し上げます。





　ただ、今になって思うのですけれど。


　お父様の……オズワルド元首領の残したものは、思ったより大きかったのかもしれません。


　単に、アスモダイや四柱の魔ま神じんというだけではなく、もっと本質的な意味で絡からみ合っているような──今、私がここにいることさえ、偶ぐう然ぜんではなかったような……


　むむ？


　ふん、分かってますわ！　穂ほ波なみの言いそうなことですもの。魔法使いに偶然なんてものはありえません。ええ、今いま更さらイツキが書いているようなこと──魔術は自分の内側から摑つかみ取るなんてのは、魔法使いにとっては常識です。


　世界は自分。自分は世界。


　だからこそ、魔法使いはとっくの昔に世界を征せいしているのです。





　それと……


　えっと……あの……その。


　な、なんでもないことなんですけれど！


　き、緊きん急きゆう事態だったんですから！　魔術として必要な、ただの儀ぎ式しきだったのですから！


　だだだから、あのことは、早くイツキも忘れて──ああいえ忘れないで──忘れないでほしいけど忘れて──ああもう！　と、とにかく気にしないでくださいませ！


　それだけです！




Adilisiaアデイリシア＝lennレン＝Mathersメイザース












魔法使いとソロモンの絆




　　　　１




　──それは、もう八年も前のことだ。





　イギリス・首都ロンドン。


　霧きり深いメイザース家の屋や敷しきの前で、ダフネはあるふたりと出くわしていた。


「よう、ダフネ。お前はこれからか」


「……ガラ」


　ダフネの眉まゆがひそめられる。


　ラテン系の好青年という顔立ちが、あまりダフネの気にはくわなかった。


　軽けい薄はくというか、浅せん薄ぱくというか、魔ま術じゆつの深しん淵えんとはほど遠く思える。少なくとも、当時のダフネにはそう感じられたのだ。


「どうしたどうした？　ようやく首領にお目通りがかなって緊きん張ちようしてるのか？　なんなら今からちょっとほぐしてやろうか？」


　馴なれ馴れしく、肩かたに触ふれてくる。


　軽くその手をつっぱねようとしたら、別の手が先に止めてくれた。


「そういう冗じよう談だんは好かない」


　これは、クライヴ・ローランドだった。


　いつも通り、だらんと垂れたローブの上に陰いん気きな表情が乗っかっている。どうかすると、幽ゆう霊れいか何かに間ま違ちがわれそうだ。


　ガラとは好対照で、これでふたりの気が合うのが不思議でもあった。


「気が合ってるんじゃない。単に行き場所が同じだけだ」


「それだけは同感だな」


　不満顔と仏ぶつ頂ちよう面づらで、互たがいにうなずき合う。


　そして、すぐ──これはダフネもそろって──吹ふきだした。


　全員、〈ゲーティア〉の徒と弟ていであり、数ヶ月前に入信儀礼イニシエーシヨンを終えたばかりだった。


　魔術を志すとは、すなわち常識の外に踏ふみ出すということに他ほかならない。身も心も、いや魂たましいさえも捧ささげてやまないという、人として外れた行こう為いの結けつ晶しようだ。


　だが、今ダフネたちの間にあるのは、むしろ清すが々すがしいものだった。


「小学校エレメンタリー・スクールの部活から、なんでか同じのばっかり選せん択たくしてたけどな。まさか、魔術結社まで同じとはうんざりする」


「家系が〈ゲーティア〉に連なる以上、当然だろう。これまで考えもしなかった脳の方に同情するが」


「はん、そーいうつまらない考え方がうんざりするっての」


　軽口をたたき合う。


　どうやら、このふたりは、こういう悪口がないと始まらないらしい。妙みように生き生きしたやりとりが、当時のダフネには物もの珍めずらしく、つい唇くちびるを押さえて笑ってしまう。


「まあ、私の顔に免めんじてそれぐらいにしておいて。──遅おくれると、お嬢じよう様さまにも怒おこられてしまいますから」


「ん、姫ひめ様さまにも会うのか？」


　ガラが、長い首を傾かしげる。


　姫様とは、首領の娘むすめのあだ名であった。


「ええ。オズワルド様から、そう言われてます。私は、お嬢様付きの家令になるようです」


　魔法使いは、その多くが表向きの顔として、別の職業を持つ。


　メイザース家であれば、名門貴族として、また一流投資家として名高い。昨年、女手ひとつで育ててくれた母を失ったダフネへ、〈ゲーティア〉はそういう道を示してくれたのだ。


「まあ……一応出世ってことか」


　頰ほおを搔かいて、ガラが片目をつむった。


「姫様の機き嫌げんを損そこねないようにな。なかなか、おしゃまさんらしいし」


「はい。ありがとうございます」


　一礼し、メイザース家の門をくぐっていく。


　その背中を、声が叩たたいた。


「後で、何か食べようぜ。全員、入信儀礼イニシエーシヨンを通った祝いにもな！」


「だったら、『ブルーノ』でアイリッシュ・コーヒーをおごって」


　行きつけのカフェの名前を告げて、ダフネは微笑ほほえんだ。


　胸の中の、ちりちりした気持ちを我が慢まんしながら。








　豪ごう奢しやなロビーに通された後、十分待つように指示された。


「…………」


　息を潜ひそめて、ダフネは視線を落とした。


　服から露ろ出しゆつした肌はだが、妙にぴりぴりした。


　魔法使いの屋敷とは、多くが外敵への砦とりでとしての意味もそなえる。


　メイザース家の屋敷も例外ではなかった。空気にはエーテルと呪力が混じり、縄なわ張ばりを荒あらす侵しん入にゆう者しやに対して、今かすかな緊張感を露あらわにしているのだった。


　大したことではない。


　魔ま術じゆつでなくとも、他人の敵意には慣れていた。それが殺意と名前を変えることも、ダフネの人生にはよくあることだった。もっとも、オズワルド・レン・メイザースに殺意を抱いだかれるようなことがあれば、ダフネごとき見習いでは抵てい抗こうもできず野垂れ死にするしかないだろうが。


　何より、彼女にとっての問題は──もっと別にあった。


　すぐに、吹き抜ぬけの上階から、現当主オズワルドが姿を現した。


　それと、もうひとつ。


「お、お父様、ちょっと待ってくださいですの！」


　ぱたぱたと、螺ら旋せん階段をお嬢様が下りてくる。


　その姿に、ダフネは目を奪うばわれた。


　あでやかに翻ひるがえる縦ロールの金きん髪ぱつ、最高級の宝石みたいに好こう奇き心しんをきらめかせた翠みどりの瞳ひとみ。まだ八歳かそこらだろうに、あまりに完成されすぎた貴族としての立ち居い振ふる舞まい。


　美しいが、美しいというだけでなく、ダフネは茫ぼう然ぜんと立ちつくしたのだ。


「この方が、お父様の新しい徒弟？」


　うわあ、とお嬢様は自分をしげしげ見やる。


　特に、髪かみと瞳を。


（…………）


　今度こそ、突つき刺さされたように胸が痛んだ。


　何を言われるのも覚かく悟ごしているつもりでいた。道どう化けだろうが、何だろうが、平然と演じられる自信があった。


　でも──このお嬢様に、この姿の少女に言われるのだけは──


「私、は……」


　声が、自然と漏もれた。


　抗こう弁べんなど許される立場ではないと知りながら、そうなるのを止められなかった。オズワルドの冷たい眼光を感じても、ダフネは自分を抑おさえられなかった。





　だけど。





　お嬢様は──アディリシア・レン・メイザースは、そのとき、きらきらした目でこう言ったのである。


「すっごく素す敵てきですわ！　その白い髪と灰色グレーの瞳！　まるで冬の国の妖よう精せいみたい！」


「────！」


　それこそが、本当の魔法だった。


　何も特別な言葉じゃない。


　ほかの人にも同じようなことは言われたはずで、そのたびダフネは口先だけお礼を返しながら、ひどく醒さめた自分を感じていた。他人がどう思おうが、自分への劣等感コンプレツクスは変わらないと、皮肉な笑みを浮うかべていたのだ。


「あ……」


　だから、不思議だった。


　この少女の姿で告げられると、どうしてこんなにも心を震ふるわせてしまうのか、と。


「……あ、ありがとうございます、お嬢じよう様さま」


　膝ひざが折れた。


　まるで、長い旅の果てにようやく理想の主君を見つけた騎き士しのように、ダフネは跪ひざまずいていた。





　──ダフネにしてみれば。


　　　その出会いこそが、人生で最高の奇き跡せきだったのだ──





　　　　２




　そして、今。





　山門をくぐった竜りゆう蓮れん寺じで、ダフネはある少年と向かい合っていた。


　冬の風の中、汗あせばんだワイシャツの胸むな元もとを押さえ、少年はダフネを見上げている。


　年の割にあどけなさの抜けない顔だちで、身体からだのあちこちに絆ばん創そう膏こうや包帯を巻いていても、その印象は変わらなかった。ある意味では希け有うな素質といえるかもしれない。


　伊庭いつき。


　魔法使い派は遣けん会社〈アストラル〉の社長である。


「──ダフネ、さん？」


　驚おどろいた風に、少年が名を呼んだ。


　それは、そうだろう。


　こういう風に、ダフネが自分から少年を訪ねたのははじめてのことだ。今回だって、できれば単独での接せつ触しよくは避さけたかった。〈ゲーティア〉と〈アストラル〉の関係をこれ以上緊きん密みつにして、〈協会〉に勘かんぐられるのは避けたかったのである。


「申し訳ありません。いつき様の修しゆ行ぎようの邪じや魔まをしたくはなかったのですが」


　折り目正しく、それでいて余計な会話を省くように、頭を下げる。


　そのまま、単刀直入に用件を切り出した。


「いつき様、アディリシア様をお見かけにならなかったでしょうか」


　すると、少年はきょとんと首を傾かしげた。


「へ？　アディリシアさん？　今はイギリスでしょ？」


「やはり……こちらにも来ていませんか」


「──アディリシアさんが、どうかしたんですか？」


　不安を声に混じらせ、いつきが訊きく。


　そういうところも、魔ま法ほう使つかいには向かない。他ほかの結社の首領がいなくなったからって、どうしてこんな心配をする必要があるだろう。


　だから、


「いえ、余計なことを申しました。どうぞお忘れ下さい。──重ねて申し訳ありませんが、急ぎますので、このまま退出させていただきます」


　もう一度頭を下げて、ダフネは踵きびすを返した。


「あ、ちょ、ちょっと待ってください」


　背後の少年の声を無視して、長い石段を下りていく。


　下りながら、指輪を持ち上げた。


　十本の指には、それぞれ異なる指輪がはめられている。鉛なまり、銅、錫すず、鉄、銀、金──そして、それらと水銀を混ぜた指輪であった。


　今、ダフネが持ち上げたのは、左手中指の金の指輪だ。


　表面に、複雑精せい緻ちな魔法円が刻まれている。


　太陽の６の護ご符ふ。


　その指輪をもって、東西南北へと四つの五ご芒ぼう星せいを描えがく。


「御身、いと聖なるアドナイ、その聖なる王国と帝国、その王権が終わりなきものによりてペンタクルを御身の力によりて聖別し（O Most Holy ADONAI, whose Kingdom, Empire, and principality, remaineth and endureth without end.）──」


　続けた呪文スペルとともに、ふっ──と吐と息いきを吹ふきかけた。


　多分、いつきには自分が消えたように見えたはずだ。


「──ダフネさん?!」


　少年の声が、石段にむなしく響ひびく。


　……ソロモン王の魔術とは、単に魔神を呼ぶだけではない。


　土星、木星、火星、太陽、金星、水星、月。


　魔神に影えい響きようを与あたえるそれら七惑わく星せいから、直接力を汲くみ取ることも可能なのだ。魔神を喚かん起きできるほどの血統や才能が希まれなため、純じゆん粋すいな技術面だけでいえば、むしろこちらの護符魔術の方がより進歩している。


　今のは、太陽の惑星霊れいによる『姿隠かくし』であった。


（だけど……）


　ダフネは、唇くちびるを嚙かむ。


　今のアディリシアでは、この護符魔術さえ十分に扱あつかえない恐おそれがあった。あまりに巨大すぎる呪じゆ力りよくを持つがゆえに、あの主人の術は魔神に特化していた。


　そして、そんな状態であろうと、あの主人なら強くあってしまうのだ。


　自分にも連れん絡らくせず日本へ戻もどったというなら、主人の目的は他にないだろう。


（……復ふく讐しゆうと、奪だつ還かん）


　結社の首領として、誇ほこり高き魔法使いとして、アディリシア・レン・メイザースは報復するだろう。たとえ、それがどれほど無む謀ぼうな試みだとしても、少女がひるむことなど考えられなかった。


　だとすれば。


　アディリシアよりも先に、ダフネが見つけだすしかあるまい。


　七十二の魔神にあってさらに至上の四柱とされる──アスモダイを盗ぬすんだという、その魔法使いを。





　　　　＊





　ダフネのもとに、その連絡が届いたのは数時間前のことだった。


　──魔神アスモダイの喚起。


　七十二の魔神において、その契けい約やくの主幹となる四柱。その一柱へアディリシアがついに挑いどむと、ダフネは聞かされていたのだ。


　同時に、まだ早い、とも思っていた。


　かのオズワルドにしてからが、アスモダイに並ぶ四柱を喚起したのは四十歳にさしかかってからだ。アディリシアの天才をもってしても、わずか十六で成し遂とげられるかというと、さすがに疑ぎ問もん符ふを浮うかべざるを得なかった。


　だが、事態は、そんな予想を上回った。


　そのアスモダイを封ふうじた真しん鍮ちゆうの壺つぼが、儀ぎ式しきの途と中ちゆうで奪うばわれたというのだった。


（……あの、クライヴが？）


　報告された盗ぬす人つとを、ダフネは思い浮かべる。


　クライヴ・ローランド。


　確かに、腕うで利ききではあった。


　オズワルドの弟で子しの中では──アディリシアさえ除けば、随ずい一いちといってもいいだろう。ダフネよりずっと早く〈ゲーティア〉に加入していた団員で、魔術の才能も執しゆう着ちやくも、他に図ず抜ぬけたものがあった。


　ある意味では──だからこそ、彼は左腕を失った。


（……それが、アスモダイを盗んだ理由？）


　理り屈くつは合う。


　合いすぎることが、ダフネを懸け念ねんさせる。


　いや、クライヴであれ、ほかの誰だれかであれ、今必要なのはアスモダイの盗人がどこにいるかだ。何にせよ、おそらくはこの街に来ている魔ま法ほう使つかいを捕とらえなければ……


　そう思考しつつ、ダフネは立ち止まった。


　人通りのない、静かな交差点だった。


　深い夕ゆう闇やみが、アスファルトの上に落ちていた。街灯の切れかけた光が、パチパチと哀かなしい音をたてている。


　遠く、淡あわく、夕ゆう餉げの香かおり。


　その向こうへ、ダフネは呼びかけた。


「ガラね」


　交叉点の塀へいに、新たな人ひと影かげが滲にじんでいたのだ。


「よう、ダフネ」


　癖くせの強い赤せき髪はつを、肩かたまで伸のばした男だった。


　鍔つば広ひろのやはり赤い帽ぼう子しをかぶり、洒落しやれた眼鏡めがねをかけている。


　端たん整せいな顔立ちのそこかしこから隠しきれぬ野性味が溢あふれ、顎あご元にはかすかな無ぶ精しよう鬚ひげを生やしていた。そこだけ取れば、魔法使いというよりも、銀幕の俳優の方がふさわしい。どこか翳かげのあるラテン系の笑え顔がおは、観客の心を摑つかんで放さぬだろう。


　ガラ。


　アスモダイの喚かん起き儀式に参加した、〈ゲーティア〉の書記官である。唯ゆい一いつ無事だった５＝６アデプタス・マイナーでもあり、アディリシアの失しつ踪そうを伝えてくれたのも彼だった。


「風邪かぜでもひきましたか？」


　と、ダフネは訊きいた。


　男の口元には──そこだけが不ふ釣つり合いな、真っ白い立体型マスクがかかっていたのだ。


「ああいや、日本の気候があわなくてな。喉のどがやられそうになったんで、予防ってとこだ」


　目元を苦く笑しように歪ゆがめ、つんつんとマスクを押す。


　西せい欧おう系の魔法使いにとって、声帯は特に注意を払はらう器官であった。単語ひとつ、発音ひとつずれただけで、呪文スペルは意味を失い、逆らった魔神は術者へと牙きばを剝むく。ゆえに、日常からこういった対策をしておくことは珍めずらしくない。


　ダフネも、すぐに本題に入った。


「アディリシア様の行方ゆくえは、分かりましたか？」


「残念ながら。この街に戻ってきたまでは確実なようだが──ダフネの方は？」


「こちらも同じです。やはり、師匠マスターは単独行動してらっしゃるようです」


「姫ひめ様さまらしい」


　ため息とともにこぼしたガラを、ダフネは灰色グレーの瞳ひとみで厳しく見つめた。


「師匠マスターです。あるいはアディリシア様とお呼びしなさい」


「……これは失敬」


　恭うやうやしく、ガラが頭を下げる。


　それを見てから、ダフネはもうひとつの疑問を問うた。


「クライヴの方は間ま違ちがいないのですか？」


「おお。こちらも、アディリシア様に先んじて、この街へ潜せん入にゆうしたところまでは確かく認にんされてる。この時期に、こんな極東の一都市を同時に訪おとずれるのが偶ぐう然ぜんとは思いにくいな」


　ガラの返答は簡潔だった。おどけたところはあるにせよ、肝かん心じんなところは確実に捉とらえるのが、この男のやり方だ。


「……そう」


　うなずいて、ダフネは瞼まぶたを閉じた。


「なら、クライヴを捜さがすことになりますね……」


「アディリシア様よりは捜しやすいだろ。使えるコネも、魔術も底が知れている」


　ガラが、吐はき捨てる。


　少しの間黙だまり、ダフネは訊いた。


「あなたなら、クライヴの考えが分からない？」


　破門される以前、クライヴと最も親しかったのがこのガラだったのだ。魔法使い同士というよりも、ごく普ふ通つうの友人のような関係に、ダフネもまた好感を抱いだいていた。当時の思い出は、セピア色の写真となって、今も胸の内に残っている。


　──『気が合ってるんじゃない。単に行き場所が同じだけだ』


　──『それだけは同感だな』


　ふてくされたような、照れくさがるような、あのやりとり。


　だが、


「あいつは、魔法使いらしすぎた」


　かすかに憂うれいを込めて、ガラはそうこぼしただけだった。


「──じゃあ、また」


　男の背が翻ひるがえる。


　一いつ瞬しゆん、巨大な豹じみた赤い影がその姿を覆おおい、次の刹せつ那なには跡あと形かたも残さず消えていた。


「…………」


　ダフネは、ただ目を細めただけだった。


　ガラもまた、ソロモンの魔神と契けい約やくしている。


　至上の四柱との契約により七十二の魔神のほとんどを使し役えきできるアディリシアと異なり、〈ゲーティア〉の徒と弟ていは一柱ずつ魔神と個別に契約する。それも、ほとんど四人から十人がかりでやっと一柱の魔神と契約できるという程度だ。


　その圧あつ倒とう的な違いこそが、魔法使いの血統であった。


　ガラのように個人で魔神と契約できるだけでも、十分に一流なのだ。アディリシアに流れるメイザースの血がいかに特別なものであるか、それだけでも理解できるだろう。


（私も、私で捜そう）


　今、ダフネにできることは……感傷にひたることではない。足を棒にしても、アディリシアより先にクライヴの居場所を突つき止めねばならなかった。


　そのときだった。





「よろしいでござるか？」





　突とつ然ぜん、背後から声があったのだ。


「────っ！」


　振ふり向きながら、ダフネは咄とつ嗟さに右手を振っていた。


　西洋魔ま術じゆつを行うものの常として、彼女も身体からだを鍛きたえている。全力を込めた手刀であれば、煉れん瓦が程度は叩たたき割れる自信があった。


　その手刀が、驚おどろくほど優やさしく、人ひと影かげの掌たなごころに受け止められていた。まるで手て応ごたえを感じない、綿に包まれたような感かん触しよくだった。


　夕暮れに赤く照らされた、人影の顔にダフネは目を剝むいた。


「──〈アストラル〉の、隻せき蓮れん？」


「いやはや」


　がしがしと五ご分ぶ刈がりの頭を搔かいて、隻蓮が苦く笑しようした。


　さきほど、竜蓮寺で、いつきの背後にいた男でもあった。


　元来は、先代の〈アストラル〉社長──伊い庭ば司つかさに仕えていた密教僧そうである。


「どうして、あなたが……」


「む？　まあ、なにやら、物ぶつ騒そうな感じでござったからな。ちと声をかけるのが危あやぶまれたのでござるが」


「……聞いていましたか」


　ダフネの内側から、殺気がふくれあがった。


〈ゲーティア〉の醜しゆう聞ぶんともいえる事態である。これ以上、他ほかの結社に知られるような失態は受け入れがたい。場合によっては、実力行使で口を封ふうじる覚かく悟ごもあった。


「おおおっとっと！　何も聞いてないでござる！　聞いてたところで、別に〈協会〉に報告したりするつもりはないでござるよ?!」


「それを、どなたが保証してくれます……?!」


　ダフネの目に本気を感じたか、隻蓮が大きく後じさった。


　同時、ぴっ──と、ダフネの右人差し指が五ご芒ぼう星せいを描えがいた。


　鉄の指輪。


　刻まれた魔法円は、火星の４の護ご符ふ。


　その『力』は、『絶対の勝利』だ。ローマ神話では戦神マルスとも呼ばれた惑わく星せい霊れいの魔力。すなわち、それは魔法使いを熟練の戦士へと変える。


「主は汝の右にありて、怒りの日に王を打ちたまえり（Dominus a dextris tuis, Confregit in die irae suae reges.）──！」


　ダフネの身体が加速し、呪文スペルとともに右足が跳はねた。


　ほれぼれするほどの鮮あざやかな弧こを描き、密教僧の側頭部へと爪つま先さきがめりこむ。


　──はずだった。


　ダフネが息を止める。


　隻蓮は、その脚あしの上に乗っていたのである。


　最前の手刀のときと同じく、乗っている感触さえ無かった。小鳥に乗られた方がまだ重いというぐらいに、軽々と僧そう侶りよはそこにあった。


「まあまあ、落ち着いてくだされ」


　ぴしゃん、と自分の頰ほおを隻蓮が叩いた。


　そのまま、再び身体が浮うく。羽毛のごとく不自然に舞まい上がり、数メートルも離はなれた道路に着地した。


「さきほど言ったように、拙せつ僧そうは害なすつもりではござらん。なんだったら、誓約ゲツシユのひとつやふたつ立ててもかまわんですぞ」


　手を振って、密教僧が言い立てた。


　その姿が、どこかあの少年に似ていた。〈アストラル〉の二代目として、わけのわからぬ内に魔法使いの業界に巻きこまれてしまった、あの少年に。


「…………」


　脱だつ力りよくして、ダフネは構えを解く。


「……今の動き、まるで仙せん人にんですね」


「いやいや、それならもっとひどい。ひとり実物を知っておるが、拙僧では文字通り足元にも及およばん」


　これは、ごく真ま面じ目めな顔で隻蓮が口にした。


　意外な感もあったが、ダフネは小さくかぶりを振って、


「どこまで聞いたか知りませんが、放ほうっておいてくださいませんか？　あなたは、あの社長と違ちがって、そういう世界が分かる人でしょう？」


　と、言った。


「まあ、どちらかというとそっち側でござるがな」


　隻蓮も、ゆるりとうなずく。


　この男の噂うわさは、ダフネも知っていた。今はともかく、以前の〈アストラル〉──伊庭司の率いていた時代のそれは、さまざまな意味で有名な魔術結社でもあったからだ。


　多種の異なる魔ま法ほう使つかいを、一いつ箇か所しよに集めたありえない結社。


　しかも、集まった魔法使いたちが、これ以上ない傑けつ物ぶつだったのだ。稀き代たいの錬れん金きん術じゆつ師しユーダイクス・トロイデ、魔女の中の魔女とまで称しようされたヘイゼル・アンブラー、魔法を使わない魔法使い伊庭司。


　そして、隻蓮もまた──


「……ですが、ちょっと最近は気になることがござってな」


　その言葉に、ダフネの眉まゆがひそめられた。


「どういう……ことですか」


「ふむ。ソロモン王の魔術は独特でござるからな。近くでやられれば、それなりに目にも鼻にもつく。てっきり〈ゲーティア〉の誰だれかかと思っていたんだが、さきほどの話の様子だと、どうもほかの誰かということにならんかな」


　台詞せりふの意味を咀そ嚼しやくするのに、数秒かかった。


　気がついたとき、ダフネは我知らず問い返していた。


「あなたは──クライヴの隠かくれ家がを知って──？」


「ふふん」


　にんまりと、隻蓮の唇くちびるが得意そうにつり上がった。
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　明るい月が出ていた。


　ほぼ欠けのない、銀ぎん盆ぼんのような満月だった。


　布ふ留る部べ市はこれといった特とく徴ちようのない街だと思われているが、この月の美しさだけは訪おとずれた誰もが認めていた。


　そんな、冴さえ冴ざえとした冬の月光が、布留部市の裏通りを照らしあげている。


　雑然と打ち捨てられた空き缶かんや看板の残ざん骸がい。狭せまい軒のき先さきに並べられた鉢はち植うえの花々。曲がりくねったアスファルトの路地には、いまだに百円の自じ動どう販はん売ばい機きがむなしく人工光を投げかけていた。


「……ここ、ですか？」


　足を止め、ダフネが目の前のビルを見つめた。


　隻蓮に連れて行かれたのは、放ほう棄きされた地下酒場か何からしかった。


　階段を下りて、壊こわれた扉とびらを開く。


　転がった酒さか瓶びん、埃ほこりをかぶったカウンターやスツールに混じって、あるかなきかの生活感が溶とけていた。電気系統が生き残っているらしく、スイッチを押すと暗い照明が息づいた。


　軽く、ダフネが小鼻をうごめかせる。


「どうでござる？」


「ええ。確かに、残り香ががあります」


　香インセンス。


　ソロモン王の魔術は、補助としてさまざまな香インセンスを扱あつかう。魔神と契けい約やくするにも、護符タリスマンを聖別するにも、こういった呪物フエテイシユは必要となる。無論、ありあまる呪じゆ力りよくや技術があればまた変わってくるわけだが。


　その意味で、この場所はまぎれもなく魔法使いの工こう房ぼうだった。


（でも、ここが……クライヴの？）


　幾いく分ぶん、あの男にしては放ほう埒らつな気がした。


　風ふう来らい坊ぼうを気取っていても、クライヴはどこか形式や伝統を重んじる人ひと柄がらだった。プライドを捨てきれないといってもいい。こういった地下酒場は魔法使いが隠れ潜ひそむには最適な場所だろうが、あの男が選ぶにはふさわしくなかった。


　長い放ほう浪ろうの間に、そういった性質も変化していったのだろうか。


（……だったら、どんな人になった？）


　思考しながら、ダフネは左手の指輪を入れ替かえる。


「ふむ。惑わく星せい霊れいの支配時間でござるか」


「ええ。そのときどきで、有効な護符は異なりますから」


　七つの惑星の位相関係アスペクトによって、ソロモン王の護符は大きくその効果を変える。極きよく端たんな話、治ち療りようのつもりで使った護符が、相手に死病をふりまく可能性さえあるのだ。


　だから、実践的な魔法使いであろうとすれば、行動時間に対応できる護符を持ち歩くのが常識でもあった。


「訊きいていいでござるか？」


「何をです」


　振ふり向かず、ダフネは応こたえた。


　地下酒場にかざしたのは、新たに左手中指にはめられた錫すずの指輪──木星の１の護符だ。


　その意味は、『宝の捜そう索さく』。


　霊的知覚を研とぎ澄すますための魔法円だった。酒場に残ったかすかな呪力から、その主あるじと居場所とを特定すべく、ダフネは魔術を編み始める。


「パラシエル、ナタニエルの名において目覚めよ──（Awake in the name of Parasiel, Netoniel──）」


　唇から囁ささやかれるのは、護符を起動する神秘の旋せん律りつ。


　それを聞きながら、隻蓮は尋たずねる。


「何なに故ゆえ、おぬしは〈ゲーティア〉の徒と弟ていに甘んじておる？　七十二の魔神ならともかく、その手の護符魔術ならば〈ゲーティア〉でなくても能力を活いかせるでござろう。それこそひとかどの結社と血統を打ち立てることも可能だと思うが」


「…………」


　ちくりと、胸に痛みがあった。


　ずっと昔、似たようなことを言われた気がした。





『──俺と、新しい結社をつくろう』





　そう誘さそったのは、クライヴだったろうかガラだったろうか。


　いいや、その双そう方ほうだった。


　だから、あのときと同じ答えをダフネは返した。


「私は、アディリシア様の影かげでいいんです」


　小さく、しかしはっきりと。


　理解してくれないだろうと思いながら、そう告げた。


　以前の二度ともが、クライヴ、ガラ双方の怒いかりと嘆なげきを招いただけだったからだ。当然ともいえる。魔ま法ほう使つかいにとって、自分の血統と結社を打ち立てるのは最大の名めい誉よでもある。そんな思考は、誰だれにとっても、理解できるものではあるまい。


　だが、


「なるほど」


　と、隻蓮はうなずき、こう付け加えた。


「それは……素す敵てきな生き方でござるな」


「っ！」


　危あやうく、魔術をしくじるところだった。


　表面だけとりつくろって、ダフネは灰色グレーの瞳ひとみを隣となりへと向ける。


　当の隻蓮は、なんでもないように顎あごを撫なでていた。その余よ裕ゆうっぷりがひどく憎にくらしくて、ダフネはわざと意地悪なことを訊いた。


「あなたこそ──どうして、こんなところまでいちいちついてきたんです？　そんなことをして、派遣魔法使いレンタルマギカとしての仕事になるわけでもないでしょう。いささか無む駄だが多いのではないかと思いますが」


　反はん撃げきしたつもりだった。


　なのに、あっけらかんと隻蓮は答えたのだ。


「ああ。おぬしに見み惚ほれたからではいかんかな」


（…………）


　思考が、止まった。


　それはもう、見事に、完かん璧ぺきに、紛まがうことなく脳のう細さい胞ぼうの一いつ片ぺんまでが吹ふっ飛んだ。今、自分がいるのが地下酒場なんかじゃなくて、最高速のジェットコースターの先せん端たんに爪つま先さき立ちしてるんじゃないかってぐらいだった。


「な、なななななななななななな──っ！」


　からかわれたと知りながら、ダフネの顔が額まで真っ赤になる。


「あああ、あなたはっ！」


「いやいやいや本気でござるよ？　そう頑かたくなに構えんでもらえると嬉うれしいでござるが」


　からからと、隻蓮が笑う。


　悔くやしいことに、その笑え顔がおだけはなかなか魅み力りよく的だった。


　だから、無む性しように腹が立った。


「こんな白はく髪はつと灰色の瞳に、見惚れるはずないでしょう！」


　壁かべのひびわれた鏡に、自分の姿が映っていた。


　薄うすら寒いほどの白髪と、同じ色の肌はだ。汚よごれた墨すみを滲にじませたような瞳。


　世界は、美しい。


　万まん華げ鏡きようのように、さまざまな色に溢あふれている。


　そんな中で、自分だけは別世界の住人だった。白と黒と、その中間だけの色の世界に、自分だけが取り残されていた。いつもダークスーツを着ているのは、こんな身体からだにまともな色の服を着るのが耐たえられないという、ただそれだけの理由だった。


　しかし。


「どうして、それが綺き麗れいだって思うといけない？」


　不思議そうに、隻蓮が訊きいた。


「……………………………………あ」


　ダフネには、返せる言葉がもうなかった。


「……ありえません」


　言い訳がましくかぶりを振ふって、視線をそらす。


　その顔が、不意に別の方を向いた。


　すう、と左手が指輪に引っ張られるように動く。


　呪じゆ力りよくを解かい析せきした結果──指輪が『宝』のある場所へと導かれたのだ。すなわち、ここで魔術儀ぎ式しきを行っていた魔法使いの居場所である。


「分かったでござるか？」


「ええ」


　目を合わせないようにして、ダフネはうなずいた。


　指輪の引っ張られる方向と、目には視みえない呪力の流れから、冷静に位置を算出する。


「北ですね……布留部市の地形だと、そう、丹生にゆう山やまのあるあたりです」
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「……ハァ……ハァ……ハァ……っ！」


　魔ま法ほう使つかいは、必死に夜の山を駆かけ下りていた。


　布留部市の北、丹生山の山腹だった。


　喉のどからの出血を押さえ、転がるようにして山道を滑すべり下りる。ろくに見えない足元をしゃにむに踏ふみつけながら、闇やみの中へと突つっ走っていく。


　クライヴ・ローランド。


　かの魔法使いが、アスモダイの喚かん起きに失敗したその直後だった。


「ハァ……ハァ……ハァ……っ！」


　喉の傷口から、ひゅうひゅうという風音とともに、喘ぜん鳴めいが漏もれる。


　顔は血だらけで、それ以上の絶望に歪ゆがんでいた。


　転げながら、つまずきながら、体中に泥どろがまとわりつくのもかまわず、ただひたすらに逃にげていた。


（あんな……あんな……あんな……）


　あんな化け物に、自分が敵かなうはずがない。


　何を、夢見ていたのだろう。


　単に、アスモダイだけじゃない。


　アディリシア・レン・メイザース。


　アレは、父親と同じ──オズワルドと同じ、自分など敵うはずもない正真正しよう銘めいの化け物だったのだ。


　自分のつくったオリジナルの喚起法に対応して、即そく座ざにアレンジした新しい契けい約やくをつくりあげる。しかも、他人と即そつ興きようでつくった糸パスを仲ちゆう介かいし、その契約を強ごう引いんに魔神へと押しつける。


　あの、アスモダイにだ。


　こんな離はなれ業わざのできる人間が、化け物でなくてなんなのか。


　根に、爪つま先さきがかかった。


　身体が浮ういた。


「ああああああああああああああっ！」


　低木の枝に突き刺さされ、石に肌を削けずられて、数十メートル以上もクライヴは転落した。このまま永遠に転落し続けるんじゃないかと思った。


　巨きよ木ぼくへの、激げき突とつ。


　がつん、と激痛が肋ろつ骨こつに走る。


　明らかに、三本は持っていかれた。


　それでも這はいずって、クライヴは逃げようとした。魔法使いとしての本能的な恐きよう怖ふが、この期ごに及およんでもクライヴを鮮せん烈れつに衝つき動かしていたのだ。


　顔を、あげる。


「あ」


　そこに、人ひと影かげが立っていた。


　山の木々と同化したような、ひどく人間味の薄い影だった。


「おお……」


　クライヴの顔が、安あん堵どに崩くずれた。


「早く……ここを離れて……」


　救いを求めるように、手を伸のばした。





　そして──救いは──
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「……このあたりです」


　注意深く、ダフネが周辺を見み渡わたした。


　アスファルトで舗ほ装そうされた道路はだいぶ前に途と絶だえ、まるで木々の洞どう窟くつのような、山の小道を露あらわにしている。


　山道の入り口だった。


　さほど高い山でもないが、すでに文明圏けんといった趣おもむきは薄うすれていた。


　……鬱うつ蒼そうと茂しげった木々の葉ずれや、湿しめった土の感かん触しよく。冷たい空気に混じった獣けものの臭におい。口の中がざりざりするような、森全体の違い和わ感かん。


　ただそれだけで、人間の居場所とはいえなくなる。


　本来の自然が持つ力だった。


　人間の、たかだか数千年ほどの科学など、彼らは意に介かいしてもいない。


　だから、魔法があるのだ。


　理解できないモノを、無理やりに自分のシステムとして変へん換かんする──その理ことわりが。


「──いと聖なるアドナイ、その聖なる王国と帝国、その王権が終わりなきものによりて（──O Most Holy ADONAI, whose Kingdom, Empire, and principality, remaineth and endureth without end.）」


　再び、木星の１の護ご符ふを起動し、ダフネの左手が動く。


　あれから一時間ほどが経過したため、各種指輪はまたはめなおしていた。惑わく星せいの位相関係アスペクトぐらいは、天体図ホロスコープなしで暗算できるようでないと、本物の魔法使いとはいえない。


　その導きから、山道を歩き出したところで、


「ダフネどの」


　と、隻蓮が呼んだ。


「何ですか？」


　できるかぎり素っ気なく、ダフネは応こたえる。


　まだ、顔を合わせられなかった。妙みように頰ほおが火ほ照てり、隻蓮の側へ振ふり向くことができない。そんな自分の心の動きを、ダフネは分ぶん析せきできなかった。


　すると、意外なことを隻蓮は訊きいた。


「オズワルドどのを──どう思ってらっしゃる？」


　オズワルド・レン・メイザース。


〈ゲーティア〉の先代首領。ダフネを〈ゲーティア〉へと招いた相手だ。


「なぜ？」


「いや、たいした意味ではないんだがの。嫌いやなら無視してくれてかまわんでござるが」


「…………」


　ダフネが遠い目になった。


「立派な方でした」


　とだけ、彼女は告げた。


　たとえ、最後は禁きん忌きに触ふれ自らを滅ほろぼしたとしても、その偉い大だいさが変わるわけではない。ソロモン王をのぞき、史上はじめて七十二の魔ま神じんを喚かん起きしたという、その業績が失われるわけでもない。そして、父の尊厳を守るため、父の残ざん骸がいと戦ったアディリシアの心を無む礙げにできるはずもない。


　なによりも。


　ダフネにとっては、特別な理由があった。


（……どうして、この僧そう侶りよは）


　自分の中の柔やわらかいところばかり、こうして触れてくるのだろう。


　考える足が、不自然に止まった。


　進めば進むほど、踝くるぶしやふくらはぎへ、妙に枝し葉ようがからんできたのである。


「結界……？」


　ダフネが、眉まゆをひそめた。


　元来の仏教や陰おん陽みよう道どうでもそうだが、要は人を立ち入らせぬための術法である。


　護符に導かれていなければ、ダフネも見過ごしていただろう。意識することもなく、山道を別の方向へ歩いていたはずだ。


　それだけ巧たくみに張られた結界だった。


　しかも、その張り方は、ソロモン王の魔術の──


「太陽の６の護符！」


　昼過ぎ、いつきから隠かくれるときに使った『姿隠し』。その応用だったのだ。


「ダフネどのっ！」


　たまらず、ダフネは走り出していた。


　まとわりつく草を無視して、さらに奥へ。


　結界の圧力が増し、ふくらはぎを傷つけたが、それも気にならなかった。草木をかきわけ、山道とさえいえない道を上っていく。


　突とつ然ぜん、空間が開けた。


「ガラ！」


「ダフネもここまで来たのか」


　赤い帽ぼう子しの魔法使いが、開けた山道の端はしに立っていたのである。月光に濡ぬれた男は、帽子とマスクの間から、瞳ひとみだけをこちらへ向けた。


「俺も今来たとこだが、遅おそかったかな」


　マスクでくぐもったガラの声は、曖あい昧まいに地面へ落ちた。


「そちらは──」


　つい、とガラの瞳がダフネの後ろへと流れる。


「〈アストラル〉の隻蓮と申す。このたび、縁えんあって、ダフネどのと同道させていただいている」


「なるほど。ガラという。〈ゲーティア〉の書記官を務めさせてもらってる」


　最低限の挨あい拶さつで、ガラは肩かたをすくめた。


「残念ながら、俺もここ止まりでな。どうやら逃にげられたらしい」


「いいえ」


　ダフネが首を横に振った。


「──分かります」


　ダフネの左手が、別の方向へ向いた。木星の１の護符の『導き』は、まだ続いていたのだ。


　いくらか進んだところで、ある異い臭しゆうが鼻をついた。


　血の臭においだった。


　慌あわてて低木をかきわけたところへ、それは倒たおれていた。





「──クライヴ！」





　倒れていたのは、かつての同どう僚りようであり、アスモダイを奪うばったはずの──クライヴ・ローランドだったのだ。


　喉のど元もとから鮮せん血けつをふりまき、地に伏ふしている。かっと見開いた目は、そのまま瞳どう孔こうを開かせてしまい、歪ゆがんで広がった唇くちびるは呼吸を止めていた。


　明らかに、死んでいた。


「──どうして、あなたは──」


　すぐそばに、ダフネの膝ひざが落ちる。


　ひどく哀かなしかった。


　一時とはいえ机を並べ、ともに魔ま道どうを究きわめんと邁まい進しんした仲であった。途と中ちゆうでその道を違たがえたとはいえ、どこかでつながっているのではないかと、そう期待した相手でもあった。


　だが、絆きずなは無む惨ざんに断たたれた。


　ふたりには縁もゆかりもなかった、この極東の土地で。


「あなたは……」


　斜ななめになった顔を、撫なでる。泥どろだらけになった表情は、限りない絶望に歪んでいた。最さい期ごに彼が見たものは、一体、何だったのだろう？


　くずおれたまま──ふと、ダフネは別のことに気づいた。


「え……？」


　確かに、喉元からの鮮血はひどかった。


　人間業わざとも思えない鋭えい利りさで、ぱっくりと断ち割れている。


　だけど、致ち命めい傷しようとなっているのはそれではなく──クライヴの胸に突つきたったもうひとつの刺さし傷で、明らかに喉元よりも新しい傷であった。


　それも一時間や二時間ではなく、つい数分前についたと思おぼしい、今も流血し続ける傷。


「ガラ、これは──」


　振ふり返ろうとした矢先、ぎゅるん、と空気が音をたてた。


　錯さつ覚かくだ。


　だが、そんな錯覚を起こすほどの何かが、凄すさまじい速度でダフネの喉元へと迫せまり──





　じゃらん、と間に入った錫しやく杖じように弾はじかれたのだ。





　何かがガラの投げたナイフで、錫杖が隻蓮だった。咄とつ嗟さに割り込んだ隻蓮の肩には、もう一本のナイフが深々と刺さっていた。アグラの短剣（Athah Gabor Leolam, Adonai）と呼ばれる、喚かん起きに使われる呪物フエテイシユである。


　その意味を、ダフネはすぐに知った。


「あなた……まさか」


　ガラを、真っ直すぐにダフネは見つめた。


「…………」


　ガラは黙だまっていた。


　静かに、静かに、静せい謐ひつすぎるぐらいに、そこへ立っていた。


　そして、長く永くたまった何かを吐はき出すようにして、呟つぶやいた。


「もう少し、お前が遅おそければな……」


　同時に、ダフネは感じる。


　異様なほどの呪じゆ力りよく。


　結界もあるが、それ以上に──ひとりの人間から発するとは思えない、低位の呪波汚お染せんさえ引き起こしかねない呪力が、ガラの身中から溢あふれ出しているのだった。


「もう少し、お前が来るのが遅かったら……クライヴの死体の処理も、全部終わってるはずだったんだが」


「……な」


　声が、途と切ぎれる。


　途切れながら、ダフネの内で、ある推理が結実していった。


　この事件について、ひとつ、彼女には疑問があったのだ。


　──どうやって、クライヴが喚起儀ぎ式しきの最中さなかにアスモダイを盗ぬすんだのか。


　確かに、クライヴなら〈ゲーティア〉の儀式場など我が家同然であろう。だが、だからといってアスモダイをむざむざと盗ませるほど、〈ゲーティア〉の警備もおろそかではない。


　つまり。


　内部からの、手引きでもなければ。


「ガラ、あなたは……！」


　問いつめようとするダフネをよそに、ガラが胸からさげたソロモンの五ご芒ぼう星せいを掲かかげた。





「──来たれハウレス！　三十六の軍団を従える、炎ほのおの侯こう爵しやく！」





　風が泣く。


　炎が巻いた。


　霊エーテル体で待機していた魔神が、アッシャー界現実へと顕けん現げんした際に、空気を押しのけた反動だった。


　豹ひようにも似た、炎を纏まとう獣けものが、その内側から現れる。


　七十二の魔神の内、ガラの契けい約やくしたる魔神ハウレス。数ある魔神の内で、最も炎の扱あつかいに長たけた悪あく霊りよう。


「ガラ！」


　叫さけんだダフネの前で、さらに異変が起きた。


　口元を覆おおっていたマスクを、ガラが剝はいだのだ。


「来たれ、ハウレス！」


　がばあ、とその口が開いた。


　端たん整せいな唇くちびるが、耳まで裂さけた。


　比ひ喩ゆではなく、文字通りに、耳まで。





　ばかりか、喚起された豹の魔神ハウレスが──ガラのその口へと吸い込まれていく！
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　それは、ひどく醜しゆう悪あくな光景だった。





　ハウレスのおぞましい叫び。


　嘆なげくような声。


　炎を纏う豹の身体からだは、霊れい的てきに分解され、魔ま法ほう使つかいの口へと吸い込まれていく。霊素のひとつずつにまで切り刻まれ、ガラの霊エーテル体へと融ゆう合ごうされていく。


　まるで、喰くらうようだった。


　人が、魔神を。


　ダフネもまた、釘くぎ付づけにあったように、その光景を凝ぎよう視ししているしかなかった。


「魔神を……喰らう……？」


　それは、断じてソロモン王の魔術ではない。


　禁きん忌きに類する、魔法使いが触ふれてはいけない魔法だった。


　以前、一度だけ、ダフネも見たことがある。


　オズワルド・レン・メイザースが触れ、滅ほろんでしまった禁忌──魔法使いが魔法になるという異形として。


「オズワルド師は焦あせりすぎた……」


　ガラが、ぽつりと告げた。


　わずか数秒で、魔神ハウレスの身体という身体が喰い尽つくされていた。今、そこに立っているのは、人間でも魔神でもない何かだった。


「七十二の魔神を喚かん起きできる力があればこそ、すべての魔神と融合しようとしてしまった。結果、まともな理性は吹ふっ飛び、ただの怪かい物ぶつと化した……」


　ガラの手が、何度となく握にぎりしめられる。


　握るたび、ガラの手は魔神の手と変わり、開くたび、魔神の手はガラの手に戻もどった。手の平に炎を宿らせても、肌はだには火傷やけどひとつできなかった。


　喰らった魔神を、ガラが完全に制せい御ぎよしている証明でもあった。


「本当なら……アスモダイを喰うはずだったんだがな。まさか、魔神ひとつ扱えぬ姫ひめ様さまに敗北するとは」


　死したクライヴを見下ろす。


　ぞっとするような蔑さげすみに満ちた視線だった。


　この男がこれほど冷たい目をするのを、八年の付き合いの中で、ダフネははじめて見た。


「あなたが、クライヴを……？」


「ああ。アスモダイを盗める機会があると囁ささやいた。案の定、クライヴはすぐに乗ったよ」


　ガラの言葉は、あまりにも予想通りすぎて、ダフネの芯しんをついた。


「…………」


　これ以上話したくなかった。


　今まで信じていたものを、ずっと信じていたかったものを、自分自身で崩くずしていくような気分だった。


　それでも、もうひとつ訊きいた。


「……どうして、あなたがそんな魔術を？」


「〈螺旋なる蛇オピオン〉」


　と、答えは返った。


〈協会〉と反目するという、ある互ご助じよ組織の名だった。


　禁忌を禁忌とも思わず、むしろ積極的に触れていこうとする、グノーシスの蛇へび。堕だ落らくした魔法使いたちの、最後の巣。


「馬ば鹿か馬鹿しいと思わないか？」


　ガラが言った。


　どこかおどけていて、どこか哀かなしそうな声だった。


「我らがどうしようが──結局は血統につながれていくだけ。大たい兄けいの血筋が絶えないよう、後生大事に見守っていくだけ」


　当たり前のことだ。


　誰だれもが弟で子しになるとき納なつ得とくし、魔法使いとして世界を外れる代だい償しように、その結社と血統へ永遠の忠誠を誓ちかう。……その当たり前のことに納得しきれなくなったとき、魔法使いは破は滅めつする。


　あの、クライヴのように。


　今の、ガラのように。


　──『後で、何か食べようぜ。全員、入信儀礼イニシエーシヨンを通った祝いにもな！』


　──『だったら、「ブルーノ」でアイリッシュ・コーヒーをおごって』


「…………」


　もはや、ダフネも言葉を必要としなかった。


　唇くちびるを強く嚙かみしめ、前に出る。


　そのダフネへ、ガラが最後の言葉を放った。


「ああ。そもそも、オズワルド師に禁忌をそそのかしたのは、俺ってことになるのかな」


「────！」


　衝しよう撃げきが、芯をついた。


　何なに故ゆえ、アディリシアの父──オズワルドは禁忌に触れたのか。


　その謎なぞが、今、ここに最悪のカタチで解けた。


「さすがにクライヴとは違ちがう。俺が一柱といえど、魔ま神じんを喰くらうことができたのも、あの人のおかげだ。人と魔神との霊れい的てき位相の違い、その融ゆう合ごうと定着について、ほぼ完かん璧ぺきな理論を打ち立てた。──ひょっとすれば、俺が儀ぎ式しきの妨ぼう害がいをしなければ、本当に成功していたかもしれないな」


「あなた、は……」


　語ご尾びは、かすれた。


　代わりに、別の感情がこみあがった。


　一いつ瞬しゆんで沸ふつ点てんを超こえ、ダフネの背中を突つき飛ばした。


「あなたは──そこまでっ！」





「主は汝の右にありて、怒りの日に王を打ちたまえり（Dominus a dextris tuis, Confregit in die irae suae reges.）──！」





　鉄の指輪を鳴らし、ダフネの身体からだが加速した。


　火星の４の護ご符ふ。


『絶対の勝利』を刻まれた魔法円。


　その加速は、前よりも数段速い。


　位相関係アスペクトからして、火星の惑わく星せい霊れいの強い時間帯である。


　それに今は、ダフネの思いも重なっていた。迸ほとばしるような熱情もまた、火星に象しよう徴ちようされる心だ。外的なエネルギーと内的な思念が一いつ致ちするとき、ソロモンの護符魔術は真に力を発揮する。


　魔術特性。


　ソロモンの護符魔術のそれは──〈惑星の喚起（Evocation of Planet）〉。


　内的世界と外的世界とを、惑星霊の護符タリスマンをもってつなぐという、いわば意志の具現化。


「あああああああああああああああああっ!!」


　咆ほう吼こうが、月夜をつんざいた。


　白い牙きばのごとく、ダフネの髪かみがなびく。


　距きよ離りは五メートル。今のダフネなら、一歩の間合い。


　砲ほう弾だんを思わせて突とつ進しん。跳ちよう躍やく。敵の頭部を嚙みちぎるように、猛もう烈れつな踵かかと落おとしを降り落とす。


　その前に、炎ほのおの壁かべがそびえた。


　ガラの唇が醜みにくく歪ゆがんだ。


　ガラ──いいや、魔神ハウレスの魔ま炎えん。触ふれれば、四し肢しの一本ぐらいは燃え尽つきるだろう。護符魔術程度の加護では、命を守れるかも怪あやしいものだ。ダフネを挑ちよう発はつしたのも、確実にこの炎に巻き込むためだったろうか。


（それでも──！）


　すべてを無くす覚かく悟ごで、ダフネは踵に重心を落とした。


　瞬間。





　割りこんだ錫しやく杖じようが、ダフネの足を止めていたのである。





「え……？」


　いつのまにか、炎も消えていた。


　ばかりか、ダフネの蹴けりを迎げい撃げきすべく、ガラの放とうとしていたナイフさえ、もう一本の錫杖に叩たたき落とされていた。


「坊ぼう主ず、何をした……？」


　それには答えず、


「外げ道どう」


　と、厳おごそかな声が叩きつけられた。


「自分の怠たい惰だを他人のせいにするのは──さぞかし気持ちが良かろうな」


　隻蓮だった。


　ナイフに刺さされた肩かた口ぐちをしとどに血に濡ぬらし、しかし、僧そう侶りよは毅き然ぜんとして、ダフネとガラの中間に立っていた。


　ダフネを庇かばったせいで受けた傷だった。


　それが分かっているからこそ、ダフネはこの男に頼たよらず、なのに、この男は勝手に自分を守ってしまったのだ。


「……隻蓮」


　ダフネの視界がぼやけた。


　戦いの最中さなかなのに、涙なみだが滲にじんでいた。八年ぶりに浮うかべた涙であった。


「……あなたが、そうする理由など……」


「ある」


　と、僧侶は断言した。


　その手が、墨すみ染ぞめの衣ころもの袖そであたりをこねる。


　すると、錫杖が消え、二メートル近い六角棒が生えた。どう考えても、そんな棒や錫杖を隠かくすスペースは無かったにも拘かかわらず、隻蓮の動きにぎこちなさは無かった。


　ゆらりと、ガラの方を向く。


「ダフネどのの思いを晴らすため──そして我が友オズワルド・レン・メイザースの無念を晴らすため、汝を折伏しやくぶくさせていただく！」


「友、だと……」


　ガラが、ぽかんと口を開いた。


　すぐに、もう一度、その口が耳まで引き裂さけた。


　嗤わらったのである。


「なるほど。そういう落ちだったわけか。死んだ後も、我が師は俺にひざまずけと言うか」


　何がおかしいのか、月に向かって呵か々か大たい笑しようする。


　そして、


「だが、たかが普ふ通つうの魔法使いが、いまさら俺にどう逆らう！」


　手を振ふるだけで、炎柱が次々と立ち上がった。


　呪文スペルはいらぬ。触媒カタリストもいらぬ。呪物フエテイシユもいらぬ。


　ただ、彼は思うだけでいい。


　それだけで、魔神の炎が彼に従う。


　もはや魔法ではない。


　人が世界へと働きかける「理ことわり」ではなく、理り屈くつも理由もなく発現する奇き跡せきや災さい厄やくの類たぐい──。


　対して、隻蓮の片手は、鶴つるの頭のような印形をつくった。


「韋駄天神に帰命したてまつる（オン　ケンダヤ　ソバカ）！」


　さきほどのダフネと同じだった。
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　真言により、隻蓮の身体からだは加速する。


　ならば、結果も同じになるはずだった。


　悠ゆう々ゆうとガラが炎ほのおの壁かべを立ち上げ、迷めい宮きゆうのごとく、隻蓮の行く道をふさいだ。


　いかに速く動こうとも、逃にげる道をすべてふさがれてしまえば、なすすべはない。


　だが、





「金剛夜叉尊に帰命したてまつる！　その金剛力を貸し与えたまえ（オン　バザラ　ヤキシャ　ウン）！」





　隻蓮は、そのまま炎の壁を突つき抜ぬけたのだ。


　韋い駄だ天てん神が仏教で最速をもってなる神であれば、金こん剛ごう夜や叉しや明みよう王おうは堅けん固ごをもってなる仏性だった。ハウレスの炎といえども、一いつ瞬しゆんで焼かれたりはせぬ。


　しかも、さらに隻蓮は印形を組み替かえ、真言を唱えた。





「あまねく諸仏に帰命したてまつる！　とくに水天に帰命したてまつる（ナウマク　サマンダ　ボダナン　バロダヤ　ソワカ）！」





　ばしん、と。


　激しい音をたてて、炎が消えていく。


　さきほど炎の壁を消した、水天の真言だった。たちまち炎の迷宮はかき消え、一直線に隻蓮が疾しつ走そうする！





「…………」


　言葉もなく、ダフネはその光景を見つめていた。


　密教の魔ま術じゆつ特性──〈両界曼荼羅（Mandara of Dual World）〉。


　諸仏・諸神の権能を借り、ひとつの魔術系統としては、例外的なほどさまざまな現象を起こす魔術特性。


　だが、真に強大なのはそれではない。


　真言ひとつで、魔神に匹ひつ敵てきする現象を引き起こす、その極度の集中力だ。


　戦いながら、隻蓮の集中は髪かみ一筋揺ゆらいでいない。呼吸も結印も何ひとつ崩くずれていない。そのことが、たてつづけの魔法行使を許しているのだ。


　千の魔術に支えられた、万の戦術。


　隻蓮は、まさしく戦いに完成された魔法使いだった。


「おおおおおっ！」


　吼ほえる。


　連れん撃げき。


　拳こぶしが、錫しやく杖じようが、六角棒が次々と引きぬかれ、ガラを撃うとうとする。


　それにさえ、ガラは反応した。


　目測と、ほぼ同時に発動する炎の渦うず。


　空気は煮にえたぎる坩堝るつぼと化す。今度は実体のない炎ではなく、鞭むちというカタチを与えて、隻蓮の四し肢しを縛しばった。


「俺が──！」


　会心の手て応ごたえが、ガラの唇くちびるを笑えみに歪ゆがめた。


　たちまち、人体が消し炭と変わる。


　だが。


　燃え尽つきたのは──墨すみ染ぞめの衣ころもの破けた袖そでと、錫杖ひとつだけだった。


　さらに上へと、隻蓮は跳とんでいた。棒ぼう高たか跳とびの要領で錫杖を使い、韋駄天神の速力も加えて、ガラの頭上数メートルに合がつ掌しようしたのである。


「諸行無常、是ぜ生しよう滅めつ法ぽう、生しよう滅めつ滅めつ已い、寂じやく滅めつ為い楽らく──」


　数珠じゆずを引き出し、拳を握にぎった。


　落下する勢いが合わさって、隻蓮の拳は彗すい星せいとも見えた。


　文字通り、大地を砕くだく怒いかり。


「──往生せい！」


　炎をぶち破り、拳がガラの脳天へと突き刺ささった。





　主あるじを失った魔ま炎えんが──つかのま、鮮あざやかな花火のごとく、世界を彩いろどった。
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「……結局、逃がしたかの」


　数分後、隻蓮がぽつりと呟つぶやいた。


　拳は、確かにガラへと突き刺さった。


　しかし、そのままガラの身体からだは一ひと塊かたまりの炎となって、山の風に吹ふかれていったのだ。普ふ通つうの魔法ではなく、禁きん忌きに触ふれ、魔神と融ゆう合ごうしたガラならではの逃げ道であった。


　おそらく大部分の呪じゆ力りよくは失っただろうが、死んだことにはならない。自滅しなければ、いずれは元の姿に戻もどることだろう。


「隻蓮……さん」


　ダフネが、遠えん慮りよがちに声をかけた。


　その声に、隻蓮が振ふり返る。


「無事でござったか？」


「私は……何も。それより……オズワルド様と、ご友人というのは？」


「ああ、あれでござるか」


　ぱしん、と隻蓮が自分の額を叩たたいた。


「拙せつ僧そう、もともと〈アストラル〉に入社する前から放ほう浪ろう癖へきがござってな。その途と中ちゆうで、〈ゲーティア〉にも立ち寄らせてもらった。オズワルドどのとはわりと気が合って、いろいろ話させていただいたでござる。──だから、若にオズワルドどのの最さい期ごを聞いたときは、無念でござったなあ」


　遠く、目が細まった。


「だから……この事件に関かかわったんですね」


　不思議なほど積極的に、ダフネにつきまとった理由。


　ソロモン王の魔術に使う、香インセンスを知っていた理由。


　両者は、ここにつながった。


　隻蓮は、最初からこの事件の関係者だったのだ。


（…………）


　どこか寂さびしい気持ちが、ダフネの胸をついた。


　気のせいだと思った。寂しくなる理由など、どこにもないのだから。


「ふむ」


　困ったように、隻蓮が顎あごを撫なでた。


「言うかどうか、迷っていたでござるが……オズワルドどのがいない今、伝えるのは拙僧しかいないでござろうな」


「何の話です？」


「生前、オズワルドどのが言ってらしたのですよ」


　一いつ拍ぱくおいて、隻蓮はこう告げた。


「いつか、ダフネに謝りたいと」


「────！」


　絶句した。


　頭の中が漂ひよう白はくされるのを、ダフネは実感した。


「じゃあ、あなたは……私と、アディリシアのことも……」


　その問いに、うなずきが返った。


「知っておる」


　そして、隻蓮はこう尋たずねたのだ。


「だから、おぬしは魔神に色を捧ささげたのじゃろう？」


　魔神への代だい償しよう。


　クライヴが腕うでを捧げたのと違ちがう理由で、ダフネは自分の髪かみと瞳ひとみの色を捧げた。


　そうしなければ、あまりにも自分は彼女と似すぎていたから。


「おぬしは、アディリシアの妾腹の姉にあたる。メイザースの血が流れる以上、七十二の魔神を従えることもできたろう。オズワルドどのが死んだ後は、それを止めるものもいなかったはず。……どうして、そうしなかった？」


「……そうですね」


　ダフネは、回想する。


　初めてアディリシアに会ったとき、かつての自分と同じ髪と瞳の色が、みっともないぐらい羨うらやましかった。そのアディリシアに見られるのが、どうしようもなく嫌いやだった。


　だけど、小さなアディリシアは言ってくれたのだ。


　嫉しつ妬とした黄金きんの髪と、翠みどりの瞳を震ふるわせて、口にした。


『すっごく素す敵てきですわ！　その白い髪と灰色グレーの瞳！　まるで冬の国の妖よう精せいみたい！』


　それで、ダフネは救われた。かつての自分と同じ少女に、そう言ってもらえることで、本当の意味で救われたのだ。


　だから、この少女に従おうと思った。


　ずっと、命果てるまで、この少女を支えていこうと。


　この──愛いとおしい妹を支えていこうと。


「あの子に、私は救われました」


　と、ダフネは告白した。


「だから……私は、アディリシア様の影かげでいいのです。たとえ、あの子が私を姉と知らなくても、こうして見守っていられるなら、それだけでいいんです」


　言って、ダフネは胸へ手をあてる。ソロモンの五ご芒ぼう星せい。〈ゲーティア〉へ入団する際、唯ゆい一いつオズワルド師が──父が贈おくってくれたもの。


　にこりと、隻蓮が笑う。


「やっぱり綺き麗れいでござるよ。その髪も、その瞳も」


　頰ほおを染めるダフネをよそに、山の草むらへ僧そう侶りよは横たわった。


　大の字のまま、たった数秒でいびきがそれに続いた。


「あ……」


　極度の集中の反動でもあったろうが、ダフネは微び苦く笑しようして、その隣となりへ腰こしを下ろした。


「……ひどい人ですね。言いたい放題言って」


　と、顔を撫でて囁ささやく。


　やることは多くあった。


　クライヴの弔とむらいも、アスモダイの喚かん起き儀ぎ式しきで倒たおれた徒と弟ていたちの治ち療りようも、これからしなければならない。〈螺旋なる蛇オピオン〉の名が出た以上、〈協会〉への報告もまとめる必要があるだろう。


　でも、今だけは。


（こんな時間は──きっと、ほんの少しなのですから）


　ただ静かに星を見上げて、ダフネはそう思ったのだ。














〈アストラル〉業務日誌12





　ほほう、今の業務日誌はこれでござるか。


　大学ノートというのも、なかなか味わい深い。昔は蓮れんの書き方がなってなくて、何度もやりなおさせたものですが……っと、昔話を書くところでもないですな。


　隻せき蓮れんでござる。


　今回の臨時契けい約やくと滞たい在ざいもそろそろ終わりですが、どうぞ最後までお付き合いいただきたく。皆みな様さまにもよろしくお願いする所存です。





　さて、業務連れん絡らくをば。


　先日ダフネどのの訪ねてこられた件でござるが……


　うむ。これといって特別なことでもなかったようで。無事、アディリシアどのとも再会できたようで何よりですな！


　……いやいやいや、何も隠かくしておらぬでござるよ?!


　アディリシアどのの日誌だと、〈ゲーティア〉も新しい人材配置を終えたそうですし、一段落といってよいかと。どの道、何かあったら、向こうから連絡を取ってくるはずでござる。


　なお、若の出来上がりについて。


　一連の修しゆ行ぎようと事件で、何かを摑つかんだかもしれませぬ。摑んでないかもしれませぬ。あるいは、摑んだと思ってもただの幻まぼろしかもしれませぬし、その逆ということもありえましょう。


　ですが、どうぞ不安に思い召めさるな。


　若のなるべきカタチは、若しか知りませぬ。失敗しようが、成功しようが、それ自体が若のカタチでござる。体術も、〈アストラル〉も、要するになるようにしかなりませぬ。


　その、「なるようになる」だけを、胸に据すえてくだされ。


　おそらくは、それが生きるということなのですから。





……ふふん。たまには、坊ぼう主ずらしい物言いになったでござるかな？


　ともあれ、若のつくる、新しい〈アストラル〉。


　拙せつ僧そうも楽しみにしておりますよ。




隻蓮




ＰＳ、黒羽どの、七面鳥焼きだけと言わず、料理ぐらいいつでも教えるでござるよ。もっとも、旅先で覚えた料理ばかりなので、適当なレシピなのは勘かん弁べんしてくだされ。










「レンタルマギカ」の基礎理論











●明みよう王おう


　如によ来らいや菩ぼ薩さつと異ことなり、その力と強大さをもって衆しゆ生じようを導く仏の化け身しん。特に密みつ教きようにおいて信しん仰こうされ、そのほとんどが忿ふん怒ぬと呼ばれる怒いかりの相をしている。特に有名なものは、不ふ動どう明みよう王おう、降ごう三ざん世ぜ明王、軍ぐん荼だ利り明王、大だい威い徳とく明王、金こん剛ごう夜や叉しや明王からなる五大明王であろう。











いつき「ああ～……これはー怖こわかったぁ」


穂波　「まぁ隻せき蓮れんさんの愛のムチ、と思っておいたら？」


いつき「うううう。この明みよう王おうもそうだけど修学旅行や教科書で見る仏像って、何であんなに怒ってるの？」


穂波　「あれは仏敵に対して威い嚇かくしてる意味。別に何も悪いことしてへん人に怒おこってるわけと違ちやうから安心して」


いつき「仏敵って？」


穂波　「実際の所は仏の敵、というより病原菌きんとか天災から身を守って欲ほしい、という願いで造られた方が多いかもしれんね」


いつき「今でも風邪かぜ薬ぐすりに雷かみなり様さまの絵が使われてるのは……」


穂波　「そういうこと」











●くだぎつね


　とりわけ木き曾そ地方の言い伝えに多い霊れい獣じゆうの一種。くだとは竹たけ筒づつのことで、竹筒の中に入れて飼ったり、持ち歩いたりできるとされる。また、人間の爪つめの間から体内に入り、憑ひよう依いした相手を狐きつね憑つきにする。


　これら、くだぎつねを使う術を飯い綱づな法ほうと呼ぶが、本質的には陰おん陽みよう道どうと別系統の呪じゆ術じゆつである。圭けいの場合、無理に無理を重ねて、両方の術を行こう使ししている。











いつき「ええっと……猫ねこ屋や敷しきさんの弟弟で子しの、石動いするぎ圭けいさんが使っていたやつだね」


穂波　「これは陰おん陽みよう道どう……というより山やま伏ぶしとかがよく使用する使い魔まとして知られてるね。昔から竹の筒つつ、もしくは竹の節には〝何かがすんでいる〟という言い伝えがあってね、その代表的な話が……」


いつき「かぐや姫ひめ！」


穂波　「正解。でも、いっちゃん、高校生なんやからせめて『竹取物語』って言おうよ（笑）。今でもトンネルとかに幽ゆう霊れいが出る、というのはこの筒話に通じるものがあるのかもしれんね」











●顕現現象アポート


　黒くろ羽はまなみの操あやつる異能。


　そこにないものを出現させる超ちよう常じよう現象で、大きくふたつに分かれる。


　遠方から物体を『引き寄せる』現象と、無から有を『つくりだす』現象である。黒羽が扱あつかうのは後者であり。自分の霊エーテル体を材料にする以上、ひとつ間ま違ちがえば消しよう滅めつの危険をも伴ともなう。











いつき「あ。これは黒羽が色々呼び出したり、助けてくれた時のだ」


穂波　「元々はかなり強い霊力がないと使えないんやけど……黒羽は割と使えるようになってきたね」


いつき「黒羽も記き憶おくを失なくしてるけど、もしかしたら……」


穂波　「うん、うちも同じ事考えてた。もしかしたら……」


いつき「メイドさんだったのかも！」


穂波　「……」


いつき「あ、いやだって、普ふ通つうにメイド服、顕現現象アポートしてるし」


穂波　「ほんまはいっちゃんの趣しゆ味み違ちやうん？」











●星ほし祭まつり


　古代において、夜空の星は神とされ、また生まれや干支えとによって人間はこれらの星のいずれかに支配されると信じられた。


　陰おん陽みよう道どうはこれらの信仰をシステム化し、高度な祭さい祀しとして昇しよう華かする。これが「星祭り」である。通常、数人から数十人の陰おん陽みよう師じを必要とする祭りであるが、猫ねこ屋や敷しきは術式の改良によって、ひとりで成し遂とげている。











穂波　「現代にも残されている儀ぎ式しきのひとつやね。元々は陰陽道が編み出した儀式やけど、陰陽道が表おもて舞ぶ台たいから姿を消すようになって、神しん式しきが主流になった」


いつき「星ほし占うらないもこれに関係あるのかな」


穂波　「流れは違うけど、源みなもとは一いつ緒しよやと思うな。ローマ、中近東、中国あたりでその姿を変えていったと言われてる」


いつき「でも古代ローマの星の神々って、結構怖こわいよね」


穂波　「んー、自分の親を殺したりする神様の話も多いからね。当時の世相とか政治を皮ひ肉にくったものもあるかもしれへん」











●フォルネウス


　魔ま術じゆつ書『ソロモンの小さな鍵かぎ』に書かれた、七十二の魔神のひとつ。二十九の軍団を支配し、主にギンザメの姿をとって顕現する。


　知識に優すぐれた魔神であり、召しよう喚かん者に芸術と語学の知識を与あたえるとされる。アディリシアが喚起に成功した最初の魔神であり、忠誠心が高い。このため、特に用がないときも霊エーテル体で待機させていることが多い。











いつき「アディリシアさんがいつも呼び出している魔ま神じんだね」


穂波　「空も飛べるから、アディにとっては、ちょっとした足がわりやもんね」


いつき「これは他の人にも見えるの？」


穂波　「生まれつき呪力の高い人、もしくは修しゆ行ぎようした人ぐらいや」


いつき「じゃあ、素質がない人がみるとアディリシアさん一人が空に浮うかんでるように見えるの？」


穂波　「魔神に乗るときは一体化してるから、たいていは存在そのものが見えへん。あたしの箒ほうきも人ひと除よけのオガム文字が書いてあるから、一般人には見えへんよ」











●アスモダイ


　七十二の魔ま神じんの中でも、一ひと際きわ強大な悪魔の一柱。七十二の軍団を従え、喚かん起きした術者に対して、幾き何か学と天文学──つまり星の巡めぐりに対する完かん璧ぺきなる技術を与あたえるという。東の王国を支配する王アマイモンの副官であるともいわれ、その出自は神秘学においても特に重要な位置を占しめている。











いつき「強かった……というか怖かったよ」


穂波　「アディに聞いたんやけど社長、頑がん張ばったんやね」


いつき「え？　アディリシアさんに聞いたの？　……（冷や汗）」


穂波　「うん。アディがものすごく嬉うれしそうに話してたもん」


いつき「……ほかに何か言ってた？」


穂波　「え？……そういえば後半、何か下向いてぶつぶつ言ってたような……」


いつき「あ！　な、ならいいんだ！　いやホント大変だったんだから」


穂波　「（じーっ）何か怪あやしいなぁ。何？　何かあったん？」


いつき「な、な、なんでもないないないなんでもない!!」


穂波　「んん─────？？？？」






　あとがき







　お待たせしました！


　レンタルマギカ『魔法使い、修行中！』、ようやく皆みなさんにお届けできます。


　いつもなら、短編集は長編と長編の間のお話になっているのですが、今回は最新の時系列──つまり、『竜と魔法使い』の直後から数ヵ月後あたりになってます。


　ようやく短編集の発刊が、長編に追いついたということでもありますね（笑）。





　それを記念してというわけでもないですが、今回、何かと特別な短編集になってます。初の書き下ろし短編に、連れん載さい時に好評だった『レンタルマギカの基礎理論』などなど、お気に召めしてもらえれば幸いです。


　では、ひとつずつ振ふりかえってみますね。





・魔法使いと赤い槍


　巻のタイトルにもなってるように、今回の短編集のメインテーマは「修しゆ行ぎよう」だったりします。そのせいか、終わってみると、どの話も竜蓮寺が起点になってたりしますね。


　連載だけで読んでいる方にとっては、隻蓮の初登場話でもあります。


　作中にも書いていますが、武術と魔ま術じゆつは、ごく近年まで切り離はなしがたい関係にありました。特に中国武術においては、むしろ近代以降の方が、積極的に取り入れられてるぐらいです。八はつ卦け掌しようの八卦なんか、「当たるも八卦、当たらぬも八卦」のそれですしね。





・魔法使いとクリスマス


　一度、こういう行事ネタで、「なんでもない」話をやってみたかったのです。


　プラス、これまでの短編に出てきたキャラクターたちのちょい役登場というのも、ぜひやってみたい題材でした。両方いっぺんにできて、大変満足です（笑）。


　ちなみに、クリスマス話なのに、『ザ・スニーカー』での掲けい載さいが二月だったりしました。修行話を先にやっておく必要があったせいなのですが、おかげで担当のＮ氏とｐａｋｏさんには「一号ネタが遅おそくね？」といじめられたものです（苦笑）。





・魔法使いとソロモンの血


　初期の短編『魔法使いと夏祭り』以来の、大おお幅はば原げん稿こう超ちよう過か事件発生！


　うっかり規定枚数の倍ぐらい書いてしまい、冷や汗あせかくやら、慌あわてるやら。締しめ切りもギリギリだったもので、毎日のように「すみません、もう少し待ってください。ついでに、もうちょっと多めにページ数取って下さい！」と担当に泣きついていました。ああ（涙）。


　一巻にあたる『～魔法使い、貸します！』の流れを汲くんだ話にもなってます。次の短編も読んだ後、一巻を読み直してみると、ちょっとした発見があるかもしれませんね。





・魔法使いとソロモンの絆


　短編集初の書き下ろし！


　タイトルで明らかかとも思いますが、ひとつ前の『魔法使いとソロモンの血』と対ついになった話です。また、同様に、一巻の裏になる話でもあります。


　主役がいつきでも穂波でもアディリシアでも黒羽でもないという時点で、書き下ろしでしかできない話ですね（笑）。





　　　　＊





　とまあ、普ふ段だんならここで終わるところなのですが。


　なんというか、ありがたいことになってまして。レンタルマギカ周辺で、いろいろ新しい動きが発表されてます。


　箇か条じよう書きで書いていきますね。





　　　　＊





１、『レンタルマギカ』ウェブドラマ＆ＣＤドラマ化！


『レンタルマギカ』がウェブドラマとして、インターネットで配信されることになりました！


　お話も、このためだけに書き下ろされたオリジナルです。


　しかも、伊庭いつき役である福山潤さんと猫屋敷蓮役である諏訪部順一さんによる、インターネットラジオまで配信されています。


　アドレスはこちら→（http://www.jvcmusic.co.jp/m-serve/webradio/）


　二〇〇六年八月二日には、すべてのウェブドラマをまとめた内容＋αのドラマＣＤも発売されますので、ＰＣ環かん境きようがない方も安心してくださいね。





２、コミック化！


　漫まん画が誌『Ａｓｕｋａ』にて、レンタルマギカ漫画版の連載がスタートしました！


　漫画家は、成宮アキホさん。


　可愛かわいいタッチと流りゆう麗れいな線をあわせもった方です。まだ、カラー原稿を見せていただいたきりなのですが、見事に〈アストラル〉事務所が再現されていて、こうなっていたんだ、と手を打ってしまいました（笑）。


　後述の『ザ・スニーカー』八月号の特集でも短編を寄せてくださっていますので、どうぞチェックしてみてください。





３、ザ・スニーカーでの連続特集！


　この本とほぼ同時に出た『ザ・スニーカー』八月号にて巻頭特集、八月末日発売の『ザ・スニーカー』十月号にてミニ特集と、異例の二号連続特集を組んでいただけることになりました。


　さきほど書いた成宮さんのコミック短編、ｐａｋｏさんの大量カラーイラストやいろんな遊び心が盛り込まれた特集になってます。僕も、いつもよりちょい長めの短編を書き下ろしましたので、ぜひこの機会にどうぞ。





　……いやはや。


　あまり、こういう風に応おう援えんを受けたことがないもので、ありがたさに目め眩まいがしてしまいます。根本的に小心者なのですね（苦笑）。





　　　　＊





　最後になりましたが、今回もすべてのイラストを描かきおろしてくださったｐａｋｏさん、厳しいスケジュールのあまり髪かみの毛を花のように散らしている担当の難波江氏、ウェブドラマの脚きやく本ほんおよび本作の考証をしていただいた三輪清宗さんに、感謝を捧ささげます。





　次は長編で、すぐ来月から再来月にはお会いできる予定です。


　年末あたりまでは、結構よいペースで出していけると思いますので、どうぞ応援くださいませ。





　　二○○六年五月二十九日




ＣＤドラマ『プラネテス』を聴ききながら　　







　ＰＳ、今年の五月一日をもってグループＳＮＥから独立しました。もし感想などありましたら、奥おく付づけの角川スニーカー文庫編集部まで送ってくださいませ。





※あとがきにインターネットラジオのアドレスが記載されていますが、２００６年当時の告知です。必ずしも記載通りでない場合があります。ご注意ください。




レンタルマギカ


魔ま法ほう使つかい、修しゆ行ぎよう中ちゆう！





三さん田だ　誠まこと
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